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は
じ
め
に

本
稿
は
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
の
研
究
の
一
環
と
し
て
検
討
す

る
も
の
で
あ
る
。
当
該
期
の
収
蔵
史
を
体
系
的
に
理
解
す
る
た
め

に
、
稿
者
は
明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を
暫
定
的
に
五
期
に
区
分

し
た（
１
）。

本
稿
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
日
本
の
関
西
を
中
心
と
す
る
中
国
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
中
国
書
画
碑
帖
収

蔵
史
上
劃
期
を
な
す
第
二
期
（
辛
亥
革
命
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦

終
了
時
）
の
当
初
に
お
い
て
活
動
し
た
久く

野の

錦き
ん

浦ぽ

（
一
八
七
五
―

一
九
一
八
）
を
取
り
上
げ
る
。

久
野
錦
浦
、
名
は
元
吉
、
字
は
錦
浦
、
斎
号
は
黄
裳
簃
、
墨
妙

亭
（
墨
眇
亭
）、
広
島
県
の
出
身
の
実
業
家
、
書
画
碑
帖
の
収
蔵

家
で
あ
る（
２
）。

広
島
県
士
族
久
野
喜
作
の
長
男
と
し
て
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
三
月
一
五
日
に
生
ま
れ
、
同
三
一
年
（
一
八
九
八
）

六
月
に
家
督
を
相
続
し
、
西
備
銀
行
支
配
人
と
し
て
実
業
界
で

活
動
し
た（
３
）。

久
野
錦
浦
は
、
当
初
、
京
都
に
避
居
し
た
羅
振
玉

（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
）
の
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
広
島

県
下
の
同
好
の
士
と
競
っ
て
購
入
し
た
。「
宋
拓
神
龍
蘭
亭
序
」

（
木
雞
室
所
蔵
）、
王
寵
「
行
書
琴
操
十
首
」（
東
京
国
立
博
物
館

所
蔵
）、「
先
朝
宝
翰
」（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
）、「
文
徴
明
沈

周
書
画
合
巻
」（
中
国
個
人
蔵
）、
鄧
石
如
「
篆
書
朱
韓
山
座
右

銘
」（
中
国
個
人
蔵
）、
虞
世
南
「
孔
子
廟
堂
碑
」（
吉
田
成
堂
氏

旧
蔵
）
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
が
、
西
備
銀
行
の

経
営
破
綻
に
よ
っ
て
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
私
財
提
供

と
し
て
売
却
さ
れ
、
失
意
の
う
ち
に
腸
チ
フ
ス
に
罹
り
、
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
一
八
日
に
没
し
た（
４
）。

妻
は
広
島
県
平
民
、

福
光
彌
太
郎
の
長
女
の
千
代
（「
チ
ヨ
ウ
」「
千
代
松
」
と
も
。

久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
と

博
文
堂
（
美
術
商
）
初
期
の
活
動
実
態

下
田　

章
平
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一
八
七
七
―
？
）
で
あ
る
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
月
の
時

点
で
、
一
男
（
一
九
〇
一
―
？
）、
二
男
（
一
九
〇
三
―
？
）、
タ

ミ
（
一
八
九
五
―
一
九
一
九
）、
サ
ダ
ヨ
（
一
八
九
八
―
？
）、
ヒ

サ
ヨ
（
一
九
〇
八
―
？
）、
雪
江
（
一
九
一
一
―
？
）
の
二
男
四

女
が
お
り
、
広
島
県
平
民
の
宇
都
宮
讜
蔵
（
一
八
六
三
―
？
）
は

叔
父
に
あ
た
る
と
い
う
。

西
備
銀
行
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
一
二
月
に
設
立
さ
れ
、

翌
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月
、
本
店
を
御み

つ
ぎ調

郡
三
原
町
三
原

一
五
三
七
番
地
に
お
い
て
営
業
を
開
始
し
、
そ
の
経
営
は
大
正
元

年
（
一
九
一
二
）
ま
で
は
順
調
に
推
移
し
た
が
、
八
田
貯
蓄
銀
行

の
取
り
付
け
騒
ぎ
や
穀
蕃
合
資
会
社
の
破
綻
、
三
原
銀
行
時
代
か

ら
の
放
漫
な
貸
出
し
に
よ
っ
て
、大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
、

広
島
地
方
裁
判
所
か
ら
破
産
宣
告
を
受
け
、
そ
の
後
破
産
宣
告
は

却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
に
、
株
式

総
会
の
決
議
で
解
散
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
、「
西
備
銀
行
事
件
」

も
生
じ
て
お
り
、『
銀
行
通
信
録
』
第
六
六
巻
第
三
九
三
号
（
東

京
銀
行
集
会
所
、
一
九
一
八
、
八
七
頁
）
に
、

●
西
備
銀
行
事
件
の
判
決 

広
島
県
三
原
町
株
式
会
社
西
備

銀
行
重
役
係
等
に
〔
よ
〕
る
二
百
万
円
背
任
詐
欺
横
領
事
件

は
〔
大
正
七
年
〕
六
月
二
十
九
日
広
島
地
方
裁
判
所
に
て
判

决
言
渡
あ
り
頭
取
楢
崎
享
造
、
常
務
取
締
役
川
口
国
次
郎

〔
棲
隺
〕
両
名
は
懲
役
四
年
、
取
締
役
村
上
徳
十
郎
は
同
二
年
、

副
支
配
人
隅
田
某
〔
吉
衛
〕
は
同
三
年
に
処
せ
ら
れ
た
り

と
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
件
は
、
西
備
銀
行
の
重
役
等
に

よ
る
二
百
万
円
背
任
詐
欺
横
領
事
件
と
さ
れ
、
後
述
す
る
収
蔵
仲

間
で
あ
っ
た
川
口
棲
隺
（
名
は
国
次
郎
、
一
八
七
二
―
？
）
や
隅

田
吉
衛
は
懲
役
刑
を
受
け
て
い
る
。
重
役
の
一
人
で
あ
っ
た
久
野

錦
浦
の
関
与
も
疑
わ
れ
る
が
、
判
決
前
に
没
し
て
い
た
た
め
に
名

前
が
見
え
な
い
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
は
早
逝
し
た
収
蔵
家
で
あ
っ
た
た
め

に
、
収
蔵
家
と
し
て
の
活
動
期
間
も
限
定
的
で
あ
り
、
し
か
も
収

蔵
家
と
し
て
の
自
身
の
名
が
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ

た
た
め
に
、
収
蔵
事
蹟
は
今
日
で
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
ず
、
先
行

研
究
も
ほ
と
ん
ど
備
わ
ら
な
い（
５
）。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
行
田
市
郷

土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
久
野
錦
浦
及
び
そ
の
周
辺
の
資
料

の
分
析
に
よ
っ
て
、
彼
の
収
蔵
活
動
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
い
。
本
稿
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
久
野
錦
浦
の
収
蔵

活
動
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
収
蔵
活
動

の
期
間
が
ご
く
短
期
間
で
あ
る
こ
と
が
却
っ
て
、
彼
が
懇
意
に
し

た
博
文
堂
（
美
術
商
）
初
期
の
活
動
の
実
態
や
、
羅
振
玉
が
京
都

に
避
居
し
た
当
初
に
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
「
初
期
羅
振
玉
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
６
）」

の
日
本
へ
の
伝
播
、
さ
ら
に
山
本
二
峯
（
名
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は
悌
二
郎
、
一
八
七
〇
―
一
九
三
七
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と

い
っ
た
、
第
二
期
当
初
の
収
蔵
史
上
重
要
な
諸
課
題
の
解
明
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
表
記
に
関
し
て
は
、
引
用

文
献
も
含
め
て
常
用
字
体
を
使
用
し
、
人
名
は
通
称
と
し
、〔　

〕

に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
た
。
資
料
の
表
記
や
改
行
は

現
行
の
も
の
と
異
な
り
、
統
一
性
に
欠
け
る
も
の
の
原
文
の
ま
ま

と
し
、
脚
注
は
﹇　

﹈
内
に
、
改
行
は
「
／
」、
判
読
で
き
な
か
っ

た
文
字
は
□
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
作
品
名
も
不
統
一
で

あ
る
た
め
、
表
１
掲
載
の
も
の
は
そ
の
名
称
に
従
う
こ
と
に
す

る
。

一 

久
野
錦
浦
及
び
そ
の
周
辺
の
資
料

原
田
大
観
（
二
代
目
庄
左
衛
門
、
一
八
五
五
―
一
九
三
八
）
の

幼
名
は
清
太
郎
、
号
は
大
観
。
原
田
家
の
家
督
と
庄
左
衛
門
の
名

跡
を
継
承
し
て
書
肆
・
出
版
社
で
あ
っ
た
博
文
堂
を
経
営
し
、
明

治
四
〇
年
代
（
一
九
〇
七
―
一
九
一
二
）
に
は
美
術
書
の
出
版
、

ま
た
書
画
碑
帖
を
扱
う
美
術
商
と
し
て
活
動
し
た
。
博
文
堂
は
短

期
間
で
名
称
を
変
更
し
て
お
り
、
原
田
大
観
の
次
男
の
油
谷
達

（
一
八
八
六
―
一
九
六
九
）
が
代
表
で
あ
っ
た
時
代
を
「
油
谷
博

文
堂
」
と
称
し
て
お
り（
７
）、

単
に
博
文
堂
と
い
う
場
合
は
「
油
谷
博

文
堂
」
等
の
総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
原
田
大
観
の
五
男
で
あ
る
原
田
悟
朗
（
一
八
九
三
―

一
九
八
〇
）
の
遺
族
の
も
と
に
残
さ
れ
た
博
文
堂
関
連
資
料
や
刊

行
物
、
原
田
家
と
交
流
の
あ
っ
た
関
係
者
な
ど
の
資
料
が
行
田
市

郷
土
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、
行
田
市
郷
土
博
物
館
編
『
行
田
市
郷

土
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録 

原
田
庄
左
衛
門
家
資
料
目
録
』（
同

館
、二
〇
二
一
。
以
下
『
目
録
』
と
す
る
）
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
収
容
容
器
ご
と
に
保
管
さ
れ
、
資
料
群

（
Ａ
群
か
ら
Ｕ
群
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
上
掲
『
目
録
』（
八
頁
）

で
は
Ｈ
群
に
関
し
て
、

Ｈ　

明
治
末
期
〜
昭
和
期
／
書
簡
・
葉
書

Ｈ
は
油
谷
博
文
堂
と
名
乗
っ
て
い
た
明
治
末
期
か
ら
原
田

大
観
や
悟
朗
が
活
躍
す
る
昭
和
期
に
か
け
て
の
幅
広
い
時
間

軸
の
書
簡
・
葉
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
と
同
様
に
博
文

堂
の
経
営
に
関
す
る
も
の
と
私
信
が
共
存
す
る
書
簡
・
葉
書

群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
精
査
に
よ
っ
て
、
Ｈ
群
は

す
べ
て
久
野
錦
浦
及
び
そ
の
周
辺
の
関
連
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
を

差
出
年
順
に
整
理
す
る
と
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
中
葉
ま
で
の
内

容
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
群
に
も
久
野
錦
浦
関
連

資
料
を
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
合
算
す
る
と
八
一
件
を

─ 23 ─



─ 4 ─

数
え
る
に
至
っ
た
。
以
下
、『
目
録
』
掲
載
の
資
料
の
引
用
に
関

し
て
は
、『
目
録
』
に
見
え
る
「
文
書
番
号
」
も
併
記
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

明
治
四
四
年 

（
一
九
一
一
） 

九
件

明
治
四
五
年
／
大
正
元
年 

（
一
九
一
二
） 

二
七
件

大
正
二
年 

（
一
九
一
三
） 

五
件

大
正
五
年 

（
一
九
一
六
） 

七
件

大
正
六
年 

（
一
九
一
七
） 

九
件

大
正
七
年 
（
一
九
一
八
） 

六
件

大
正
八
年 
（
一
九
一
九
） 

一
三
件

大
正
九
年 

（
一
九
二
〇
） 

五
件

Ｈ
群
の
資
料
は
実
質
的
に
は
原
田
大
観
が
整
理
し
た
も
の
と
見

て
良
い
が
、
原
田
大
観
は
な
ぜ
久
野
錦
浦
関
連
の
資
料
を
Ｈ
群
と

し
て
整
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四

月
二
七
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
）
に
は

附
属
資
料
（
紙
片
、
縦
一
五
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ
）
が

見
ら
れ
、
表
に
は
原
田
大
観
と
推
定
さ
れ
る
墨
書
で
「
久
野
元
吉

氏
／
関
連
文
書
」
と
書
か
れ
、
裏
に
は
印
字
（
日
付
及
び
氏
名
の

み
万
年
筆
）
で
、

大
正
二〔
あ
る
い
は
三
〕年
八
月
十
三
日
／
大
阪
市
北
区
上
福

嶋
中
一
丁
目
五
百
羅
漢
直
北
／
黒
川
医
院
／
油
谷
御
令
嬢
殿

と
あ
る
よ
う
に
、
黒
川
医
院
の
薬
袋
の
紙
背
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
附
属
資
料
に
よ
っ
て
、
原
田
大
観
が
上
得
意
で
あ
っ

た
久
野
錦
浦
の
関
連
資
料
一
式
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
様
子
が
窺

え
、
そ
の
時
期
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
あ
る
い
は
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
八
月
一
三
日
以
後
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
そ
の
後
久
野
錦
浦
は
西
備
銀
行
の
破
綻
に
よ
っ

て
没
落
す
る
が
、
博
文
堂
に
と
っ
て
は
取
引
先
に
お
い
て
初
め
て

の
事
例
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
た
め
、
原
田
大
観
は
今
後
の
収
蔵

家
没
落
に
対
処
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
捨
て
ず
に
保
管
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｈ
群
の
資
料
に
は
、
久
野
錦
浦
の
長
男
の
久
野
一
男
、

妻
の
久
野
千
代
、
叔
父
の
宇
都
宮
讜
蔵
と
い
っ
た
久
野
錦
浦
の
親

族
の
ほ
か
に
、
西
備
銀
行
常
務
取
締
役
の
川
口
棲
隺（
８
）と

西
備
銀
行

破
産
管
財
人
の
篠
原
迪
、
井
前
正
の
資
料
が
見
え
る
。
川
口
棲
隺

は
福
島
正
則
（
一
五
六
一
―
一
六
二
四
）
に
招
か
れ
播
磨
か
ら
三

原
に
移
り
住
ん
だ
川
口
久
右
衛
門
尉
宗
助
を
祖
と
し
、
屋
号
を

川
口
屋
と
し
て
醸
造
業
を
生
業
と
し
た
、
三
原
の
素
封
家
で
あ
っ

た
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
に
家
督
を
相
続
し
て
、
南

宗
画
や
篆
刻
を
趣
味
と
し
、
久
野
錦
浦
と
と
も
に
収
蔵
活
動
も

行
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
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二 

久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
実
態

（
１
） 
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
散
佚

ま
ず
、
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
つ
い
て
見
て
お
き

た
い
。
巻
末
に
示
し
た
表
１
「
久
野
錦
浦
（
附
川
口
棲
隺
）
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
一
覧
」
は
、
行
田
市
郷
土
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
Ｈ
群

を
中
心
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
七
八
件
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
三
七
件
は
初
期

羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
久
野
錦
浦
は
羅
振
玉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
精
力
的
に
収

集
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
主
た
る
内
容
は
表
１
に
見
る
よ

う
に
明
清
書
画
及
び
碑
帖
で
あ
り
、
購
入
時
期
は
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
か
ら
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
が
大
半
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
書
画
で
は
文
徴
明
（
一
四
七
〇
―
一
五
五
九
）、
董

其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）、
碑
帖
で
は
顔
真
卿
（
七
〇
九
―

七
八
五
）
の
作
品
が
複
数
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
好
ん
で
収
集
し

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
初
期
羅
振
玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
玉
石
混
淆
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
明
の
祝
允
明
（
一
四
六
〇
―
一
五
二
六
）
の
「
偽
物

騒
動
」
を
惹
起
し
て
い
る
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
二
月

三
〇
日
油
谷
博
文
堂
宛
川
口
国
次
郎
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
五
）
に
、

…
…
祝
枝
山
〔
允
明
〕
ニ
ハ
恐
入
候
如
何
ニ
モ
／
閉
口
仕
候

得
共
是
ニ
テ
退
ク
可
ラ
ス
／
更
ニ
勇
ヲ
鼓
シ
度
存
候
間
／
貴

下
〔
原
田
大
観
〕
及
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
之
御
／
高
助
ニ
テ

羅
〔
振
玉
〕
氏
之
御
所
有
／
中
一
品
御
撰
択
／
被
為
下
候
得

共
一
生
之
幸
栄
／
奉
存
候
何
卒
宜
敷
御
／
願
奉
申
上
候
／
九

友
帖
〔
画
中
九
友
集
冊
〕
ハ
案
外
之
成
跡
〔
績
〕
／
ニ
テ
及

第
仕
候
是
ハ
亦
非
／
常
ニ
仕
合
ニ
喜
申
候

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
川
口
棲
隺
が
祝
允
明
の
偽
物
を
掴
ま

さ
れ
、
次
に
周
旋
す
る
際
に
は
博
文
堂
と
内
藤
湖
南
の
し
っ
か
り

と
し
た
鑑
定
を
経
た
も
の
を
購
入
し
た
い
と
の
旨
が
記
さ
れ
、「
画

中
九
友
集
冊
」
の
購
入
の
希
望
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
件
に
関
し

て
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
三
〇
日
（
Ｈ
―
二
―

二
六
）
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
に
も
見
え
、

…
…
九
友
帖
〔
画
中
九
友
集
冊
〕
ハ
神
品
之
趣
／
之
れ
尓

〔
に
〕
て
埋
合
相
付
き
申
候
／
此
内
偽
物
ハ
張
〔
貼
〕
替
え

之
上
／
題
跋
御
願
ひ
可
被
申
候

と
あ
り
、
久
野
錦
浦
も
偽
物
騒
動
の
一
件
を
「
画
中
九
友
集
冊
」

で
埋
め
合
わ
せ
、
そ
の
中
の
偽
物
を
貼
り
替
え
て
専
家
の
題
跋
を

求
め
て
い
る
。
な
お
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
三
日

油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
九
）
に
は
、「
画
中

九
友
神
品
」
と
し
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
川
口
棲
隺
で
は
な
く
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久
野
錦
浦
の
有
に
帰
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
偽
物
」
が
見
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
久
野
錦

浦
ら
は
な
ぜ
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
精
力
的
に

購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
三
月
一
五

日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
五
）
に
、

…
…
要
寿
〔
す
〕
る
ニ
田
村
〔
良
一
〕
氏
今
日
迄
の
／
遣
り

方
ハ
羅
〔
振
玉
〕
氏
へ
の
／
同
情
よ
り
自
己
本
位
／
ニ
付
今

少
シ
勤
〔
努
〕
め
て
／
自
分
が
引
受
ら
る
ゝ
か
／
他
ニ
周
旋

で
も
出
来
／
候
上
ニ
テ
同
氏
の
満
足
／
致
さ
れ
存
候
様
運
び

候
て
も
遅
か
ら

須□ズ〔
ず
〕

と
あ
る
よ
う
に
、
羅
振
玉
へ
の
「
同
情
」、
す
な
わ
ち
そ
の
支
援

を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
目
的
の
第
一
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。次

に
、
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
散
佚
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
こ
う
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
〇
日
油
谷
博
文
堂

宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
六
、
日
付
は
消
印
に
よ
る
）
に
、

…
…
只
々
財
政
上
（
貧
生
の
／
事
故
）
／
直
〔
値
〕
段
之
低

き
方
が
／
宜
敷
候

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
の
段
階
に

お
い
て
久
野
錦
浦
は
財
政
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、
こ
れ
以
後
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
新
規
獲
得
よ
り
も
題
跋
や
箱

書
を
依
頼
し
、
ま
た
表
具
の
仕
立
て
直
し
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

整
理
が
主
と
な
る
。

そ
し
て
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
同
四
年
（
一
九
一
五
）

の
間
の
書
簡
は
備
わ
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
却
っ
て
財
政
上
の
破
綻

を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月

二
七
日
に
は
、「
第
一
回
御
報
告
」
と
し
て
同
日
付
の
久
野
錦
浦

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
売
却
の
領
収
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
か

ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す

る
。
こ
の
領
収
書
（
Ｈ
―
三
―
三
二
）
に
は
、

〔
以
下
、
原
田
大
観
の
筆
跡
〕
第
一
回
御
報
告
／
記
／
一
、

金
百
参
拾
円 

明
拓
雲
輝
〔
麾
〕
将
軍
〔
李
思
訓
碑
〕
壱
帖
／

一
、
金
壹
阡
五
拾
円 

宋
拓
十
七
帖
／
合
計
金
壹
阡
百
八
拾

円
也
／
内
金
百
拾
八
円 

右
二
点
販
売
壱
割
手
数
料
／
内
金

五
百
円 

正
金
御
取
換
／
内
金
六
円
九
十
五
銭 

別
紙
商
品

代
／
内
金
壱
円
弐
拾
銭
﹇
印
譜
冊
弐
冊
／
諸
名
賢
壱
冊
大
判

〔
先
朝
宝
翰
〕
／
（
三
冊
帖
（
新
帙
）
／
表
紙
直
シ
）﹈
／
内
金

拾
円
﹇
西
村
天
囚
先
〔
生
〕
へ
清
名
賢
詩
解
跋
文
／
謝
儀
﹈
／

内
金
拾
円
﹇
長
尾
雨
山
先
生
張
舩
山
〔
問
陶
〕
箱
書
／
及
諸

名
賢
詩
翰
〔
先
朝
宝
翰
〕
題
簽
謝
儀
／
但
シ
別
冊
目
録
共

一
拾
弐
冊
﹈
／
内
金
拾
五
円
﹇
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
様
／
耶
馬

渓
巻
﹈
／
差
引
金
五
百
拾
八
円
八
拾
五
銭
／
右
本
日
仕
送
金
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仕
候
間
御
改
入
御
領
収
／
可
被
下
候
以
上
／
大
正
五
年
六
月

廿
七
日
／
「
博
文
堂
合
資
会
社
」
青
印
／
黄
裳
簃
〔
久
野
錦

浦
〕
様
／
〔
以
下
、
久
野
錦
浦
の
墨
書
〕
前
証
計
筭
差
引
金

正
ニ
受
領
候
也
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕　
「
黄
裳
簃
」
白
文
方
印　

「
久
野
」
朱
文
円
印

と
あ
る
よ
う
に
、「
明
拓
李
思
訓
碑
」
と
「
宋
拓
十
七
帖
」
を
売

却
し
、
こ
れ
を
商
品
等
の
代
金
と
相
殺
し
、
五
一
八
円
八
五
銭
を

得
て
い
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一
月
二
一
日
、
筆
跡
に
よ
り
原
田

大
観
の
墨
書
と
判
断
さ
れ
る
「
広
嶋
〔
島
〕
検
事
送
り
書
留
／
領

収
書
在
中
」（
封
筒
表
、
Ｈ
―
三
―
二
七
）
と
書
か
れ
た
未
開
封

の
封
筒
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
久
野
錦
浦
が
支
配
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
西
備
銀
行
が
大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
に
広
島
地
方
裁
判
所
か
ら
破
産
宣
告

を
受
け
、
こ
の
時
に
重
役
等
の
私
財
提
供
を
受
け
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
供
出
さ
れ
た
も
の
と
判

断
さ
れ
る（
９
）。

こ
の
間
の
事
情
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
二

月
一
四
日
原
田
大
観
宛
久
野
一
男
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
九
）
に
、

…
…
偖
福
光
弥
太
郎
／
事
他
へ
転
居
仕
候
間
／
此
後
御
通
信

ハ
／
広
島
市
段
原
町
／
千
六
十
七
／
久
野
一
男
／
宛
ニ
願
上

候
／
尤
も
此
際
之
事
故
／
秘
密
ニ
関
ス
ル
事
ハ
／
御
通
信
御

見
合
／
置
被
下
度
候
／
予
而
御
願
申
上
居
／
候
売
却
物
之
義

も
／
追
々
都
合
よ
く
進
／
行
何
連
〔
れ
〕
其
筋
の
／
許
諾
ヲ

得
テ
御
／
周
旋
願
上
候
事
ニ
／
相
成
可
申
義
と
存
／
候
御
含

み
置
被
下
／
度
候

と
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
此
際
之
事

故
」
と
は
西
備
銀
行
の
破
産
宣
告
を
指
し
、「
何
連
〔
れ
〕
其
筋

の
／
許
諾
ヲ
得
テ
御
／
周
旋
」
と
は
、
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
の

指
示
に
よ
り
、
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
別
の
収
蔵
家
に
周
旋

す
る
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
福
光
弥
太
郎
／
事
他

へ
転
居
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
原
の
邸
宅
も
私
財
提
供
す
る

た
め
に
、
妻
の
実
家
（
福
光
彌
太
郎
は
義
父
）
に
転
居
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
差
出
人
は
長
男
の
久
野
一
男
と
な
っ
て
い

る
が
、
筆
跡
に
よ
る
と
久
野
錦
浦
が
差
し
出
し
た
も
の
と
見
て
良

い
。
こ
の
背
景
に
は
、
具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
が
、「
秘
密
ニ
関

ス
ル
事
」
に
触
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
秘
密
」
の
語

は
、
例
え
ば
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
二
月
一
〇
日
油
谷
博

文
堂
宛
久
野
一
男
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
五
、
日
付
は
消
印
に
よ

る
。
筆
跡
は
妻
の
久
野
千
代
の
も
の
）
に
、

先
日
御
送
附
の
品
呉
々
も
秘
密
ニ
な
し
被
下
度
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
が
隠
匿
し
た
書
画
や
印
材
と
い
っ

た
複
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
当
該
書
簡
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に
限
ら
ず
、「
秘
密
」
の
語
は
久
野
錦
浦
没
後
の
博
文
堂
宛
久
野

家
書
簡
に
散
見
し
、
博
文
堂
に
そ
の
売
却
を
依
頼
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
上
掲
王
寵
「
行
書
琴
操
十
首
」
も
「
秘
密
」
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
一
点
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
滑
川
澹
如
（
一
八
六
八
―

一
九
三
六
）
の
箱
書
が
付
属
品
と
し
て
備
わ
り
、
箱
書
表
に
、

雅
冝
山
人
琴
操
、
庚
申
夏
七
日
廿
又
一
日
、
澹
如
滑
川
達
署

題
。

（
雅
冝
山
人
〔
王
寵
〕
琴
操
、
庚
申
〔
大
正
九
年
、
一
九
二
〇
〕

夏
七
月
廿
又
一
日
、
澹
如
滑
川
達
署
題
す
。）

と
あ
り
、「
鞠
人
審
定
」（
朱
文
方
印
）
が
押
印
さ
れ
、
箱
の
裏
に

は
内
野
皎
亭
（
一
八
七
三
―
一
九
三
四
）
の
「
内
野
□
□
」（
朱

文
方
印
）
が
押
さ
れ
て
い
る（
10
）。

ゆ
え
に
、大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

頃
、
内
野
皎
亭
は
本
冊
を
入
手
し
た
後
に
箱
を
作
り
、
実
兄
の
滑

川
澹
如
に
箱
書
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
冊
に
は
羅

振
玉
壬
子
（
一
九
一
二
）
春
跋
が
備
わ
る
が
、「
錦
浦
先
生
」
の
「
錦

浦
」
の
二
字
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る（
11
）。

こ
の
こ
と
は
、
久
野
錦
浦

没
後
、
そ
の
後
人
が
「
秘
密
」
の
本
冊
を
売
却
す
る
際
に
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
旧
蔵
者
が
露
見
し
な
い
よ
う
に
削
り
取
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
王
履
吉
正
書
琴
操
』（
油
谷
博
文

堂
、
一
九
一
二
）
は
、
内
野
皎
亭
の
所
蔵
と
な
っ
た
折
に
、
博
文

堂
の
目
録
で
内
野
皎
亭
の
名
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
そ
の
売
却
に
は
博
文
堂
が
介
在
し
、
博
文
堂
の
手
に
よ
っ
て

削
り
取
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
一
二
日
、
久
野
錦
浦
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
の
篠
原
迪
、
井
前
正
に
引
き

渡
さ
れ
た
こ
と
が
、
久
野
錦
浦
の
念
書
（
Ｈ
―
二
―
二
九
）
に
見

え
る
。拝

啓
予
而
御
預
ケ
致
候
書
画
／
都
今
般
西
備
銀
行
破
産
管
財

人
へ
引
渡
候
事
ニ
致
候
間
／
右
管
財
人
ヨ
リ
貴
殿
〔
原
田
大

観
〕
へ
御
照
／
会
之
節
の
御
引
渡
被
下
致
候
／
猶
又
御
売
却

ニ
得
ル
分
ハ
／
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
へ
対
シ
御
取
替
金
幷
ニ

／
御
約
束
の
手
数
料
御
引
去
／
リ
残
額
モ
同
様
御
引
渡
／
被

下
度
候
／
右
得
貴
意
候
／
大
正
六
年
三
月
十
二
日
頓
首
／
原

田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
拇
印

念
書
に
は
久
野
錦
浦
の
拇
印
が
押
さ
れ
、
極
め
て
切
迫
し
た
状
況

が
窺
え
る
。
念
書
の
附
属
品
に
は
、
上
述
し
た
西
備
銀
行
破
産
管

財
人
二
名
の
連
名
に
よ
る
「
受
領
証
」
も
見
ら
れ
、
こ
の
時
、
計

三
二
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
一
五
日
付
の
原
田
大
観
の
書
い
た

証
書
の
写
し
（
Ｂ
―
一
〇
―
三
七
―
一
）
に
は
、

〔
欄
外
〕
写
シ
／
〔
以
下
本
文
〕
証
／
一
✓
王
石
谷
〔
翬
〕

山
水
幅
／
一
✓
清
名
賢
詩
翰
／
一
✓
㔁
〔
鄧
〕
完
白
書
幅
／
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一
〔
董
其
昌
山
水
幅
を
消
し
て
〕
✓
扇
面
帖 

壱
帖
／
一
✓

陸
天
遊
〔
広
〕
山
水
幅
／
一
✓
黄
道
周
書
幅
／
右
六
点
代
金

五
阡
九
百
弐
拾
円
也
ニ
テ
東
京
／
山
本
悌
二
郎
〔
二
峯
〕
氏

へ
売
却
致
置
候
同
氏
目
下
／
台
湾
出
張
中
ニ
付
本
年
四
月

十
五
日
迄
ニ
／
右
代
金
受
取
久
野
〔
錦
浦
〕
氏
へ
御
立
換
金

及
手
数
／
料
引
去
り
残
額
御
送
金
可
仕
候
也
／
大
正
六
年
三

月
十
五
日
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
印
／
株
式
会
社
西
備

銀
行
破
産
管
財
人
／
篠
原
迪
殿
／
井
前
正
殿

と
あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
、
収
蔵
家

の
山
本
二
峯
へ
売
却
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
書
画
収

蔵
目
録
で
あ
る
山
本
悌
二
郎
『
澄
懐
堂
書
画
目
録
』（
文
求
堂
、

一
九
三
二
）
に
よ
る
と
、
上
掲
鄧
石
如
「
篆
書
朱
韓
山
座
右
銘
」

は
巻
八
の
「
鄧
石
如
篆
書
立
軸
」、「
清
名
賢
詩
翰
」
は
巻
九
の
「
明

清
大
家
詩
翰
集
帖
」
を
指
す
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
『
澄

懐
堂
書
画
目
録
』
の
解
説
だ
け
で
は
当
該
作
品
に
同
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
山
本
二
峯
に
売
却
さ
れ
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
一
二
日
付
の
「
受
領

証
」
に
は
一
点
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
資
料
は
残
ら

な
い
も
の
の
、
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
へ
何
度
も
久
野
錦
浦
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
引
き
渡
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
博
文
堂
を
介
し
て

次
の
収
蔵
家
に
割
譲
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る（
委
細
は
表
１
参
照
）。

「
画
中
九
友
集
冊
」
は
菊
池
惺
堂
（
一
八
六
七
―
一
九
三
五
）、
上

掲
王
寵
「
行
書
琴
操
十
首
」
は
内
野
皎
亭
、
上
掲
「
文
徴
明
沈
周

書
画
合
巻
」
は
飯
田
新
七
（
四
代
目
、
一
八
五
九
―
一
九
四
四
）

に
継
承
さ
れ
た
。

（
２
） 

久
野
錦
浦
の
収
蔵
上
の
特
色

久
野
錦
浦
は
収
蔵
家
と
し
て
の
自
身
の
名
が
公
開
さ
れ
る
こ
と

を
あ
ま
り
好
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
上
掲
「
宋
拓

神
龍
蘭
亭
序
」
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
京
都
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
大
正
癸
丑
蘭
亭
会
で
出
品
さ
れ
た
。
須
羽
源
一

（
一
九
一
〇
―
一
九
七
四
）
は
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
「
宋
拓
神
龍

蘭
亭
序
」
に
関
す
る
記
事
を
引
き
、
そ
の
補
説
の
中
で
、

…
…
朱
福
清
と
趙
烈
文
の
観
記
が
あ
り
、
跋
文
は
羅
振
玉
の

一
跋
が
あ
る
。
こ
の
跋
文
に
よ
る
と
羅
振
玉
よ
り
久
野
錦
浦

の
手
に
移
り
、
そ
れ
よ
り
内
藤
湖
南
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で

あ
る（
12
）。

と
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
羅
振
玉
跋
は
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
四
月
一
二
日
に
油
谷
博
文
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
宋

拓
神
龍
本
蘭
亭
序
』
に
の
み
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
久
野
錦

浦
に
関
し
て
は
、
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…
…
敬
質
錦
浦
先
生
以
為
何
如
。
壬
子
九
月
中
澣
、
上
虞
羅

振
玉
記
。

（
敬
み
て
錦
浦
先
生
に
以
て
何
如
と
為
す
と
質た

だ

す
。
壬
子

〔
一
九
一
二
〕
九
月
中
澣
、
上
虞
の
羅
振
玉
記
す
。）

と
記
さ
れ
、
そ
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

須
羽
源
一
の
い
う
羅
振
玉
、
久
野
錦
浦
、
内
藤
湖
南
と
逓
伝
の
過

程
を
示
し
た
文
言
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
原
本
に
附
載
す
る
内
藤

湖
南
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
跋（
13
）に

、

…
…
久
野
錦
浦
君
既
獲
此
本
、
命
作
跋
語
、
因
論
及
蘭
亭
源

流
如
此
。
癸
丑
十
一
月
、
内
藤
虎
。

（
…
…
久
野
錦
浦
君
既
に
此
の
本
を
獲
て
、
命
じ
て
跋
語
を

作
ら
し
め
、
因
り
て
論
じ
て
蘭
亭
の
源
流
に
及
ぶ
こ
と
此
く

の
如
し
。
癸
丑
十
一
月
、
内
藤
虎
〔
湖
南
〕。）

と
あ
る
よ
う
に
、
内
藤
湖
南
は
久
野
錦
浦
に
依
頼
さ
れ
て
跋
文
を

認
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
内
藤
湖
南
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
宋
拓
神
龍
蘭
亭
序
」
は
、

大
正
癸
丑
蘭
亭
会
で
内
藤
湖
南
の
所
蔵
と
し
て
出
品
さ
れ
た
が
、

あ
く
ま
で
久
野
錦
浦
か
ら
借
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
た
だ
し
、
菅
野
智
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
博
文
堂
の
目

録
で
は
一
貫
し
て
内
藤
湖
南
の
所
蔵
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
所
蔵
者
を
内
藤
湖
南
と
す
る
言
説
が
生
じ
た
の
だ

ろ
う（
14
）。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
三
〇
日

油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
一
、
日
付
は
消
印

に
よ
る
）
に
、

…
…
偖
御
咄
有
之
候
貴
堂
〔
博
文
堂
〕
／
御
発
行
和
漢
名
蹟

／
出
版
目
録
御
印
刷
／
相
成
候
内
／
神
龍
蘭
亭
〔
序
〕
ハ
最

早
／
新
聞
紙
広
告
ニ
モ
黄
／
裳
簃
〔
久
野
錦
浦
〕
蔵
本
ト
出

で
／
候
事
故
此
分
の
み
ハ
／
矢
張
黄
裳
簃
蔵
本
／
ト
シ
其
他

之
分
全
部
内
藤
〔
湖
南
〕
氏
蔵
本
ト
相
願
／
候
方
宜
敷
か
と

存
候
／
神
龍
モ
其
他
も
内
藤
〔
湖
南
〕
氏
／
蔵
本
ト
ア
ル

印㐄牛ほト□キは懆忡忄

〔
ト
キ
〕
ハ
其
他
の
／
分
も
矢
張
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
等
の

／
も
の
と
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
君
ニ
／
観
察
せ
ら
れ
可
申
と
存

候
／
已
ニ
印
刷
済
ナ
レ
バ
何
連
〔
レ
〕
ニ
／
相
成
居
存
候
共

差
支
無
之
存
候
／
余
ハ
御
賢
考
ニ
任
セ
申
度
存
候

と
あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
自
体
も
承
知
し
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、
所
蔵
先
が
久
野
錦
浦
、
あ
る
い
は
内
藤
湖
南
で
あ
っ
て
も
差

し
支
え
な
い
旨
を
博
文
堂
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
山
本
竟
山
（
名
は
由
定
、

一
八
六
三
―
一
九
三
四
）
が
和
漢
法
書
展
覧
会
を
京
都
府
立
図

書
館
で
開
催
し
、『
和
漢
法
書
展
覧
会
記
念
帖
』（
油
谷
博
文
堂
、

一
九
一
四
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
表
１
に
示
し
た
王
文
治
「
行
書

─ 30 ─



─ 11 ─

幅
」
と
、
上
掲
鄧
石
如
「
篆
書
朱
韓
山
座
右
銘
」
の
二
点
は
こ
の

展
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
い
ず
れ
も
「
大
阪 

博
文
堂
蔵
」
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
は
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）

か
ら
同
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
か
け
て
す
で
に
久
野
錦
浦
の
所

蔵
と
な
っ
て
お
り
、
前
稿（
15
）で

は
、

…
…
羅
振
玉
の
日
本
で
の
活
動
費
用
を
支
え
る
た
め
に
、
一

時
的
に
博
文
堂
が
買
い
受
け
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
判
断
し
た
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
二
点
に
関
し
て
は
久
野
錦
浦

の
名
を
秘
匿
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。さ

ら
に
、
久
野
錦
浦
所
蔵
の
上
掲
王
寵
「
行
書
琴
操
十
首
」
は

『
王
履
吉
正
書
琴
操
』（
油
谷
博
文
堂
、
一
九
一
二
）
と
し
て
刊
行

さ
れ
て
い
る
が
、
久
野
錦
浦
の
所
蔵
時
に
は
博
文
堂
の
目
録
で
所

蔵
先
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）

の
目
録
以
後
は
、
所
蔵
者
が
内
野
皎
亭
に
変
わ
っ
た
た
め
に
、
所

蔵
先
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
16
）。

ゆ
え
に
、
久
野
錦
浦
が
自

身
の
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
宣
伝
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、『
王
履
吉
正
書
琴
操
』

所
収
の
壬
子（
一
九
一
二
）夏
の
羅
振
玉
跋
に
は「
墨
妙
亭
主
人
」、

壬
子
七
月
の
内
藤
湖
南
の
跋
文
に
は
「
黄
裳
簃
主
人
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
斎
号
が
久
野
錦
浦
の
こ
と
を
指
す
と
わ
か
れ
ば
、
そ
の

所
蔵
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
上
掲
「
宋
拓
神
龍
蘭
亭
序
」
の
所
蔵

先
を
内
藤
湖
南
と
し
た
の
も
、
久
野
錦
浦
が
収
蔵
家
と
し
て
の
自

身
の
名
前
を
で
き
る
だ
け
秘
匿
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
明
白
で
あ

り
、
結
果
と
し
て
、
久
野
錦
浦
の
収
蔵
家
と
し
て
の
事
蹟
が
今
日

で
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三 

博
文
堂
（
美
術
商
）
初
期
の
活
動
実
態

久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
の
期
間
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
の
ご

く
短
期
間
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
却
っ
て
、
彼
が
懇
意
に
し
た
博

文
堂
（
美
術
商
）
初
期
の
活
動
実
態
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
を
掴

む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
広
島
県
東
部

（
旧
備
後
国
）
に
お
け
る
博
文
堂
の
斡
旋
・
売
却
、
博
文
堂
の
書

画
碑
帖
販
売
促
進
戦
略
、
博
文
堂
の
、
文
求
堂
、
法
書
会
、
篆
刻

家
の
桑
名
鐵
城
（
名
は
箕
、
一
八
六
四
―
一
九
三
八
）
と
の
関
係

に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

（
１
） 
広
島
県
東
部
（
旧
備
後
国
）
に
お
け
る
博
文
堂
の
斡
旋
・

売
却

辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
）
後
に
親
族
の
羅
振
玉
と
と
も
に
日
本
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に
亡
命
し
た
王
国
維
（
一
八
七
七
―
一
九
二
七
）
は
、「
二
田
画

廎
記
」（『
王
忠

殻愨□慤刓公
遺
墨
』、
原
田
悟
朗
〔
私
家
版
〕、
一
九
二
八
、

頁
数
不
掲
載（
17
））

に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

日
本
備
後
三
原
城
、
有
好
古
之
士
三
、
曰
川
口
国
次
郎
、
曰

久
野
元
吉
、
曰
隅
田
吉
衛
。
三
君
者
相
得
也
、
余
皆
得
与
之

游
。
川
口
君
之
所
居
有
此
君
軒
、
久
野
君
有
墨
妙
亭
、
余
皆

記
之
矣
。
既
而
隅
田
君
以
書
来
曰
、「
余
有
二
田
画
廎
者
、

以
沈
石
田
、
惲
南
田
之
画
名
焉
。
君
于
二
君
之
居
既
有
文
、

請
為
我
記
之
」。
則
応
之
曰
、「
諾
」。

（
日
本
備
後
の
三
原
城
に
、
好
古
の
士
三
有
り
、
曰
く
川
口

国
次
郎
〔
棲
隺
〕、
曰
く
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕、
曰
く
隅
田

吉
衛
と
。
三
君
は
相
ひ
得
た
る
な
り
、
余 
皆
な
之
と
游
ぶ

を
得
た
り
。
川
口
君
の
所
居
に
此
君
軒
有
り
、
久
野
君
に
墨

妙
亭
有
り
、
余
皆
な
之
を
記
せ
り
。
既
に
し
て
隅
田
君 

書

を
以
て
来き

た

り
て
曰
く
、「
余
に
二
田
画
廎
な
る
者
有
り
、
沈

石
田
〔
周
〕、
惲
南
田
〔
寿
平
〕
の
画
を
以
て
焉こ

れ

を
名
づ
く
。

君
は
二
君
の
居
に
于お

い
て
既
に
文
有
り
、
請
ふ
我
が
為
に
之

を
記
さ
ん
」
と
。
則
ち
之
に
応
じ
て
曰
は
く
、「
諾
」
と
。）

こ
こ
に
は
、旧
備
後
国
（
現
在
の
広
島
県
東
部
）
の
三
原
町
（
当
時
）

に
は
川
口
棲
隺
、
久
野
錦
浦
、
隅
田
吉
衛
の
三
名
の
好
事
家
が
お

り
、
三
者
は
互
い
に
気
が
合
い
、
王
国
維
も
三
者
と
交
流
が
あ
り
、

「
此
君
軒
」、「
墨
妙
亭
」、「
二
田
画
廎
」
と
い
う
各
収
蔵
家
の
斎

号
の
由
来
を
記
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
三
原
の
同
好
の

士
は
、
い
ず
れ
も
西
備
銀
行
の
役
員
で
あ
っ
た
。「
全
国
銀
行
会

社
録
」
の
「
株
式
会
社
西
備
銀
行
」
の
条（
18
）を

見
る
と
、
常
務
取
締

役
に
川
口
国
次
郎
（
棲
隺
）、
支
配
人
に
久
野
元
吉
（
錦
浦
）、
副

支
配
人
に
隅
田
吉
衛
の
名
が
見
え
る
。
王
国
維
は
西
備
銀
行
の
序

列
に
基
づ
き
、
上
掲
「
二
田
画
廎
記
」
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
三
日
油
谷
博
文
堂

宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
三
）
に
、

…
…
追
而
羅
〔
振
玉
〕
王
〔
国
維
〕
藤
〔
内
藤
湖
南
〕
三
先

生
へ
粗
品
差
出
／
可
申
候
之
レ
ハ
荷
造
／
の
都
合
上
両
三
日

／
相
後
れ
可
申
候
直
／
接
小
包
便
ニ
托
シ
候
／
御
含
み
置
被

下
度
候

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
国
維
だ
け
で
な
く
、
羅
振
玉
、
内
藤
湖

南
も
ま
た
、
久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
を
展
開
す
る
上
で
重
要
な
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
三
名
の
斎
号
の
由
来
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
川
口

棲
隺
の
「
此
君
軒
」
に
関
し
て
は
、
王
国
維
「
此
君
軒
記
」（
上

掲
『
王
忠

殻愨□慤刓公
遺
墨
』
（
19
））

に
、

…
…
日
本
川
口
国
次
郎
君
、
冲
澹
有
識
度
、
善
絵
事
、
尤
愛

墨
竹
。
嘗
集
元
呉
仲
圭
、
明
夏
仲
昭
、
文
徴
仲
諸
家
画
竹
、
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為
室
以
奉
之
、
名
之
曰
「
此
君
軒
」。
其
嗜
之
也
至
篤
、
而

捜
之
也
至
専
。
非
其
志
節
意
度
符
于
古
君
子
、
亦
安
能
有
契

于
是
哉
。
吾
聞
川
口
君
之
居
、
在
備
後
之
国
三
原
之
城
、
山

海
環
抱
、
松
竹
之
所
叢
生
。
君
優
游
其
間
、
遠
眺
林
木
。
近

観
図
画
、
必
有
有
味
于
余
之
言
者
。

（
…
…
日
本
の
川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕
君
、
冲
澹
に
し
て
識

度
有
り
、
絵
事
を
善
く
し
、
尤
も
墨
竹
を
愛
す
。
嘗
て
元
の

呉
仲
圭
〔
鎮
〕、
明
の
夏
仲
昭
〔
㫤
〕、
文
徴
仲
〔
徴
明
〕
諸

家
の
画
竹
を
集
め
、
室
が
為
に
以
て
之
を
奉
じ
、
之
を
名
づ

け
て
曰
は
く
「
此
君
軒
」
と
。
其
の
之
を
嗜
む
也や

至
つ
て

篤
く
、
而
し
て
之
を
捜
す
也や

至
つ
て
専も

っ
ぱら

な
り
。
其
の
志
節

意
度 

古
君
子
に
符
す
る
に
非
ず
ん
ば
、
亦
た
安
く
ん
ぞ
能

く
是こ

こ

に
契
る
こ
と
有
ら
ん
哉や

。
吾
れ
聞
く
な
ら
く
川
口
君
の

居
、
備
後
の
国
三
原
の
城
、
山
海
環
抱
し
、
松
竹
の
叢
生
す

る
所
に
在
り
。
君 

其
の
間
に
優
游
し
、
林
木
を
遠
眺
す
。

近
ご
ろ
図
画
を
観
ば
、
必
ず
余
の
言
に
味
有
る
者
有
ら
ん
。）

と
あ
る
よ
う
に
、
川
口
棲
隺
が
元
の
呉
鎮
（
一
二
八
〇
―

一
三
五
四
）、
明
の
夏
㫤
（
一
三
八
八
―
一
四
七
〇
）、
文
徴
明
の

墨
竹
画
に
よ
っ
て
室
号
を
「
此
君
軒
」
と
称
し
、
ま
た
自
ら
も
松

竹
に
囲
ま
れ
た
居
所
で
水
墨
画
を
嗜
ん
で
い
た
と
す
る
。
こ
こ
に

挙
げ
ら
れ
た
第
一
の
元
の
呉
鎮
「
墨
竹
巻
」
は
、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
四
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
錦
浦
書
簡
（
Ｈ
―

三
―
四
）
に
、

○
／
一
昨
日
田
中
文
求
堂
添
書
／
ヲ
以
テ
同
人
弟
在
京
都
／

寸
紅
堂
常
太
郎
ナ
ル
人
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
所
蔵
の
内
／
宗

〔
宋
〕
元
書
画
十
点
計
り
と
／
外
ニ
文
求
堂
南
清
ニ
テ
／
手

ニ
入
れ
候
品
四
五
点
／
携
帯
一
見
致
候
／
様
ニ
と
の
事
ニ
テ

参
り
申
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
の
も
の
ハ
／
菅
〔
管
〕
夫
人

墨
竹
巻
／
梅
道
人
〔
呉
鎮
〕
〃
〔
墨
竹
巻
〕
／
米
芾
書
巻
／

趙
子
昻
〔
孟
頫
〕
書
巻
／
其
外
宗
〔
宋
〕
元
の
書
幅
ニ
御
座

候
／
実
ニ
絶
品
ニ
有
之
存
候

と
あ
る
よ
う
に
、
文
求
堂
経
由
で
購
入
さ
れ
た
羅
振
玉
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
購
入
時
期
は
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
四
月
以
降
と
な
ろ
う
。

第
二
の
明
の
夏
㫤
「
墨
竹
巻
」
は
、明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）

五
月
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
錦
浦
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
八
）
に
、

…
…
夏
仲
昭
〔
㫤
〕
／
墨
竹
巻
ハ
／
此
君
軒
／
主
人
〔
川
口

棲
隺
〕
へ
御
勧
／
め
居
申
候

と
あ
る
た
め
、そ
の
購
入
時
期
は
明
治
四
五
年
五
月
（
一
九
一
二
）

以
降
で
あ
ろ
う（
20
）。

第
三
の
文
徴
明
「
墨
竹
画
幅
」
は
、
次
の
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
四
月
二
八
日
油
谷
博
文
堂
宛
川
口
棲
隺
書
簡
（
Ｈ
―
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二
―
二
〇
）
に
言
及
の
あ
る
「
墨
竹
之
軸
」
と
見
ら
れ
る
。

…
…
先
日
〔
久
野
〕
錦
浦
先
生
／
上
阪
之
砌
／
羅
〔
振
玉
〕

先
生
御
恵
与
被
為
下
候
／
此
君
軒
〔
川
口
棲
隺
の
斎
号
〕
之

額
御
托
送
被
為
／
下
難
有
慥
ニ
拝
受
仕
候
是
迄
既
ニ
墨
竹
之

軸
御
厚
／
配
ニ
テ
拝
受
其
後
文
求
堂
／
伝
ニ
墨
竹
之
巻
拝
受

小
包
ニ
／
〔
羅
振
玉
〕
先
生
之
御
割
愛
相
願
居
候
／
折
柄
今

回
特
ニ
右
額
御
恵
／
賜
ニ
相
接
何
登
〔
ト
〕
無
申
上
様
／
非

常
ニ
相
喜
申
居
候
誠
ニ
／
是
ニ
テ
小
生
ハ
無
上
之
冨
栄
／
ヲ

博
シ
タ
ル
盛
致
一
生
之
幸
／
福
愉
快
ニ
御
座
候
何
登
〔
と
〕

無
申
様
禧
敷
至
極
ニ
御
／
座
候
間
何
卒
／
尊
下
〔
原
田
大

観
〕
ヨ
リ
モ
御
直
接
／
〔
羅
振
玉
〕
先
生
ニ
御
礼
詞
御
鳳
声

／
奉
願
上
候

こ
の
幅
は
『
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
』
に
あ

る
文
徴
明
の
墨
竹
（
一
千
元
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い（
21
）。

ま
た
、

川
口
棲
隺
は
呉
鎮
「
墨
竹
巻
」
と
文
徴
明
「
墨
竹
画
幅
」
を
入
手

し
た
時
点
で
、
羅
振
玉
の
染
筆
に
な
る
「
此
君
軒
」
の
題
額
を
得

て
此
君
軒
と
称
し
、
こ
の
時
に
羅
振
玉
の
「
此
君
軒
」
白
文
方
印

も
得
て
い
る（
22
）。

な
お
、
川
口
棲
隺
は
油
谷
博
文
堂
宛
の
封
筒
に
は

「
宝
墨
竹
居
」
と
い
う
朱
文
方
印
や
朱
文
印
（
文
字
の
み
）
を
押

印
し
て
お
り
、
こ
れ
も
斎
号
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う（
23
）。

次
に
、
久
野
錦
浦
の
「
墨
妙
亭
」
は
、
上
掲
「
先
朝
宝
翰
」
に

基
づ
く
。
王
国
維
「
墨
妙
亭
記
」（『
観
堂
集
林
』
巻
二
三
所
収
）

を
も
と
に
、
日
比
野
丈
夫
（
一
九
一
四
―
二
〇
〇
七
）、
福
本
雅

一
（
一
九
三
一
―
二
〇
一
三
）
が
「
墨
妙
亭
」
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
が
、（
24
）こ

こ
で
最
も
詳
し
い
「
先
朝
宝
翰
」
所
収
羅
振
玉
無

紀
年
跋（
25
）を

確
認
し
て
お
こ
う
。

…
…
始
得
之
両
罍
軒
後
人
、
…
…
去
歳
航
海
東
、
来
鬻
所
蔵

長
物
、
以
充
旅
食
、
此
冊
独
珍
襲
、
不
敢
人
示
。
今
年
春
、

都
中
乱
起
、
天
府
所
蔵
、
往
々
散
出
。
宝
沈
盦
侍
郎
、
貽

書
告
予
、「
近
於
都
市
、
見
徴
明
文
公
書
冊
、
乃
由
先
朝
賜

恭
忠
親
王
、
今
由
邸
中
流
出
者
。
索
賈
子
巨
力
、
不
能
得
」。

勧
予
購
之
、
不
獲
已
乃
出
此
冊
、
及
它
名
迹
之
不
忍
割
棄
者
、

譲
之
同
好
文
士
、
宝
翰
乃
得
帰
予
斎
。
此
冊
今
遂
帰
錦
浦
先

生
。
錦
浦
之
得
此
冊
、
狂
喜
廃
眠
食
与
予
同
、
並
以
墨
妙
亭
、

名
其
所
居
。
此
冊
可
謂
得
賢
主
人
矣
。

（
…
…
始
め
て
之
を
両
罍
軒
〔
呉
雲
〕
の
後
人
に
得
た
り
、

…
…
去
歳
〔
宣
統
三
年
、
一
九
一
一
〕
海
東
に
航
し
、
来き

た

り

て
所
蔵
の
長
物
を
鬻
ぎ
、
以
て
旅
食
に
充
つ
る
も
、
此
の
冊

独
り
珍
襲
し
、
敢
へ
て
人
に
示
さ
ず
。
今
年
〔
民
国
元
年
、

一
九
一
二
〕
の
春
、都
中
に
乱
起
こ
り
、天
府
の
所
蔵
、往
々

に
し
て
散
出
す
。
宝
沈
盦
侍
郎
〔
宝
熙
〕、
書
を
貽お

く

り
て
予

に
告
ぐ
、「
近
ご
ろ
都
の
市
に
於お

い
て
、
徴
明
文
公
〔
文
徴
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明
〕
の
書
冊
を
見
る
、
乃
ち
先
朝
由よ

り
恭
忠
親
王
〔
奕
訢
、

一
八
三
二
―
一
八
九
八
〕
に
賜
ひ
、
今 

邸
中
由よ

り
流
出
せ

し
者
な
り
。
賈
子
の
巨
力
な
る
を
索
む
る
も
、
得
る
能
は

ず
」
と
。
予
に
勧
め
て
之
を
購
は
し
め
、
已
む
を
獲
ず
し
て

乃
ち
此
の
冊
、
及
び
它
の
名
迹
の
割
棄
す
る
に
忍
び
ざ
る
者

を
出い

だ

し
、
之
を
同
好
の
文
士
に
譲
り
、
宝
翰
は
乃
ち
予
斎
に

帰
す
る
を
得
た
り
。
此
の
冊
は
今 

遂つ
ひ

に
〔
久
野
〕
錦
浦
先

生
に
帰
す
。〔
久
野
〕
錦
浦
の
此
の
冊
を
得
た
る
や
、
狂
喜

し
て
眠
食
を
廃
す
る
こ
と
予
と
同
じ
、
並
び
に
墨
妙
亭
を
以

て
、
其
の
所
居
に
名
づ
く
。
此
の
冊
は
賢
主
人
を
得
た
る
と

謂
ふ
可
し
。）

こ
の
跋
文
に
よ
っ
て
「
先
朝
宝
翰
」
は
、
羅
振
玉
が
呉
雲

（
一
八
一
一
―
一
八
八
三
）
の
後
人
か
ら
入
手
し
、
日
本
に
渡
っ

て
か
ら
も
秘
蔵
し
た
が
、
宝
熙
（
一
八
七
一
―
一
九
四
二
）
に
よ

り
紹
介
さ
れ
た
恭
親
王
家
旧
蔵
の
「
文
徴
明
書
冊
」
を
入
手
す
る

た
め
に
本
冊
な
ど
を
割
愛
し
た
と
い
う
。
久
野
錦
浦
は
こ
の
跋
文

の
記
さ
れ
た
民
国
元
年
（
一
九
一
二
）
頃
に
入
手
し
、「
先
朝
宝
翰
」

に
よ
っ
て
「
墨
妙
亭
」
の
斎
号
の
由
来
が
判
明
す
る
。
ち
な
み
に
、

久
野
錦
浦
に
は
「
黄
裳
簃
」
の
斎
号
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、『
周
易
』
坤（
26
）に

、

「
六
五
、
黄
裳
。
元
吉
。」（
六り

く

五ご

、
黄
裳
な
り
。
元お

ほ

い
に
吉き

つ

。）
と

あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
の
名
の
元
吉
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。

続
い
て
、
隅
田
吉
衛
の
「
二
田
画
廎
」
は
、
上
述
の
よ
う
に
明

の
沈
周
（
一
四
二
七
―
一
五
〇
九
）
と
清
の
惲
寿
平
（
一
六
三
二
―

一
六
九
〇
）
に
由
来
す
る
。
両
者
の
作
品
は
と
も
に
初
期
羅
振
玉

書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
え
る
が
、
委
細
は
不
明
な
た
め
、

現
段
階
で
同
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
久
野
錦
浦
と
川
口
棲
隺
、
隅
田
吉
衛
の
交
友
関
係
に

つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
久
野
錦
浦
と
川
口
棲
隺
の
交
友
関
係
に
関

し
て
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
二
日
油
谷
博
文
堂

宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
三
―
三
―
二
四
）
に
、

…
…
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
届
け
品
ま
ゝ
／
差
出
置
申
候
同
氏

／
両
三
日
他
行
ニ
付
／
此
義
御
含
み
被
下
度
候
／
先
日
一
寸

申
上
置
候
／
羅
飯
牛
〔
牧
〕
山
水
巻
／
（
羅
振
玉
氏
旧
蔵
先

日
拝
見
／
致
候
分
）
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
所
望
ニ
付
同
方
へ

／
向
け
小
包
便
ニ
テ
御
／
発
送
願
上
候
／
…
…
○
／
御
序
之

際
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
／
御
送
り
の
通
り
の
白
／
画
帖
弐
冊

御
送
り
／
被
下
度
願
上
候

と
あ
る
よ
う
に
、久
野
錦
浦
が
川
口
棲
隺
所
望
の
「
羅
飯
牛
〔
牧
〕

山
水
巻
」
や
「
白
画
帖
弐
冊
」
を
博
文
堂
に
手
配
し
て
い
る（
27
）。

ま

た
、
上
掲
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
三
〇
日
油
谷
博
文
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堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
二
六
）
に
、

…
…
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
祝
枝
山
〔
允
明
〕
の
／
代
リ
ニ
書

巻
何
か
／
相
勧
め
可
申
候
豊
南
禺
〔
坊
〕
書
巻
／
丁
度
宜
敷

か
と
存
候
／
文
徴
明
と
同
時
代
ニ
モ
／
有
之
墨
竹
の
画
ニ
／

対
シ
書
巻
取
合
セ
／
至
極
と
存
候
相
／
勧
度
存
居
候
／
此
書

面
此
度
迄
書
き
て
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
相
見
セ
申
候
／
枝

山
〔
祝
允
明
〕
の
代
リ
尓
〔
に
〕
書
巻
／
置
受
け
ハ
大
賛
成

／
ニ
有
之
存
候
間
豊
南
禺
〔
坊
〕
書
／
巻
ニ
テ
モ
何
ニ
テ
モ

内
藤
〔
湖
南
〕
／
先
生
の
御
指
図
通
リ
ニ
／
可
致
旨
ニ
御
座

候

と
見
え
る
が
、
祝
允
明
の
「
偽
物
騒
動
」（
上
掲
）
に
巻
き
込
ま

れ
た
川
口
棲
隺
に
対
し
て「
豊
坊
書
巻
」を
勧
め
、斡
旋
に
当
た
っ

て
は
内
藤
湖
南
の
指
南
に
従
う
よ
う
に
差
配
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
八
日
（
Ｈ
―
二
―
二
七
）

油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
で
は
、

昨
夜
計
筭
御
引
合
セ
／
相
願
置
度
ニ
付
不
取
敢
／
計
筭
書
差

出
置
申
候
／
処
今
朝
行
違
ニ
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
明
拓
法
帖

弐
／
種
代
価
御
知
被
下
／
拝
承
仕
候
昨
夜
ニ
／
速
筭
五
拾
円

増
／
加
之
上
持
参
可
仕
候
／
其
他
も
思
違
致
居
／
候
ハ
ゞ
御

報
相
願
／
度
候
…
…
只
々
／
其
後
法
帖
弐
種
／
内
藤
〔
湖

南
〕
先
生
の
撰
拔
〔
跋
〕
ヲ
／
願
ひ
候
位
の
事
申
居
存
候
／

御
含
み
置
被
下
度
候

と
あ
る
よ
う
に
、
川
口
棲
隺
が
購
入
し
た
「
明
拓
法
帖
弐
種
」
の

代
金
を
久
野
錦
浦
が
立
て
替
え
、
そ
れ
に
内
藤
湖
南
の
題
跋
を
依

頼
し
て
い
る
。

続
い
て
、
久
野
錦
浦
と
隅
田
吉
衛
の
関
係
に
関
し
て
は
、
明
治

四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
二
〇
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書

簡
（
Ｈ
―
三
―
一
四
）
に
、

―
○
―
／
北
宋
拓
聖
教
序
第
三
版
分
／
智
永
千
字
文
／
王
右

軍
書
記
﹇
折
本
／
仕
立
分
﹈
／
右
備
後
国
三
原
町
／
隅
田
吉

衛
へ
／
御
送
本
被
下
度
候
／
代
金
ハ
夫
々
計
筭
／
書
本
人
へ

御
送
り
／
被
成
度
候

と
あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
が
隅
田
吉
衛
に
対
す
る
博
文
堂
刊
行

の
影
印
本
の
差
配
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

三
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
五
）
に
、

…
…
当
度
又
々
羅
〔
振
玉
〕
先
生
ヨ
リ
珍
品
御
贈
与
ニ
預
り

／
貴
下
〔
原
田
大
観
〕
御
執
成
被
下
存
候
給
物
と
厚
く
〳
〵

奉
感
謝
存
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
ヘ
ハ
早
速
礼
状
／
差
出
置

申
候
御
序
の
節
／
宜
敷
御
挨
拶
願
上
候
／
川
口
〔
棲
隺
〕
隅

田
〔
吉
衛
〕
両
君
へ
も
早
／
速
相
届
け
置
申
候
／
両
君
共
大

満
足
ニ
御
座
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
羅
振
玉
の
「
珍
品
」
が
久
野
錦
浦
、
川
口
棲
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隺
、
隅
田
吉
衛
の
三
者
へ
贈
与
さ
れ
、
久
野
錦
浦
が
川
口
棲
隺
と

隅
田
吉
衛
に
そ
れ
ら
を
分
与
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
川
口
棲
隺
、
久
野
錦
浦
、
隅
田
吉
衛
の
い
ず

れ
も
そ
の
斎
号
は
各
々
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
隅
田
吉
衛
の
作
品
は

特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
王
国
維
が
斎
号
の
由
来
を
示
し
た
文
章

を
書
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
三
者
と
も
に
初
期
羅
振
玉
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
割
愛
を
受
け
て
名
付
け
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
西
備
銀
行
の
好
事
家
ら
に
よ
り
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
蔵
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
中
心
に
い
た
の
は
久
野
錦
浦
で
あ
っ
た
。
川
口
棲
隺
の

所
望
品
を
博
文
堂
に
伝
え
、
斡
旋
の
指
南
を
行
い
、
代
金
の
立
て

替
え
も
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
博
文
堂
は
川
口
棲
隺
や
隅
田
吉
衛

に
直
接
取
引
を
行
わ
ず
に
、
久
野
錦
浦
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
久
野
錦
浦
自
身
で
博
文
堂
と
の
取
引
を
行
う
場
合
も

あ
っ
た
が
、
竹
部
半
野
を
代
理
に
立
て
て
、
博
文
堂
の
代
わ
り
に

広
島
県
東
部
の
素
封
家
（
銀
行
家
）
を
中
心
に
羅
振
玉
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
斡
旋
す
る
事
例
も
見
ら
れ
た
。
竹
部
半
野
（
半
野
堂
と

も
。
名
は
秀
松
）
の
詳
し
い
閲
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
原
在
住

の
収
蔵
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）

一
二
月
一
二
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
錦
浦
書
簡
（
Ｈ
―
二
―

二
三
、
差
出
年
は
内
容
よ
り
判
断
）
に
、

拝
啓
先
日
ハ
御
来
原
〔
三
原
〕
／
被
下
候
処
終
始
欠
礼
仕
候

／
其
際
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
宅
ニ
於
テ
／
御
紹
介
申
上
候
竹
部

／
秀
松
〔
半
野
〕
君
今
一
度
／
拝
見
相
願
度
且
ツ
／
二
三
点

御
譲
受
申
度
旨
有
之
候
／
御
差
支
無
之
限
り
／
可
然
御
便
宜

御
与
へ
／
被
下
度
候
自
然
品
物
／
持
帰
リ
度
旨
申
出
候
共
／

其
辺
ハ
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
等
ニ
於
テ
／
御
引
受
可
申
候
間

御
心
置
な
く
御
思
召
被
下
度
候
／
右
御
依
頼
旁
如
此
御
座
候

と
あ
る
よ
う
に
、
竹
部
半
野
は
久
野
錦
浦
の
紹
介
で
博
文
堂
と
の

面
識
を
得
、
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
割
愛
を
望
ん
で

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月

一
九
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
二
三
）
に
も
、

…
…
竹
部
〔
半
野
〕
事
八
点
引
受
け
／
申
候
趣
了
承
仕
候
代

金
ハ
／
取
約
め
送
付
為
致
可
申
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
意
欲
的
に
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
八
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
錦
浦

書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
六
）
に
は
、

…
…
国
朝
書
人
輯
略
ハ
／
文
求
堂
ヨ
リ
取
寄
セ
申
候
／
竹
部

半
野
非
常
の
／
熱
心
ニ
テ
桐
陰
論
画
／
書
人
輯
略
等
ニ
依
り

／
研
究
唐
画
趣
／
味
皷
吹
の
積
リ
ニ
テ
／
大
ニ
策
戦
計
画
／
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中
ニ
御
座
候
也

と
見
え
る
よ
う
に
、久
野
錦
浦
は
清
末
の
震
鈞
『
国
朝
書
人
輯
略
』

（
光
緒
三
四
年
〔
一
九
〇
八
〕
刊
）
を
文
求
堂
よ
り
取
り
寄
せ
、

竹
部
半
野
は
清
の
秦
祖
永
『
桐
蔭
論
画
』（
同
治
三
年
〔
一
八
六
四
〕

刊
）
に
よ
っ
て
「
唐
画
」（
こ
こ
で
は
明
清
画
を
指
す
）
趣
味
を

鼓
吹
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
漢
籍
の
原
著
に
あ

た
っ
て
書
画
碑
帖
を
探
究
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
収
蔵
の
背
景

に
は
漢
籍
の
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
竹
部
半
野
は
久
野
錦
浦
の
指
示
に
よ
り
久
野
錦
浦
と
博

文
堂
間
を
往
来
し
、
広
島
県
東
部
の
収
蔵
家
に
初
期
羅
振
玉
書
画

碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久

野
錦
浦
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
五
）
に
、

…
…
尚
貴
方
〔
原
田
大
観
〕
御
預
り
の
品
／
ニ
付
当
方
へ
向

き
の
好
き
も
の
可
有
之
／
其
他
御
打
合
セ
度
／
趣
き
ニ
付
両

三
日
の
／
〔
竹
部
〕
半
野
上
阪
可
致
／
様
申
居
候
其
際
／
仝

人
持
帰
り
希
／
望
の
品
ハ
何
卒
／
御
渡
被
下
度
候
／
万
事
ハ

仝
人
直
接
／
可
申
上
存
候

と
あ
る
よ
う
に
、
博
文
堂
が
羅
振
玉
か
ら
預
か
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（「
貴
方
御
預
り
の
品
」）
で
久
野
錦
浦
に
割
愛
す
る
も
の
の
相

談
を
竹
部
半
野
に
任
せ
、
ま
た
希
望
す
る
も
の
を
持
ち
帰
ら
せ
る

よ
う
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
上
掲
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
三
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―

二
―
五
）
に
は
、

○
／
先
日
〔
竹
部
〕
半
野
上
阪
の
節
／
持
帰
り
候
目
録
／
御

序
ニ
御
写
取
り
／
御
送
り
被
下
度
候
／
同
人
監
督
上
必
要
ニ

／
御
座
候
御
含
み
被
下
度
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
竹
部
半
野
は
、
久
野
錦
浦
の
「
監
督
」
下
で

収
蔵
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
明
治
四
五

年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
一
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡

（
Ｈ
―
三
―
八
）
に
、

…
…
竹
部
〔
半
野
〕
君
目
下
／
広
島
方
面
へ
／
活
動
致
居
候

も
／
其
後
近
々
売
約
／
済
の
も
の
御
座
候
／
田
村
〔
良
一
〕

氏
へ
の
御
回
報
も
可
成
同
人
の
／
手
を
経
る
様
御
取
／
斗
遣

ハ
し
被
下
度
候
／
選
挙
事
務
中
モ
／
竹
部
〔
半
野
〕
君
の
事

ハ
／
無
油
断
督
励
／
致
居
候
ニ
付
安
／
神
〔
心
〕
被
下
度
候

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
広
島
方
面
で
斡
旋
を
行
い
、
田
村
良
一

（
一
八
七
四
―
？
）
も
そ
の
益
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

田
村
良
一
は
、
多
額
納
税
者
で
世
羅
銀
行
取
締
役
を
務
め
た
田
村

九
郎
の
子
で
あ
り
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
戸
主
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
広
島
県
下
の
素
封
家
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で

あ
っ
た（
28
）。

上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
一
五
日
油
谷
博
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文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
五
）
に
、

○
／
広
島
県
世
羅
郡
東
大
田
村
／
田
村
良
一
／
法
書
会
へ
入

会
希
望
／
ニ
付
書
苑
第
一
号
／
ヨ
リ
直
接
御
送
付
／
被
成
下

度
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
の
紹
介
を
経
て
博
文
堂
と
面
識
を

得
、
そ
の
後
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る

よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月

二
七
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
）
に
、「
田

村
〔
良
一
〕
君
の
行
為
」
に
対
し
て
久
野
錦
浦
は
次
の
よ
う
な
批

判
を
展
開
す
る
。

…
…
〔
竹
部
〕
半
野
君
へ
も
／
面
会
の
期
な
く
心
／
掛
リ
ニ

存
居
候
処
／
今
朝
同
人
大
阪
ゟ
／
帰
来
拙
宅
へ
／
参
り
寸
閑

ヲ
得
／
先
日
来
田
村
〔
良
一
〕
君
の
／
行
為
承
知
如
何
／
ニ

モ
憤
慨
ニ
堪
へ
／
不
申
候
直
接
／
貴
臺
〔
原
田
大
観
〕
へ
御

依
／
頼
申
上
秘
蔵
／
品
ヲ
引
出
シ
／
難
癖
ヲ
付
ケ
テ
／
返
ス

ハ
如
何
ニ
モ
／
言
語
道
断
／
如
此
人
ニ
是
迄
／
羅
〔
振
玉
〕

先
生
の
旧
蔵
／
品
ヲ
譲
リ
タ
ル
ガ
／
残
念
ニ
御
座
候
／
就
テ

ハ
此
度
〔
竹
部
〕
半
野
／
持
帰
り
候
／
〔
文
〕
徴
明
山
水
幅

／
及
沈
周
〔
文
〕
徴
明
／
合
巻
壱
二
／
品
是
非
何
と
／
か
処

置
可
仕
候
／
然
ラ
ザ
レ
バ
貴
／
翁
〔
原
田
大
観
〕
へ
対
シ
テ

モ
／
相
済
不
申
又
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
へ
対
シ
テ
モ
／
日
本

人
の
面
汚
シ
ニ
相
成
／
可
申
上
と
存
候
／
詳
細
ハ
〔
竹
部
〕

半
野
／
兄
ニ
申
上
べ
く
候

す
な
わ
ち
、
そ
の
行
為
と
は
、
原
田
大
観
に
初
期
羅
振
玉
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
割
愛
を
直
接
依
頼
し
た
が
、
示
さ
れ
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
「
難
癖
」
を
つ
け
て
返
却
し
た
こ
と
を
示
し
、
久
野

錦
浦
は
こ
の
田
村
良
一
の
行
為
に
対
し
て
原
田
大
観
と
羅
振
玉

に
対
し
て
申
し
訳
な
く
、「
日
本
人
へ
の
面
汚
シ
」
と
ま
で
言
及

し
、
久
野
錦
浦
が
田
村
良
一
の
代
わ
り
に
初
期
羅
振
玉
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
同
旨
の
内
容
は
、
上
掲
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
三
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―

二
―
五
）
に
、

…
…
田
村
〔
良
一
〕
氏
が
今
少
シ
外
品
ヲ
引
受
ら
れ
て
／
後

の
事
ニ
致
度
候
／
同
氏
ハ
今
迄
自
分
勝
／
手
の
品
の
み
引
抜

か
れ
／
居
候
事
ニ
テ
决
〔
決
〕
し
て
／
残
念
と
申
さ
れ
候
程

の
／
事
ハ
無
之
存
候
／
…
…
要
寿
〔
す
〕
る
ニ
田
村
〔
良
一
〕

氏
今
日
迄
の
／
遣
り
方
ハ
羅
〔
振
玉
〕
氏
へ
の
／
同
情
よ
り

自
己
本
位
／
ニ
付
今
少
シ
勤
〔
努
〕
め
て
／
自
分
が
引
受
ら

る
ゝ
か
／
他
ニ
周
旋
で
も
出
来
／
候
上
ニ
テ
同
氏
の
満
足
／

致
さ
れ
存
候
様
運
び
候
て
も
遅
か
ら

須□ズ〔
ず
〕

と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
久
野
錦
浦
が
田
村
良
一
に
対
し
て
羅
振
玉
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へ
の
支
援
（「
同
情
」）
よ
り
も
自
分
の
欲
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ

け
を
抜
き
取
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
久
野
錦
浦
や
川
口
棲
隺
は
、
羅
振
玉
支
援
を
第

一
に
考
え
、
意
中
で
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（「
外
品
」）
も
併
せ
て

引
き
受
け
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
上
掲
『
和
漢
法
書
展
覧
会
記
念
帖
』
に
は
、
広
島

県
の
山
口
譲
三
と
植
田
辰
郎
（
一
八
六
八
―
？
）
の
名
が
あ
る
。

「
全
国
銀
行
会
社
録
」
の
「
株
式
会
社
世
羅
銀
行
」
の
条（
29
）に

は
、

取
締
役
に
山
口
譲
三
、
田
村
九
郎
、
植
田
辰
郎
の
名
が
見
え
、
い

ず
れ
も
世
羅
銀
行
の
人
脈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
世
羅
銀
行

は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月
に
、
広
島
県
世
羅
郡
甲
山

町
（
現
在
の
世
羅
町
）
に
開
業
し
た
銀
行
で
あ
り
、
久
野
錦
浦
等

が
活
動
拠
点
と
し
て
い
た
西
備
銀
行
（
御
調
郡
三
原
町
）
と
も
近

い
。
久
野
錦
浦
の
関
連
資
料
に
は
彼
ら
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
彼
ら
の
収
蔵
も
久
野
錦
浦
が
直
接
、
あ
る
い
は
間
接

的
に
介
在
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
広
島
県
東
部
（
旧
備
後
国
）
に
お
い
て
は
久

野
錦
浦
自
身
、
あ
る
い
は
久
野
錦
浦
の
指
示
に
よ
り
、
竹
部
半
野

が
博
文
堂
間
、
あ
る
い
は
素
封
家
（
銀
行
家
）
を
中
心
に
羅
振
玉

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
初
期
の
博
文
堂
の
活
動
は
久
野
錦
浦
の
よ
う
な
地

方
の
有
力
な
収
蔵
家
に
書
画
碑
帖
の
斡
旋
を
委
任
し
て
い
た
状
況

が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

で
は
、
博
文
堂
は
ど
の
よ
う
に
し
て
広
島
県
東
部
の
素
封
家
と

面
識
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月

一
〇
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
六
）
に
、

…
…
兼
而
御
噂
申
上
居
候
通
／
花
井
〔
卓
蔵
〕
選
挙
準
備
ニ

取
掛
り
昼
夜
兼
行
／
実
ニ
閉
口
致
候
／
来
ル
廿
四
五
日
比
ニ

ハ
／
花
井〔
卓
蔵
〕モ
御
地
へ
参
り
／
可
申
候
二
付
小
生〔
久

野
錦
浦
〕
上
阪
／
可
仕
候
其
際
是
非
／
差
操
一
寸
ニ
テ
モ
御

／
伺
ひ
可
申
候

と
あ
る
よ
う
に
、
三
原
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
花
井
卓
蔵

（
一
八
六
八
―
一
九
三
一
）
の
選
挙
活
動
に
言
及
が
あ
り
、
博
文
堂

の
も
と
に
久
野
錦
浦
と
花
井
卓
蔵
の
両
者
が
参
上
す
る
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
。
博
文
堂
は
明
治
初
期
よ
り
犬
養
木
堂
（
一
八
五
五
―

一
九
三
二
）、
尾
崎
行
雄
（
一
八
五
八
―
一
九
五
四
）、
河
野
広
中

（
一
八
四
九
―
一
九
二
三
）
ら
の
自
由
民
権
運
動
を
支
援
し
て
い

た
が
、
花
井
卓
蔵
も
彼
ら
に
連
な
る
人
物
で
あ
り（
30
）、

こ
の
よ
う
な

博
文
堂
の
政
治
的
活
動
を
通
じ
て
面
識
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
博
文
堂
は
法
書
会
大
阪
支
部

と
し
て
活
動
す
る
中
で
関
係
を
築
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
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（
２
） 

博
文
堂
の
中
国
書
画
碑
帖
販
売
促
進
戦
略

博
文
堂
は
活
動
開
始
当
初
か
ら
折
に
触
れ
て
目
録
を
収
蔵
家
に

配
布
し
、
ま
た
書
画
碑
帖
の
販
売
後
に
は
、
収
蔵
家
か
ら
の
依
頼

に
応
じ
て
専
家
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
箱
書
、
跋
文
を
依
頼
し
て
販

売
し
た
書
画
碑
帖
の
価
値
を
定
め
、
表
具
の
仕
立
て
直
し
の
手
配

を
引
き
受
け
る
と
い
っ
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
量
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
初
期
羅
振

玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
販
売
促
進
の
た
め
に
見
出
さ
れ
た
戦
略
と

い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

第
一
の
販
売
目
録
に
関
し
て
は
、
前
稿
に
お
い
て
、
初
期
羅
振

玉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
斡
旋
、
売
却
の
過
程
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、

事
前
に
売
却
目
録
を
作
成
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
行
っ
て
お

り
、こ
の
こ
と
は
以
後
の
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」

の
斡
旋
、
売
却
方
法
の
指
針
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た（
31
）。

上
掲

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
三
〇
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野

元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
二
六
）
に
、

…
…
跡
〔
後
〕
倉
庫
ニ
残
品
真
／
筆
分
相
分
リ
次
第
目
録
御

示
シ
被
下
度
候

と
あ
り
、
上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
三
日
油
谷
博

文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
九
）
に
も
、

…
…
〔
竹
部
〕
半
野
堂
持
帰
り
品
目
録
御
送
／
〔
五
枚
目
〕

付
被
下
御
手
数
謝
上
候
／
…
…
目
録
末
尾
ニ
御
記
載
の
九
点

／
〔
六
枚
目
〕
御
序
ニ
代
価
御
知
被
下
度
候
現
品
ハ
／
更
ニ

申
上
存
候
際
御
送
付
被
下
候
ハ
ゝ
宜
敷
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
久
野
錦
浦

と
の
売
買
の
中
で
販
売
目
録
の
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
上
掲

前
稿
で
は
、
羅
振
玉
自
身
が
作
品
名
と
金
額
を
明
記
し
た
目
録
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
博
文
堂
も
羅
振
玉
の
目
録

に
啓
発
を
得
て
、
日
本
人
収
蔵
家
へ
販
売
す
る
折
に
は
目
録
を
配

布
し
て
取
引
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

第
二
に
、
専
家
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
箱
書
、
跋
文
の
依
頼
に
関

し
て
は
、
次
の
書
簡
に
断
片
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

・
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
二
二
日
油
谷
博
文
堂
宛
久

野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
二
）

…
…
陳
者
十
七
帖
之
義
／
色
々
御
手
数
相
煩
シ
／
奉
謝
候
内

藤
〔
湖
南
〕
博
士
／
秋
涼
之
頃
御
認
め
／
被
下
候
趣
相
承
仕

候
・
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
二
八
日
油
谷
博
文
堂
宛

久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
三
）

…
…
昨
日
ハ
御
多
用
中
／
態
々
御
出
張
被
下
且
ツ
／
内
藤

〔
湖
南
〕
博
士
御
意
見
／
一
々
御
説
明
被
下
大
ニ
／
快
感
相

覚
急
申
候
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・
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
七
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野

元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
九
）

拝
啓
年
首
匆
々
御
多
繁
之
際
罷
出
種
々
／
御
高
配
ニ
預
リ
以

御
蔭
／
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生
の
御
高
話
／
拝
聴
益
寿
〔
す
〕

る
所
不
尠
／
習
字
の
心
得
等
ハ
実
ニ
／
得
る
所
多
々
有
之
存
候

・
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
一
三
日
油
谷
博
文
堂
宛
久

野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
〇
）

…
…
乍
御
手
数
／
文
徴
明
詩
帖
／
董
其
昌
千
文
／
右
弐
点
ハ

羅
〔
振
玉
〕
先
生
へ
表
題
跋
等
／
御
依
頼
被
成
下
度
候

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
博
文
堂
を
通
じ
て
内
藤
湖
南
や
羅
振
玉
に
対

し
て
跋
文
を
依
頼
し
、
内
藤
湖
南
か
ら
の
指
南
（「
御
意
見
」）
を

受
け
、
直
接
内
藤
湖
南
の
「
御
高
話
」
を
拝
聴
す
る
特
別
な
機
会

も
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
上
掲
大
正
五

年
（
一
九
一
六
）
六
月
二
七
日
久
野
元
吉
の
領
収
書
（
Ｈ
―
三
―

三
二
）
に
、

…
…
内
金
拾
円
﹇
西
村
天
囚
先
〔
生
〕
へ
清
名
賢
詩
解
跋
文

／
謝
儀
﹈
／
内
金
拾
円
﹇
長
尾
雨
山
先
生
張
舩
山
〔
問
陶
〕

箱
書
／
及
諸
名
賢
詩
翰
〔
先
朝
宝
翰
〕
題
簽
謝
儀
／
但
シ
別

冊
目
録
共
一
拾
弐
冊
﹈

と
あ
る
よ
う
に
、西
村
天
囚
（
名
は
時と

き

彦つ
ね

、一
八
六
五
―
一
九
二
四
）

へ
の
解
説
文
の
謝
儀
が
一
〇
円
、長
尾
雨
山
（
名
は
甲
、一
八
六
四
―

一
九
四
二
）
へ
の
箱
書
・
題
簽
の
謝
儀
も
一
〇
円
で
あ
り
、
博
文

堂
を
通
じ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
当
時
の

謝
儀
の
具
体
的
な
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
貴
重
で
あ

る
。第

三
の
表
具
の
仕
立
て
直
し
の
手
配
に
関
し
て
は
以
下
の
書
簡

に
見
え
る
。

・
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
九
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野

元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
二
〇
）

拝
啓
弊
屋
床
の
／
寸
法
／
折
釘
ヨ
リ
下
／〔
折
釘
の
図
省
略
。

横
に
「
七
尺
四
寸
」
と
あ
り
〕
／
幅
の
長
サ
／
七
尺
三
寸
ナ

レ
バ
／
至
極
適
当
／
右
ニ
御
見
計
被
下
度
候

・
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
一
二
日
油
谷
博
文
堂
宛
川

口
国
次
郎
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
三
二
）

…
…
拙
宅
床
内
ノ
リ
を
金
尺
七
尺
ニ
御
座
候
間
／
掛
物
之
格

好
ニ
モ
相
依
リ
可
申
候
得
共
六
尺
／
八
寸
位
ニ
御
切
リ
縮
可

被
下
願
上
候
万
々
事
／
御
手
数
而
巳
相
煩
恐
入
候
得
共
宜
敷

願
上
候

・
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久

野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
四
）

…
…
書
論
額
寸
法
大
略
／
左
の
通
り
位
ニ
願
上
候
／
〔
額
の

図
あ
る
が
省
略
。
縦
「
一
尺
二
三
寸
」、
横
「
六
七
尺
位
」
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と
あ
り
〕
／
右
ハ
大
略
の
寸
法
申
上
候
／
義
ニ
付
御
見
合
被

下
度
候

久
野
錦
浦
、
川
口
棲
隺
は
購
入
後
に
自
室
の
広
さ
に
応
じ
て
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
軸
装
を
改
め
た
り
、
額
仕
立
て
に
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）

三
月
一
三
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
〇
）

に
、

…
…
画
冊
弐
点
ハ
／
帙
縦
横
ニ
仕
立
替
へ
方
／
御
命
被
下
度

候
／
表
題
の
張
〔
貼
〕
紙
ハ
可
成
前
の
分
其
儘
／
使
用
候
様

御
命
被
下
度
候
／
張
篁
邨
〔
宗
蒼
〕
画
冊
／
〔
下
部
に
見
取

図
。
省
略
。
縦「
一
尺
〇
二
分
五
厘
〕、横「
一
尺
三
寸
七
分
」

と
記
す
〕
／
陳
堯
峯
〔
煥
〕
画
冊
〔
下
部
に
見
取
図
。
省
略
。

縦
「
九
寸
八
分
」、
横
「
一
尺
二
寸
三
分
」
と
記
す
〕
／
右

ハ
何
連
〔
れ
〕
も
箱
内
側
の
寸
法
ニ
御
／
座
候
間
此
寸
以
内

ナ
レ
バ
宜
敷
候

と
あ
る
よ
う
に
、
帙
の
仕
立
て
直
し
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
表
具
師
の
井
口
古
今
堂
と
収
蔵
家
の
阿
部

房
次
郎
（
一
八
六
八
―
一
九
三
七
）
の
事
例
が
明
ら
か
と
な
っ
て

い
る
が（
32
）、

す
で
に
明
治
末
年
の
久
野
錦
浦
の
事
例
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
博
文
堂
専
属
の
表
具
師
も
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
３
） 

博
文
堂
の
文
求
堂
及
び
法
書
会
と
の
関
係

上
掲
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛

久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
四
）
に
、

○
／
一
昨
日
田
中
文
求
堂
添
書
／
ヲ
以
テ
同
人
弟
在
京
都
／

寸
紅
堂
常
太
郎
ナ
ル
人
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
所
蔵
の
内
／
宗

〔
宋
〕
元
書
画
十
点
計
り
と
／
外
ニ
文
求
堂
南
清
ニ
テ
／
手

ニ
入
れ
候
品
四
五
点
／
携
帯
一
見
致
候
／
様
ニ
と
の
事
ニ
テ

参
り
申
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
の
も
の
ハ
／
菅
〔
管
〕
夫
人

墨
竹
巻
／
梅
道
人
〔
呉
鎮
〕
〃
〔
墨
竹
巻
〕
／
米
芾
書
巻
／

趙
子
昻
〔
孟
頫
〕
書
巻
／
其
外
宗
〔
宋
〕
元
の
書
幅
ニ
御
座

候
／
実
ニ
絶
品
ニ
有
之
存
候
／
右
ハ
秘
密
之
事
故
御
含
／
み

迄
申
上
存
候

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、文
求
堂
主
人
の
田
中
慶
太
郎
（
号
は
救
堂
、

一
八
八
〇
―
一
九
五
四
）
の
実
弟
で
あ
る
寸
紅
堂
主
人
の
田
中
常

太
郎
（
号
は
王
城
、
一
八
八
五
―
一
九
三
九
）
が
羅
振
玉
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
、
文
求
堂
が
中
国
南
部
で
入
手
し
た
四
、
五
点
を
携
え

て
き
た
こ
と
を
、
久
野
錦
浦
が
原
田
大
観
に
「
秘
密
之
事
」
と
し

て
取
り
扱
う
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
書
簡
の
出

現
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
田
中
常

太
郎
と
田
中
慶
太
郎
が
実
の
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

文
求
堂
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
京
都
で
開
業
し
、
明
治
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三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
東
京
本
郷
へ
移
転
し
た
中
国
書
専
門
店

で
あ
る（
33
）。

書
画
碑
帖
の
売
買
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
手
掛

け
た
い
く
つ
か
の
作
品
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
蔡
襄
「
楷

書
謝
賜
御
書
表
詩
巻
」（
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵
）
は
、
大

正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
七
日
に
中
村
不
折
（
一
八
六
六
―

一
九
四
三
）、
黄
庭
堅
「
王
史
二
氏
墓
誌
銘
稿
巻
」（
東
京
国
立
博

物
館
所
蔵
）
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
八
日
に
林
朗
庵

（
一
八
九
七
―
一
九
七
一
）、
張
即
之
「
李
伯
嘉
墓
誌
銘
」（
藤
井
斉

成
会
有
鄰
館
所
蔵
）
は
時
期
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
林
朗
庵
に

売
却
さ
れ
て
い
る（
34
）。「

楷
書
謝
賜
御
書
表
詩
巻
」
と
「
王
史
二
氏

墓
誌
銘
稿
巻
」
は
と
も
に
端
方
（
一
八
六
一
―
一
九
一
一
）
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
田
中
慶
太
郎
が
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
頃

に
端
方
の
遺
族
か
ら
出
た
も
の
を
日
本
に
将
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
中
常
太
郎
は
、
早
稲
田
大
学
卒
業
後
に
、
京
都
に
書
画
骨
董

商
の
寸
紅
堂
を
開
設
し
た（
35
）。

京
都
に
開
設
し
た
の
は
、
か
つ
て
文

求
堂
が
京
都
で
形
成
し
た
地
盤
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
俳
誌
『
懸か

け
あ
お
い

葵
』
第
六
巻
第
七
号
（
一
九
〇
九
年
九
月
、

六
四
頁
）に
、「
京
都 

東
三
本
樹〔
木
〕寸
紅
堂
」の
広
告
が
あ
り
、

京
に
は
、
勤
王
家
、
儒
者
、
俳
人
、
歌
人
の
短
冊
や
尺
牘
を

専
門
に
集
め
る
店
が
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
に
無
い
の
は

遺
憾
で
あ
る
、
こ
ん
な
理
由
で
、
寸
紅
堂
は
開
店
し
ま
し
た
、

…
…

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
寸
紅
堂
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
九

月
頃
に
京
都
の
東
三
本
木
通
に
設
立
さ
れ
、
当
初
は
日
本
人
の
短

冊
や
尺
牘
を
中
心
に
販
売
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
広
告
が

載
せ
ら
れ
た
『
懸
葵
』
は
田
中
常
太
郎
の
俳
句
の
師
で
あ
っ
た
中

川
四
明
（
一
八
四
九
―
一
九
一
七
）
が
創
刊
し
た
句
誌
で
あ
り
、ま

た
、
田
中
常
太
郎
は
早
稲
田
大
学
で
は
高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
―

一
九
五
九
）
に
も
師
事
し
て
い
た
た
め
、
開
業
当
初
は
俳
人
関
係

者
を
相
手
に
商
売
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
懸
葵
』
第
七
巻
一
号

（
一
九
一
〇
年
三
月
）
に
、「
京
麩
屋
町 

寸
紅
堂 

三
条
之
南
」
の

広
告
が
あ
り
、「
寸
紅
堂
は
中
京
へ
移
転
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
翌
年
に
は
麩
屋
町
三
条
の
南
へ
移
転
し
、
以
後
は
こ

の
地
で
営
業
し
て
い
る
が
、
こ
の
地
は
か
つ
て
京
都
に
あ
っ
た
文

求
堂
の
所
在
地
に
近
接
し
て
い
る（
36
）。

高
浜
虚
子
「
序
」（
田
中
八

重
編
『
王
城
句
集
』、
田
中
八
重
〔
私
家
版
〕、
一
九
四
〇
、一
―

一
〇
頁
）
に
、

…
…
昭
和
十
一
年
に
大
患
に
罹
つ
て
か
ら
は
其
体
力
は
著
し

く
衰
へ
た
。
そ
れ
以
来
殆
ど
本
職
の
方
は
や
め
て
俳
句
専
門

に
あ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

と
記
す
よ
う
に
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
頃
に
は
廃
業
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
上
掲
書
簡
に
見
え
る
よ
う
に
明
治
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末
年
に
は
中
国
の
書
画
碑
帖
も
扱
う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
背
景
に

は
羅
振
玉
の
京
都
避
居
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
羅

振
玉
は
明
治
末
葉
に
お
い
て
田
中
慶
太
郎
と
面
識
を
得
、『
唐
風

楼
臧
三
代
吉
金
文
字
』（
田
中
慶
太
郎
〔
私
家
版
〕、
一
九
〇
九
）

を
刊
行
す
る
ほ
ど
の
関
係
性
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る（
37
）。

ま

た
、
田
中
兄
弟
の
関
係
に
関
し
て
は
、
林
朗
庵
「
日
本
現
存
唐
宋

名
家
墨
迹
挙
知
」（『
書
菀
』
第
六
巻
一
号
、
一
九
四
二
、
四
八
―

五
九
頁
）
の
「
宋
張
即
之
李
伯
嘉
墓
誌
銘 

京
都 

藤
井
〔
善
助
〕

氏
蔵
」
の
条
に
、

…
…
文
求
堂
の
伝
来
、
曾
て
寒
斎
蔵
巻
の
一
つ

で

〔
で
〕
あ

つ
た
。
関
東
大
震
災
の
当
時
、
敝
蔵
の
書
画
百
餘
点
を
救
堂

〔
田
中
慶
太
郎
〕
の
倉
庫
に
托
し
置
き
、
全
部
灰
燼
に
帰
し

た
が
、
こ
の
巻
は
そ
の
前
日
、
救
堂
の
令
弟
〔
田
中
常
太
郎
〕

が
関
西
へ
借
行
し
た
の
で
、
唯
一
点
そ
の
厄
を
逃
れ
た
の
で

あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
兄
弟
は
東
西
に
分
か
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
書

画
碑
帖
を
通
じ
た
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
現
段

階
に
お
い
て
、
上
述
の
よ
う
に
文
求
堂
は
書
画
碑
帖
の
取
引
に
関

す
る
資
料
が
あ
ま
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
こ
と

は
、
中
国
書
籍
は
文
求
堂
、
書
画
碑
帖
は
寸
紅
堂
と
い
う
よ
う
に
、

田
中
兄
弟
で
販
売
物
を
棲
み
分
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
え

よ
う
。

次
に
、
博
文
堂
と
文
求
堂
と
の
関
係
を
見
て
お
こ
う
。
原
田
青

昊
『
句
集 

流
転
』（
原
田
悟
朗
〔
私
家
版
〕、一
九
七
四
）
の
「
あ

と
が
き
」（
二
六
九
―
二
九
一
頁
）
に
、

…
…
彼
の
地
〔
ア
メ
リ
カ
〕
の
美
術
館
に
山
本
二
峯
氏
収
蔵

の
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
館
の
収
蔵
に
な
っ
て
居
る
の

は
田
中
王
城
〔
常
太
郎
〕
氏
が
金
儲
け
主
義
に
災
い
さ
れ
た

の
で
、
日
本
へ
将
来
し
た
君
〔
原
田
悟
朗
〕
の
骨
折
り
も
、

徒
労
に
な
っ
て
残
念
で
す
ね
と
言
は
れ
、
是
非
そ
の
真
相
を

打
開
け
て
被
下
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
…
…
王
城
氏
は
目
的

の
為
手
段
を
撰
ば
ず
、
私
に
俳
句
を
し
き
り
に
勧
め
ま
し
た

の
は
私
か
ら
中
国
の
文
化
財
を
得
た
い
為
だ
っ
た
の
で
す
。

俗
臭
の
烈
し
い
人
で
し
た
、
…
…
山
本
二
峯
氏
と
王
城
氏
の

事
は
、
書
い
た
ら
限
り
無
く
、
あ
と
が
き
と
し
て
は
逸
脱
す

る
の
で
や
め
ま
す
。

と
あ
る
。
青
昊
は
原
田
悟
朗
の
俳
号
で
あ
る
。
原
田
悟
朗
は
原
田

大
観
の
五
男
で
後
に
博
文
堂
主
人
と
し
て
活
動
し
た
。
こ
こ
に
見

る
よ
う
に
、
原
田
悟
朗
は
田
中
常
太
郎
の
人
柄
及
び
、
山
本
二
峯

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ア
メ
リ
カ
へ
売
却
し
た
こ
と
に
対
し
て
激
烈
に

批
難
し
て
い
る（
38
）。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
批
難
の
背
景
に
は
、
博
文

堂
と
寸
紅
堂
が
関
西
を
舞
台
と
し
て
競
合
し
て
い
た
こ
と
を
物
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語
っ
て
い
る
。
上
掲
書
簡
に
見
え
る
よ
う
に
、
寸
紅
堂
は
明
治
末

年
に
は
博
文
堂
が
活
動
す
る
広
島
県
東
部
（
旧
備
後
国
）
に
ま
で

販
路
を
広
げ
、
し
か
も
、
博
文
堂
と
同
じ
く
初
期
羅
振
玉
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
上
掲
書
簡
に
は
、「
実
ニ
絶
品
」
と
久
野
錦
浦
が
記
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
博
文
堂
が
取
り
扱
っ
た
初
期
羅
振
玉
書
画
碑

帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
作
品

は
判
明
し
な
い
も
の
の
、
文
求
堂
（
す
な
わ
ち
寸
紅
堂
）
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
羅

振
玉
は
博
文
堂
だ
け
に
肩
入
れ
せ
ず
、
自
身
が
清
末
に
築
い
た
日

本
人
の
人
脈
を
頼
り
に
、
し
た
た
か
に
販
路
を
開
拓
し
て
い
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、『
書
苑
』
と
の
関
わ
り
を
見
て
お
き
た
い
。『
書
苑
』（
後

継
誌
『
書
画
苑
』）
は
法
書
会
と
い
う
会
員
組
織
を
母
体
と
し
て
、

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
発
刊
さ
れ
た
日
本
初
の
書
の
専
門

誌
で
あ
る（
39
）。『

書
苑
』
第
一
号
奥
付
に
、

発
行
所 

大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
八
十
番
屋
敷
／
法

書
会
大
阪
支
部
／
電
話
西
三
八
四
〇
番
／
振
替
口
座
大
阪

一
二
〇
一
五
番

と
あ
り
、
第
二
号
奥
付
に
あ
る
「
特
約
売
捌
所
」
に
、

大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
八
十
番
屋
敷 

油
谷
博
文
堂

と
見
え
る
た
め
、「
法
書
会
大
阪
支
部
」
は
す
な
わ
ち
博
文
堂
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。『
書
苑
』
の
後
継
誌
『
書
画
苑
』
の

終
刊
（
一
巻
第
三
号
、
一
九
二
〇
）
ま
で
博
文
堂
は
法
書
会
大
阪

支
部
と
し
て
に
参
加
し
て
お
り
、
関
西
方
面
の
法
書
会
の
入
会
希

望
や
雑
誌
の
送
付
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
上
掲
明

治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
一
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉

書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
五
）
に
、

○
／
広
島
県
世
羅
郡
東
大
田
村
／
田
村
良
一
／
法
書
会
へ
入

会
希
望
／
ニ
付
書
苑
第
一
号
／
ヨ
リ
直
接
御
送
付
／
被
成
下

度
候

と
あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
は
博
文
堂
に
田
村
良
一
を
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
〇
日
油
谷
博

文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
六
）
に
、

…
…
書
苑
第
六
号
広
／
告
ニ
テ
博
文
堂
の
名
声
揚
ク
ヿ
〔
コ

ト
〕
／
数
千
丈
ニ
御
座
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
が
博
文
堂
の
広
告
に
対
し
て
称
賛

を
与
え
て
い
る
。『
書
苑
』
第
六
号
（
一
九
一
二
）
の
巻
末
を
見

る
と
、「
書
苑
第
六
号
附
録
」
と
し
て
、
博
文
堂
、
芸
艸
堂
、
西

東
書
房
の
広
告
が
見
え
る
。
博
文
堂
の
広
告
が
他
社
と
異
な
る
点

は
、
タ
イ
ト
ル
を
朱
に
し
て
二
色
刷
と
し
、
例
え
ば
「
宋
拓
甲
秀

堂
帖
」
で
は
「
天
下
の
孤
本
」、「
北
宋
の
原
刻
」
と
い
っ
た
部
分
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を
大
字
に
し
て
強
調
す
る
な
ど
、
見
た
目
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視

し
、
さ
ら
に
そ
の
書
物
を
価
値
付
け
る
た
め
に
、
書
名
脇
に
羅
振

玉
や
内
藤
湖
南
な
ど
の
掲
載
跋
文
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、『
書
苑
』
誌
は
博
文
堂
の
名
を
広
め
、
美
術
出
版
に
対
す
る

宣
伝
と
し
て
当
初
よ
り
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

加
え
て
、
法
書
会
の
会
員
は
収
蔵
家
を
兼
ね
る
場
合
も
あ
り
、

博
文
堂
の
中
国
書
画
碑
帖
の
販
路
拡
大
に
貢
献
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
前
稿
で
は
、
法
書
会
の
会
員
で
あ
り
、
書
画
碑
帖
の
収

蔵
家
と
し
て
著
名
な
菊
池
惺
堂
を
例
に
、
大
正
中
葉
に
「
書
苑
を

中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
か
ら
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵

集
団
」
に
傾
倒
し
て
い
く
様
子
を
確
認
し
た（
40
）。

こ
の
よ
う
に
、
法

書
会
大
阪
支
部
で
あ
っ
た
博
文
堂
が
そ
の
人
脈
等
を
継
承
し
て
販

路
を
拡
大
し
、「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
を
牽
引

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
） 

桑
名
鐵
城
と
の
関
係

桑
名
鐵
城
は
富
山
市
出
身
の
篆
刻
家
で
あ
り
、
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）、
同
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
渡
清
、
低
廉
な
明
清

画
に
的
を
絞
り
、
系
統
的
に
収
集
し
た
と
い
う（
41
）。

博
文
堂
は
若
き

篆
刻
家
で
あ
っ
た
桑
名
鐵
城
を
広
島
県
東
部
（
旧
備
後
国
）
の
素

封
家
に
紹
介
し
、
経
済
面
で
支
援
し
た
よ
う
で
あ
る
。
上
掲
明
治

四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
七
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡

（
Ｈ
―
三
―
一
九
）
に
、

…
…
翌
日
ハ
又
桑
名
〔
鐵
城
〕
先
生
、
／
御
紹
介
被
下
御
親

切
な
る
／
御
指
導
ニ
預
リ
両
日
共
／
誠
尓
〔
に
〕
愉
快
尓

〔
に
〕
相
過
し
／
申
候

と
あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
は
博
文
堂
か
ら
桑
名
鐵
城
を
紹
介
さ

れ
、
二
日
間
の
篆
刻
指
導
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
一
月
一
九
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―

三
―
二
六
）
に
、

…
…
桑
名
〔
鐵
城
〕
翁
の
御
刻
の
／
印
誠
尓
〔
に
〕
難
有
存

候
／
謝
儀
之
事
御
来
示
／
了
承
何
連
〔
れ
〕
二
三
／
月
又
々

上
京
其
際
／
持
参
可
致
御
含
み
／
置
被
下
度
候
御
序
の
／

節
〔
桑
名
鐵
城
〕
先
生
へ
可
然
／
御
礼
御
伝
置
被
下
度
候
／

…
…
印
台
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
非
／
常
ニ
満
足
刻
り
／
用
の
刃

至
急
御
／
送
被
下
候
様
依
頼
／
御
座
候
何
卒
／
御
運
の
程
願

上
候

と
見
え
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
は
桑
名
鐵
城
に
刻
印
を
依
頼
し
て

い
る
が
、
こ
の
時
に
収
蔵
仲
間
の
川
口
棲
隺
も
篆
刻
に
誘
っ
た
と

見
え
て
、
川
口
棲
隺
は
刻
刀
を
所
望
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治

四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
二
〇
日
油
谷
博
文
堂
宛
川
口
棲
隺
書

簡
（
Ｈ
―
二
―
二
一
）
に
、
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〔
一
枚
目
〕
拝
啓
先
日
者
〔
ハ
〕
桑
名
〔
鐵
城
〕
先
生
御
篆

刻
早
速
／
御
調
送
被
為
下
御
手
数
奉
多
謝
候
…
…
何
卒
印
刀

書
籍
粗
印
材
少
許
乍
／
此
上
奉
願
上
候
小
生
〔
川
口
棲
隺
〕

モ
御
弟
子
入
ニ
相
／
成
春
ニ
モ
相
成
候
得
共
一
勉
強
仕
／

〔
二
枚
目
〕
度
楽
居
候

と
あ
る
よ
う
に
、
久
野
錦
浦
と
川
口
棲
隺
は
桑
名
鐵
城
の
「
弟

子
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
桑
名
箕
編
『
蘭
亭
印
譜
』

（
一
九
一
三
）
は
、
京
都
で
開
催
さ
れ
た
大
正
癸
丑
蘭
亭
会
の
記

念
と
し
て
作
ら
れ
た
印
譜
で
あ
り
、
会
の
当
日
展
示
さ
れ
て
い
た

と
い
う（
42
）。

同
書
の
冒
頭
に
あ
る
内
藤
湖
南
序
に
、

…
…
鐵
城
今
之
善
於
篆
刻
者
也
。
於
是
大
募
印
友
、
分
刻

「
稧
帖
」
中
語
、
以
印
譜
一
巻
、
亦
一
時
盛
事
也
。

（
…
…
〔
桑
名
〕
鐵
城
は
今
の
篆
刻
を
善
く
す
る
者
な
り
。

是こ
こ

に
於お

い
て
大
い
に
印
友
を
募
り
、「
稧
帖
」〔
蘭
亭
序
〕
中

の
語
を
分
刻
し
、
印
譜
一
巻
を
以
て
す
る
も
、
亦
た
一
時
の

盛
事
な
り
。）

と
あ
り
、
久
野
錦
浦
は
三
顆
（「
暮
春
之
初
」
白
文
方
印
、「
雖
趣

舎
万
殊
静
躁
不
同
」
白
文
方
印
、「
其
致
一
也
」
朱
文
方
印
）、
川

口
棲
隺
（「
向
之
所
欣
」
朱
文
方
印
、「
所
以
興
懐
」
白
文
方
印
）

は
二
顆
を
刻
し
、「
印
友
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
行
田
市
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
久
野
錦
浦
及
び

そ
の
周
辺
の
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
彼
の
収
蔵
活
動
を
検
討
し

た
。
検
討
の
結
果
、
久
野
錦
浦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
散
佚
、

収
蔵
上
の
特
色
、
博
文
堂
初
期
の
活
動
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

久
野
錦
浦
の
収
蔵
活
動
に
関
し
て
は
、明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）

か
ら
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
、
羅
振
玉
を
支
援
す
る
た
め

に
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
明
清
書
画
及
び
碑

帖
）
を
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
支
配
人
と

し
て
勤
務
し
た
西
備
銀
行
の
経
営
破
綻
に
よ
っ
て
、
大
正
五
年

（
一
九
一
六
）
に
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
を
開
始
し
、
翌
年
に

は
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
へ
私
財
提
供
の
一
環
と
し
て
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
一
部
を
明
け
渡
し
、
山
本
二
峯
へ
売
却
さ
れ
た
も
の
も

見
ら
れ
た
。
ま
た
、
久
野
錦
浦
は
収
蔵
家
と
し
て
の
自
身
の
名
が

公
開
さ
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
収
蔵
事
蹟

が
今
日
で
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

博
文
堂
（
美
術
商
）
初
期
の
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
広
島

県
東
部
（
旧
備
後
国
）
に
お
け
る
博
文
堂
の
斡
旋
や
売
却
に
つ
い

て
検
討
し
、
久
野
錦
浦
の
よ
う
な
地
方
の
有
力
な
収
蔵
家
に
書
画
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碑
帖
の
斡
旋
、
委
託
販
売
を
行
っ
て
い
た
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
博
文
堂
の
政
治
活
動
及
び
法
書
会
大
阪
支
部
の
活

動
を
通
じ
て
博
文
堂
が
地
方
の
収
蔵
家
に
面
識
を
得
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。

ま
た
、
博
文
堂
は
折
に
触
れ
て
目
録
を
刊
行
し
て
収
蔵
家
に
配

布
し
、
書
画
碑
帖
の
販
売
後
に
は
、
収
蔵
家
か
ら
の
依
頼
に
応
じ

て
専
家
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
箱
書
、
跋
文
を
依
頼
し
て
販
売
し
た

書
画
の
価
値
を
定
め
、
表
具
の
仕
立
て
直
し
の
手
配
を
引
き
受
け

る
と
い
っ
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
中
国
書
画
碑

帖
の
販
売
促
進
戦
略
と
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
博
文
堂
は
京
都
に
店
舗
を
構
え
た
寸
紅
堂
と
関

西
を
舞
台
と
し
て
中
国
書
画
碑
帖
の
売
買
で
競
合
し
、
法
書
会
大

阪
支
部
と
し
て
『
書
苑
』
誌
の
広
告
に
よ
っ
て
博
文
堂
の
美
術
出

版
を
宣
伝
し
、
収
蔵
家
を
兼
ね
る
法
書
会
会
員
を
訪
ね
て
中
国
書

画
碑
帖
の
販
路
拡
大
に
努
め
、
篆
刻
家
の
桑
名
鐵
城
を
経
済
的
に

支
援
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

本
稿
で
は
行
田
市
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
原
田
庄
左
衛

門
家
資
料
」
の
一
部
を
検
討
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
も
継
続
し

て
当
該
資
料
の
調
査
、
考
察
を
進
め
、
博
文
堂
（
美
術
商
）
の
活

動
実
態
を
さ
ら
に
解
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

（
１
） 

拙
稿
「
近
代
書
画
碑
帖
碑
帖
収
蔵
史
研
究
」（『
ア
ジ
ア
遊

学
』
二
六
九
、
二
〇
二
二
、
二
七
六
―
二
八
七
頁
）
参
照
。

（
２
） 

久
野
錦
浦
の
閲
歴
は
、
内
尾
直
二
編
『
人
事
興
信
録
』
第

三
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
〇
三
、
く
一
二
頁
）、
同
編

『
人
事
興
信
録
』
第
四
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
一
五
、

く
七
頁
）
参
照
。

（
３
） 

西
備
銀
行
に
関
し
て
は
、
田
辺
良
平
『〔
芸
備
選
書
〕
ふ
る

さ
と
の
銀
行
物
語
【
備
後
編
】』（
菁
文
社
、
二
〇
〇
四
、

九
五
―
一
〇
二
頁
）
参
照
。

（
４
） 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月
一
一
日
油
谷
博
文
堂
宛
久

野
一
男
書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
一
）
に
、「
拝
啓
亡
父
元
吉

〔
久
野
錦
浦
〕
儀
存
／
命
中
は
色
々
御
世
話
様
／
に
相
成

居
候
処
去
二
月
中
旬
来
膓
チ
ブ
ス
と
相
成
り
／
薬
石
の
効

も
な
く
三
月
十
／
八
日
遂
に
死
去
仕
候
全
体
／
早
速
御
通

知
申
す
筈
／
の
処
い
ろ
〳
〵
取
り
ま
ぎ
れ
／
葬
儀
も
五
月

五
日
漸
く
相
／
済
ま
せ
た
る
程
に
候
て
本
意
／
な
ら
ず
も

本
日
ま
で
延
引
仕
候
／
段
何
卒
御
海
容
な
し
下
さ
／
れ
度

候
先
は
甚
だ
延
引
な
／
が
ら
御
通
知
申
上
候
／
草
々
／
五

月
十
一
日
／
久
野
一
男
／
博
文
堂
様
」
と
あ
る
。

（
５
） 

須
羽
源
一
「
大
正
癸
丑
の
京
都
蘭
亭
会
に
つ
い
て
」（『
書
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論
』
第
三
号
、
一
九
七
三
、
四
七
―
七
二
頁
）
に
、「
…
…

こ
の
〔
内
藤
湖
南
旧
蔵
と
さ
れ
る
「
宋
拓
神
龍
蘭
亭
序
」〕

跋
文
に
よ
る
と
羅
振
玉
よ
り
久
野
錦
浦
の
手
に
移
り
、
そ

れ
よ
り
内
藤
湖
南
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
。
久
野
錦

浦
は
岡
山
県
玉
島
の
素
封
家
で
、
犬
養
木
堂
の
後
援
者
で

も
あ
り
、
京
都
で
亡
命
し
て
い
た
羅
振
玉
の
パ
ト
ロ
ン

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
羅
振
玉
は
所
蔵
の
書
画
法
帖
を

屢
々
贈
与
し
た
の
で
、
こ
の
神
龍
蘭
亭
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
平
凡
社
の
書
道
全
集
第
四
巻
図
版
26
の
神
龍
半
印
本

は
こ
の
帖
で
あ
る
。」（
五
四
頁
）
と
言
及
す
る
が
、
こ
れ

は
柚
木
玉
邨
（
一
八
六
五
―
一
九
四
三
）
の
説
明
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
書
道
全
集
』
第
四
巻
で
は
旧
蔵
者

や
所
蔵
者
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

（
６
） 

拙
稿
「
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日

本
へ
の
流
入
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
三
二
号
、

二
〇
二
二
、
五
七
―
七
〇
頁
）
参
照
。

（
７
） 

西
上
実
「
油
谷
達
と
博
文
堂
―
そ
の
コ
ロ
タ
イ
プ
美
術

出
版
に
つ
い
て
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
二
六
号
、

二
〇
一
二
、
九
二
―
一
〇
〇
頁
）
参
照
。

（
８
） 

川
口
棲
隺
の
閲
歴
は
、
前
掲
注
（
２
）『
人
事
興
信
録
』

第
三
版
（
か
一
〇
五
―
か
一
〇
六
頁
）、
同
編
『
人
事
興

信
録
』
第
四
版
（
か
四
五
頁
）、
成
瀨
麟
、
土
屋
周
太
郎

編
『
大
日
本
人
物
誌 

一
名
現
代
人
名
辞
書
』（
八
紘
社
、

一
九
一
三
、
か
の
部
一
六
頁
）、
澤
井
常
四
郎
編
『
御
調

郡
誌
』（
社
団
法
人
御
調
郡
教
育
会
、
一
九
二
五
、三
二
七

頁
）
参
照
。

（
９
） 

前
掲
注
（
３
）『〔
芸
備
選
書
〕
ふ
る
さ
と
の
銀
行
物
語
【
備

後
編
】』
参
照
。

（
10
） 

「
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
」（https://w

ebarchives.
tnm

.jp/im
gsearch/show

/E0104153

）
参
照
。
本
冊
は

『
書
菀
』
第
三
巻
第
五
号
（
一
九
三
九
）
に
も
影
印
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

『
王
履
吉
正
書
琴
操
』（
油
谷
博
文
堂
、
一
九
一
二
）
に
は

壬
子
（
一
九
一
二
）
夏
の
羅
振
玉
跋
と
壬
子
（
一
九
一
二
）

七
月
の
内
藤
湖
南
跋
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
本
書
の
た

め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
作
品
に
は
附
載
さ

れ
て
い
な
い
。
な
お
、
実
際
の
作
品
に
見
え
る
羅
振
玉
跋

は
壬
子
（
一
九
一
二
）
春
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
） 

前
掲
注
（
５
）
須
羽
源
一
論
考
参
照
。

（
13
） 
伊
藤
滋
編
著
『
游
墨
春
秋
』（
株
式
会
社
日
本
習
字
普
及

協
会
、
二
〇
〇
二
、
二
六
―
二
七
頁
）
参
照
。

（
14
） 

菅
野
智
明
「
博
文
堂
に
お
け
る
中
国
法
書
の
影
印
出
版
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に
つ
い
て
」（『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
一
六
号
、

二
〇
一
五
、
一
四
―
五
二
頁
）
参
照
。

（
15
） 
前
掲
注
（
６
）
拙
稿
参
照
。

（
16
） 
前
掲
注
（
14
）
菅
野
智
明
氏
論
考
参
照
。

（
17
） 

王
国
維
『
観
堂
集
林
』
巻
二
三
に
も
所
収
す
る
。

（
18
） 

『
日
本
紳
士
録
』
第
一
九
版
（
交
詢
社
、
一
九
一
四
、
下

七
三
頁
）
参
照
。

（
19
） 

前
掲
注
（
17
）『
観
堂
集
林
』
巻
二
三
に
も
所
収
す
る
。

（
20
） 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
五
日
油
谷
博
文
堂
宛
久

野
元
吉
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
八
）
に
も
同
旨
の
内
容
が
見

え
る
。

（
21
） 

「
初
期
羅
振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
」
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６
）
拙
稿
参
照
。
当
該
目
録
に

は
、
Ｎ
10
「
文
徴
明
墨
竹 

一
千
元
」、
Ｎ
161
「
明
文
徴
明

墨
竹
画
幅
」、
Ｎ
371
「
明
文
衡
山
墨
竹
」
と
あ
り
、
い
ず

れ
も
同
一
作
品
と
見
ら
れ
る
。
目
録
は
未
刊
で
あ
り
、
い

ず
れ
別
稿
で
翻
刻
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
22
） 

丁
小
明
、
陸
豊
川
編
『
雪
堂
雅
集
：
羅
振
玉
、
王
国
維

的
学
術
世
界
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
、

一
六
四
頁
）
参
照
。

（
23
） 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
八
日
油
谷
博
文
堂

宛
川
口
国
次
郎
書
簡
（
Ｈ
―
二
―
二
〇
）、
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
五
月
一
三
日
油
谷
博
文
堂
宛
川
口
国
次
郎

書
簡
（
Ｈ
―
二
―
一
七
）
参
照
。

（
24
） 

日
比
野
丈
夫
「
先
朝
宝
翰
三
巻
」（『
上
野
有
竹
斎
蒐
集

中
国
書
画
図
録
』、
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
六
六
、
図

版
解
説
一
七
―
一
八
頁
）、
福
本
雅
一
「
先
朝
宝
翰
に
つ

い
て
（
一
）」（『
書
論
』
第
八
号
、
一
九
七
六
、
五
九
―

七
〇
頁
）、
同
「
先
朝
宝
翰
に
つ
い
て
（
二
）」（『
書
論
』

第
九
号
、
一
九
七
六
、二
一
〇
―
二
一
三
頁
）
参
照
。

（
25
） 

前
掲
注
（
24
）『
上
野
有
竹
斎
蒐
集
中
国
書
画
図
録
』
附

図
（「
先
朝
宝
翰
」
60
羅
振
玉
跋
文
、
頁
数
未
掲
載
）
参
照
。

（
26
） 

定
本
は
十
三
経
注
疏
本
。
鈴
木
由
次
郎『
全
釈
漢
文
大
系
』

第
九
巻 

易
経 

上
（
集
英
社
、
一
九
七
四
、
一
一
九
―

一
二
三
頁
）
参
照
。

（
27
） 

「
羅
飯
牛
〔
牧
〕
山
水
巻
」
に
関
し
て
は
、
明
治
四
四
年

（
一
九
一
一
）
一
一
月
二
八
日
油
谷
博
文
堂
宛
久
野
元
吉

書
簡
（
Ｈ
―
三
―
一
三
）
に
も
見
え
る
。
本
巻
は
初
期
羅

振
玉
書
画
碑
帖
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
え
る
Ｎ
211
「
清
羅
飯

牛
山
水
巻
」、Ｎ
533
「
羅
飯
牛
墨
筆
山
水
精
品
」、Ｎ
610
「
羅

飯
牛
山
水
長
巻
」
を
指
す
か
。

（
28
） 

『
人
事
興
信
録
』
第
八
版
（
人
事
興
信
所
、
一
九
二
八
、
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タ
七
〇
頁
）、「
田
村
九
郎
」
の
条
参
照
。

（
29
） 

前
掲
注
（
18
）『
日
本
紳
士
録
』
第
一
九
版
（
下
七
三
頁
）

参
照
。

（
30
） 
大
木
源
二
編
著
『
花
井
卓
蔵
全
伝
』
上
巻
（
花
井
卓
蔵
全

伝
編
纂
所
、
一
九
三
五
、
五
一
二
―
五
一
四
頁
）、
鶴
田

武
良
「
原
田
悟
朗
氏
聞
書 

大
正
―
昭
和
初
期
に
お
け
る

中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
」（『
日
中
国
交
正
常
化
20

周
年
記
念
「
中
国
明
清
名
画
展
」』、
財
団
法
人
日
中
友
好

会
館
、
一
九
九
二
、
頁
数
不
掲
載
）
参
照
。

（
31
） 

前
掲
注
（
６
）
拙
稿
参
照
。

（
32
） 

德
山
亜
希
子
「
船
場
の
表
具
師
・
井
口
古
今
堂
と
関
西
コ

レ
ク
タ
ー
」（
森
橋
な
つ
み
編
『
平
成
30
年
度
特
集
展
示

「
生
誕
150
周
年
記
念 

阿
部
房
次
郎
と
中
国
書
画
」
開
催
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書 

阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

諸
相
―
文
化
的
意
義
と
そ
の
未
来
』、
大
阪
市
立
美
術
館
、

二
〇
一
九
、
一
一
五
―
一
三
一
頁
）
参
照
。

（
33
） 

田
中
壮
吉
編
『
日
中
友
好
的
先
駆
者  

「
文
求
堂
」
主
人

田
中
慶
太
郎
』（
汎
極
東
物
産
株
式
会
社
、
一
九
八
七
）

参
照
。

（
34
） 

拙
稿
「
端
方
の
収
蔵
に
お
け
る
近
代
性
―
中
国
書
画
の
海

外
流
出
の
契
機
」（『
中
国
文
化
』
第
七
三
号
、
二
〇
一
五
、

九
二
―
一
〇
四
頁
）、
同
「
林
朗
庵
の
収
蔵
に
関
す
る
一

考
察
」（『
相
模
国
文
』
第
四
九
号
、
二
〇
二
二
、
二
六
―

六
六
頁
）
参
照
。

（
35
） 

「
王
城 

田
中
常
太
郎
」（
金
児
農
夫
雄
編
『
現
代
俳
家
人

名
辞
書
』、
素
人
社
書
店
、
一
九
三
〇
、
三
四
頁
）、
杉
村

邦
彦
「
内
藤
湖
南
に
お
け
る
学
問
研
究
と
書
法
創
作
と
の

関
係
―
『
玉
石
雑
陳
』
を
手
が
か
か
り
と
し
て
―
」（『
湖

南
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
八
、
二
〇
―
二
九
頁
）
参
照
。

（
36
） 

田
中
八
重
編
『
王
城
句
集
』（
田
中
八
重
〔
私
家
版
〕、

一
九
四
〇
）、
奥
付
に
、「
京
都
市
下
京
区
寺
町
通
四
条
下

ル 

発
行
者 

田
中
八
重
」
と
あ
る
。
神
田
喜
一
郎
「
啊
、

文
求
堂
」（
前
掲
注
（
33
）『
日
中
友
好
的
先
駆
者  

「
文

求
堂
」
主
人
田
中
慶
太
郎
』、
三
一
頁
）
に
、
か
つ
て

京
都
に
あ
っ
た
文
求
堂
書
店
の
場
所
を
「
寺
町
街
四
条

北
辺
路
西
」
と
す
る
た
め
、
田
中
八
重
は
そ
の
所
在
地

に
住
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
神
田
喜

一
郎
の
文
章
は
『
日
本
古
書
通
信
』
第
一
九
巻
第
三
号

（
一
九
五
四
、
三
頁
）
を
初
出
と
す
る
が
具
体
的
な
所
在

地
の
言
及
は
な
い
。

（
37
） 
菅
野
智
明
「
羅
振
玉
と
明
治
末
葉
の
東
京
」（『
中
国
文
化
』

第
七
四
号
、
二
〇
一
六
、
八
〇
―
九
二
頁
）
参
照
。
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（
38
） 

山
本
二
峯
と
寸
紅
堂
の
関
係
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
山
本

二
峯
の
収
蔵
に
関
す
る
一
考
察
―
関
西
大
学
図
書
館
内
藤

文
庫
所
蔵
湖
南
宛
二
峯
書
簡
を
中
心
と
し
て
」（『
中
国
文

化
』
第
七
九
号
、
二
〇
二
一
、
八
一
―
九
三
頁
）
で
す
で

に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
39
） 

『
書
苑
』
誌
に
関
し
て
は
、
高
橋
利
郎
『
近
代
日
本
に
お

け
る
書
へ
の
眼
差
し
―
日
本
書
道
史
形
成
の
軌
跡
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
、
八
五
―
八
八
頁
）
参
照
。

（
40
） 

拙
稿
「
中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
関
す
る
一
考
察
―

収
蔵
家
・
菊
池
惺
堂
を
起
点
と
し
て
―
」（『
日
本
中
国
学

会
報
』
第
七
一
集
、
二
〇
一
九
、
一
八
七
―
二
〇
〇
頁
）

参
照
。

（
41
） 

桑
名
鐵
城
に
関
し
て
は
、
味
岡
義
人
「
桑
名
鐵
城
」（
関

西
中
国
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
中
国
書
画
探
訪
』、

二
玄
社
、
二
〇
一
一
、
一
三
頁
）、
同
「
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
桑
名
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
前
掲
注（
７
）『
美
術
フ
ォ
ー

ラ
ム
21
』
第
二
六
号
、
七
三
―
七
六
頁
）
参
照
。

（
42
） 

『
蘭
亭
印
譜
』
に
つ
い
て
は
陶
徳
民
編
『
大
正
癸
丑
蘭
亭
会

へ
の
懐
古
と
継
承
―
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
品

を
中
心
に
―
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
三
、
八
一
―

八
五
、
一
二
四
頁
）
参
照
。

【
附
記
】

本
稿
は
主
に
二
〇
二
二
年
度
の
行
田
市
郷
土
博
物
館
に
お
け
る
調

査
研
究
に
基
づ
く
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
行
田
市
郷
土
博
物
館
、

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
よ
り
資
料
提
供
、
萩
信
雄
氏
よ
り
ご

教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｓ
科
研
費
一
九
Ｋ
〇
〇
二
〇
一
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
准
教
授
）
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表１　久野錦浦（附川口棲隺）コレクション一覧

書

米芾書巻
北宋（1051︲1107）

明治45年（1912）４月15日に文求堂（寸紅堂）から
羅振玉所蔵の「米芾書巻」を紹介されたことを博文
堂に知らせている（H︲3︲4）。大正７年（1918）10月
16日に「宋米海岳書巻／黄裳簃蔵 羅振玉題印」と題
された桐の二重箱に収納された巻子を久野錦浦の妻の
千代が発見、博文堂に価格を問い合わせている（H︲3︲
29）。羅目録になし。

祝允明書巻
明（1460︲1526）

明治45年（1912）１月18日に「祝允明書巻」を300円
で博文堂より購入する（H︲3︲21）。大正６年（1917）
３月12日に西備銀行破産管財人へ引き渡されている

（H2︲29）。N61「祝允明書巻三百元」を指す。

祝允明詩帖 大正５年（1916）３月15日、博文堂に依頼した「祝枝
山詩帖」の跋文が届く（H︲2︲5）。羅目録になし。

文徴明詩帖
明（1470︲1559）

明治45年（1912）３月13日、博文堂を介して羅振玉
へ「文徴明詩帖」の題跋を依頼（H︲3︲10）、同年３月
23日には博文堂から「文徴明詩帖」の返却を受けて
いる（H︲3︲9）。羅目録になし。

文徴明千字文冊 明治45年（1912）４月10日、博文堂に「千字文」割
譲の依頼をし（H︲3︲6）、同年４月15日、博文堂の承
諾通知を得て「文徴明千字文」の帙箱と題跋を依頼す
る（H︲3︲4）。大正６年（1917）３月12日、「文待詔細
楷千字文冊」と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡
されている（H︲2︲29）。羅目録になし。

文徴明大字巻 大正５年（1916）３月15日、博文堂に依頼した「文
徴明大字巻」の跋文が届く（H︲2︲5）。N110「文徴明
大字巻 三百元」を指すか。

王寵行書琴操十首
明（1494︲1533）

東京国立博物所蔵。『王履吉正書琴操』（油谷博文堂、
1912）所収羅振玉壬子（1912）夏跋により、この頃、
羅振玉から入手されたと見られる。大正９年（1920）
頃に内野皎亭が購入し、その後高島槐安を経て東京国
立博物館に寄贈された。N396「又〔王雅宜〕石湖詩冊、
N567「王雅宜石湖詩冊」を指す。
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豊坊書巻
明（1494︲1569）

明治44年（1911）12月26日、30日の両日、博文堂に
対して川口棲隺へ「豊南禺書巻」を斡旋し（H︲3︲17、
H︲3︲5）、明治45年（1912）１月２日、博文堂より久
野錦浦のもとに「豊南禺書巻」が届くが（H︲3︲18）、
川口棲隺が難色を示したために、久野錦浦が購入し
たようである。大正５年（1916）３月15日、博文堂
に依頼した「豊南禺書巻」の跋文が届く（H︲2︲5）。
N108「豊南禺書巻 二百五十元」、N286「十五 豊南禺
書巻 250」、N401「豊南寓行書巻」を指すか。

董其昌草書千字文
明（1555︲1636）

明治45年（1912〕３月13日、博文堂を介して羅振玉
へ「董其昌千文」の題跋を依頼し（H︲3︲10）、明治45
年（1912）３月23日、「董其昌文〔千〕字文」の返却
を受けている。大正５年（1916）11月23日、「董其昌
艸書千字文」の書付に関して博文堂とやりとりする

（H︲2︲2）。大正６年（1917）３月12日、「董其昌草書
千字文冊」と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡さ
れている（H︲2︲29）。羅目録になし。

董其昌書 明治45年（1912）３月23日、博文堂から「董光〔香光〕
墨眇」が送達されている（H︲3︲9）。委細不明。

董其昌草書詩帖 大正５年（1916）３月15日、博文堂に依頼した「董
其昌詩帖」の跋文が届く（H︲2︲5）。同年11月23日、

「艸書詩冊」の書付に関して博文堂とやりとりする
（H︲2︲2）。大正６年（1917）３月12日、「董文敏草書
冊」と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されてい
る（H︲2︲29）。羅目録になし。

董其昌正書楽志論 大正６年（1917）３月12日、「董其昌正書楽志論」と
題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲
2︲29）。羅目録になし。

黄道周書幅
明（1585︲1646）

西備銀行破産管財人に引き渡された作品。大正６年
（1917）３月15日、博文堂を介して山本二峯へ「黄道
周書幅」が売却された（B︲10︲37︲1）。『澄懐堂目録』
巻４の解説だけでは当該作品を同定することができな
い。羅目録になし。
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傅山書幅
明（1607︲1684）

大正２年（1913）７月24日、「傅山書幅」を博文堂よ
り入手した（H︲2︲14）。羅目録になし。

陳元素書巻
明（万暦崇禎間）

明治 44 年（1911）12 月 26 日、博文堂ヘ「陳元素書
巻」の購入希望を伝えた（H︲3︲17）。N32「陳元素書
巻 一百元」、N542「陳元素行書巻」を指すか。

魯治書巻
明（生没年不明）

大正６年（1917）３月12日、「魯治先生書巻」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N7「魯治書巻 三百元」、N155「明魯治書巻 300」、
N278「七、明魯治草書巻 300」を指すか。

明人書帖 明治44年（1911）12月30日、「明人書帖」を博文堂
より入手した（H︲2︲26）。N4「明人墨迹冊子 三百元」、
N140「明人墨跡冊子［徐有貞／王錫爵／李夢陽／羅
倫］」を指すか。

張伯琮草書幅
清（1646︲1731）

大正６年（1917）３月12日、「張伯琮草書幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。

王澍十七帖
清（1668︲1739）

大正６年（1917）３月12日、「王虚舟十七帖」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。

王文治行書幅
清（1730︲1802）

明治44年（1911）12月26日、博文堂へ「王文治行書」
の購入希望を伝え（H︲3︲17）、明治45年（1912）１
月18日、「王夢楼書」の代金60円を博文堂に支払って
いる（H︲3︲21）。『和漢法書展覧会記念帖』（博文堂、
1914）では「清王夢楼［文治］条幅」（「羅振玉」白文
方印が鈐印される）と題し、「大阪 博文堂蔵」として
いるが、久野錦浦が自身の所蔵を隠すために「博文堂
蔵」としたか。N8「王夢楼書幅 六十元」、N34「王夢
楼行書 六十元」、N53「王夢楼書幅 六十元」、N148「清
王夢楼行書条幅 二 60」、N519「王夢楼行書」、N620

「王夢楼行書」、N641「王夢楼字蹟」を指す。羅目録
に久野錦浦購入のチェックあり。

─ 56 ─



─ 37 ─

翁方綱書幅
清（1733︲1818）

大正６年（1917）３月12日、「翁方綱書幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。

劉墉行書幅
清（1719︲1804）

明治45年（1912）１月18日、「劉石菴」に80円を博文
堂に支払っている（H︲3︲21）。大正６年（1917）３月
12日、「劉石菴書幅」と題され、西備銀行破産管財人へ
引き渡されている（H︲2︲29）。N54「劉石庵書幅 八十
元」、N150「清劉石菴行書条幅」、N658「劉石庵行書」
を指す。羅目録に久野錦浦購入のチェックあり。

梁同書書幅
清（1723︲1815）

明治45年（1912）１月18日、「梁山舟」の代金40円
を博文堂に支払っている（H︲3︲21）。N55「梁山舟書
幅 四十元」を指す。羅目録に久野錦浦購入のチェック
あり。

蔣仁草書幅
清（1743︲1795）

大正６年（1917）３月12日、「蔣山堂草書幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N520「蒋山堂墨跡」とあるが同定はできない。

鄧石如篆書朱韓山座
右銘
清（1743︲1805）

明治45年（1912）１月18日、「㔁
（ママ）

完白 50」の代金50円
を博文堂に支払っている（H︲3︲21）。大正６年（1917）
３月15日、「㔁

（ママ）
完白書幅」が博文堂を介して山本二峯

に売却されたことが、原田大観を通じて西備銀行破産
管財人に通知された（B︲10︲37︲1）。『和漢法書展覧会
記念帖』（博文堂、1914）では「清鄧石如［完白］条
幅」（羅振玉「曾蔵羅叔言処」（白文方印）が鈐印され
る）と題し、「大阪 博文堂蔵」としているが、久野錦
浦が自身の所蔵を隠すために「博文堂蔵」としたか。
N58「鄧完白書幅 五十元」、N151「清鄧完白篆書条幅」、
N279「清鄧完白篆書 50」、N627「鄧完白篆書」を指
すか。羅目録に久野錦浦購入のチェックあり。久野錦
浦、山本二峯、林朗庵（1897︲1971）、小林斗盦（1916︲
2007）を経て嘉徳2018年秋季拍売会で中国の個人に販
売された。『楽篆』107号（2019）参照。

毛懐書巻（川口）
清

明治 44 年（1911）12 月 26 日、博文堂へ「毛意香書
巻」の購入希望を伝えた（H︲3︲17）。N33「毛意香書
巻 八十元」を指すか。
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清名賢詩翰
清

大正５年〔1916〕６月27日、西村天囚への「清名賢詩」
跋文の謝儀10円を博文堂に支払う。大正６年（1917）
３月12日、「清名賢詩翰」と題され、西備銀行破産管
財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。羅目録になし。

『澄懐堂書画録』巻９所収「明清大家詩翰集帖」を指
すか。

先朝宝翰
明清

京都国立博物館所蔵。大正５年（1916）６月27日、
長尾雨山への「諸名賢詩翰」題簽及び他１件の謝儀
10円を博文堂に支払う（H︲3︲32）。また、この時に

「三帖冊」の新帙を作り、表紙直しをしている。羅振
玉無紀年跋によると、久野錦浦は羅振玉から民国元
年（1912）頃に入手し、本巻により「墨妙亭」と称し
た。羅目録になし。その後上野理一、上野精一（1882︲
1970）を経て京都国立博物館に所蔵されている。

画

呉鎮墨竹巻（川口）
元（1280︲1354）

明治45年（1912）４月15日、田中常太郎が羅振玉の
「梅道人〃〔墨竹巻〕」を久野錦浦のもとに持ち込んで
いるため（H︲3︲4）、川口棲隺の購入時期はそれ以後
と見られる。羅目録になし。

王蒙山水幅
元（1308︲1385）

大正6年（1917）3月12日、「王蒙（黄鶴山樵）山水
幅」と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されてい
る（H︲2︲29）。羅目録になし。

陸広山水幅
元

大正６年（1917）３月15日、博文堂を介して「陸天
遊山水幅」が山本二峯へ売却された（B︲10︲37︲1）。『澄
懐堂目録』巻2の解説だけでは当該作品を同定するこ
とができない。羅目録になし。

夏㫤墨竹巻（川口）
明（1388︲1470）

明治45年（1912）５月５日、久野錦浦が川口棲隺に「夏
仲昭墨竹巻」を勧めるよう、原田大観にアドバイスを
しているため（H︲2︲18）、購入時期はそれ以後と見ら
れる。羅目録になし。

沈周縮図幅
明（1427︲1509）

大正６年（1917）３月12日、「沈石田縮図幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。
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唐寅采菜巻
明（1470︲1523）

大正５年（1916）３月15日、博文堂より「唐伯虎采
菜巻」に依頼した跋文と作品本体が送達される（H︲2︲
5）。N74「唐伯虎采薬図 三百元」、N380「明唐子畏采
薬図」を指すか。

文徴明墨竹画幅
（川口）
明（1470︲1559）

明治45年（1912）４月28日、油谷博文堂宛川口棲隺
書簡（H︲2︲20）に言及のある「墨竹之軸」と見られる。
Ｎ10「文徴明墨竹 一千元」、Ｎ161「明文徴明墨竹画
幅」、Ｎ371「明文衡山墨竹」を指すか。

文嘉文従簡山水巻
明（1501︲1583）
明（1574︲1648）

大正６年（1917）３月12日、「文嘉文従簡山水巻」と
題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲
2︲29）。羅目録になし。

徐渭画巻
明（1521︲1593）

大正６年（1917）３月12日、「徐青藤巻」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N103「徐青藤野菜巻 二百五十元」、N398「徐青藤花
卉図巻」、N667「徐青藤墨花巻」を指すか。

陳嘉言花鳥図
明（1539︲?）

大正５年（1916）３月15日、博文堂より「陳孔彰花
鳥図」に依頼した跋文と作品本体が送達される（H︲2︲
5）。N93「陳嘉言花鳥軸 八十元」、N186「明陳孔彰花
鳥幅―250」、N640「陳孔彰花鳥」を指すか。

董其昌山水幅
明（1555︲1636）

大正６年（1917）３月12日、「董其昌山水幅」と題さ
れ、西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲
29）。N71「董其昌采筆山水幅 二百五十元」、N181「明
董其昌採筆山水幅」、N287「十六 明董其昌山水 350」、
N410「董香光采筆山水立軸」を指すか。

蕭雲従山水巻
明（1596︲1673）

大正６年（1917）３月12日、「蕭尺木山水巻」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N594「蕭尺木山水横幅」を指すか。

楊文驄山水幅
明（1597︲1645）

明治44年〔1911〕12月30日、博文堂より「文総」を
入手。大正６年（1917）３月12日、「楊文総山水幅」
と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されている

（H︲2︲29）。羅目録には巻子作品は見えるが幅作品は
見えない。

─ 59 ─



─ 40 ─

陳煥山水冊
明

明治44年（1911）12月26日、博文堂へ「陳燠山水冊」
の購入希望を伝える（H︲3︲17）。明治45年〔1912〕３月
13日、「陳堯峯画冊」の帙仕立替えを博文堂に依頼

（H︲3︲10）、同年 3 月 23 日、博文堂より「陳堯峯画
冊」の送達を受けている（H︲3︲9）。N30「陳煥山水冊 
二百元」、N170「明陳堯峯山水冊 200」、N439「陳堯
峰山水冊」を指すか。

卞文瑜山水幅
明

大正6年（1917）3月12日、「卞文瑜山水幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N611「卞文瑜山水」を指すか。

画中九友集冊
明清

明治44年（1911）12月30日に博文堂より「九友帖」
を入手する（H︲2︲26）。明治45年（1912）３月23日、
博文堂から「画中九友神品」が送達されている（H︲3︲
9）。羅目録にはないが、『画中九友集冊』（博文堂合資
会社、1921）を指すか。久野錦浦の後は、菅野智明「博
文堂における中国法書の影印出版について」（『中国近
現代文化研究』第16号、2015、14︲52頁）によると、
菊池惺堂の所蔵となったという。羅目録になし。

石濤山水冊
清（朱若極、道済、
1630︲ ？）

明治45年（1912）１月18日、博文堂に「石濤」の代
金250円を支払っている（H︲3︲21）。大正６年（1917）
３月12日、「石濤画冊」と題され、西備銀行破産管
財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。N57「石濤画冊 
二百五十元」、N195「清石濤山水冊 250」を指す。羅
目録に久野錦浦購入のチェックあり。

王翬山水幅
清（1632︲1717）

西備銀行破産管財人に引き渡された作品。大正６年
（1917）３月15日、博文堂を介して山本二峯へ「王
石谷山水幅」が売却された（B︲10︲37︲1）。N3「王石
谷山水 五百元」、N106「王石谷山水軸 四百五十元」、
N227「清王石谷山水幅［二］―四五〇」、N466「王石
谷仿呉趙興立軸」を指すか。『澄懐堂書画録』巻６に
は当該作品が見えない。
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呉歴山水
清（1632︲1718）

明治45年（1912）１月18日、博文堂に「呉歴山水」
の代金 350 円を支払っている（H︲3︲21）。N48「呉
歴山水 三百元」、N134「―呉歴仿黄〔公〕望山遊図
三〇〇」を指すか。

徐用錫山水幅
清（1656︲?）

大正6年（1917）3月12日、「徐晋斎山水幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。

張宗蒼画冊及山水幅
清（1686︲1756）

明治 44 年（1911）12 月 19 日、博文堂より入手する
（H︲3︲23）。 前 者 は、 明 治 45 年（1912） ３ 月 13 日、
「張篁邨画冊」の帙の仕立て直しを博文堂に依頼
（H︲3︲10）、同年３月23日、博文堂から「張宗蒼画
冊」が送達されている（H︲3︲9）。N25「張宗蒼山水冊 
二百五十元」、N204「清張宗蒼山水冊 250」、N497「張
墨岑山水冊」を指す。羅目録に久野錦浦購入のチェッ
クあり。後者は、N26「張墨岑山水 一百元」、N618「張
墨岑山水」を指すか。

張問陶
清（1764︲1814）

大正５年（1916）６月27日、長尾雨山への「張舩山
箱書」他１件の謝儀10円を博文堂に支払う（H︲3︲32）。
N17「張船山墨梅巻 五十元」、N539「張船山墨梅」を
指すか。

湯貽汾山水巻（川口）
清（1778︲1853）

明治44年（1911）12月26日、博文堂へ「湯貞愍山水
巻」の購入希望を伝える（H︲3︲17）。N28「湯貞愍公
山水巻 五十元」、N123「湯雨山山水 五十元」、N215「清
湯雨生山水巻 50」、N261「清湯雨生山水幅」、N541「湯
貞愍公山水」、N609「湯貞愍公山水巻」を指すか。

王昱雲烟山水
清

大正６年（1917）３月12日、「王昱雲烟山水マクリ」
と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されている

（H︲2︲29）。羅目録に王昱（東荘）の名があるが同定
はできない。

閻錫純画冊
清

明治45年（1912）１月18日、博文堂に「閻竹賓」の
代金70円を支払っている（H︲3︲21）。N56「閻竹賓画
冊 七十元」、N217「清閻竹賓画冊 70」を指す。
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尹錫老猫幅
清

大正６年（1917）３月12日、「尹西村老猫軸」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N94「尹西村耄耋図 二百元」、N248「清尹西村山水幅
―二五〇」を指すか。

項奎山水巻
清

大正６年（1917）３月12日、「項東井山水巻」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N9「項東井山水巻 五十元」、N207「清項東井山水巻 
50」、N550「項東井山水巻」を指すか。

石濤黄研旅度嶺図巻
清

大正５年（1916）11 月 25 日、博文堂より入手した
（H︲2︲4）。羅目録になし。古原宏伸「石濤「黄研旅度
嶺図巻」」（『文化財学報』第8集、1990、1︲30頁）と
見られるが、古原氏は逓伝の過程を明らかにしない。

王舟麓山水幅
不明

大正６年（1917）３月12日、「王舟麓山水幅」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。王舟麓の閲歴は不明。

書画合巻

文徴明沈周書画合巻
明（1470︲1559）
明（1427︲1509）

明治45年（1912）４月27日、博文堂に「沈周徴明合巻」
委譲の依頼をし（H︲3︲1）、大正２年（1913）８月５日、

「文沈合巻」を入手した（H︲2︲10）。大正６年（1917）
３月12日、「文沈合巻」と題され、西備銀行破産管財
人へ引き渡されている（H︲2︲29）。羅目録になし。外
題簽に、「文沈詩画合巻［墨眇亭珍蔵／羅振玉題］」、「羅
振玉」白文方印、「玉簡斎」白文方印、内藤湖南大正
２年（1913）３月跋、羅振玉無紀年跋、長尾雨山大正
４年（1915）跋が見える。羅振玉跋に、「……壬子春、
即帰錦浦先生、復命題字。」とあり、跋の執筆後に久
野錦浦に譲渡されたのだろう。その後飯田新七（四代
目、1859︲1944）の収蔵を経て東京中央オークション
に出品された。大野修作『民間に眠る名品 文徴明沈
周書画合巻―清国墨眇亭旧蔵 羅振玉題』（アートライ
フ社、2013）参照。羅目録になし。
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陳淳書画合巻
明（1483︲1544）

大正５年（1916）３月15日、博文堂より「陳白陽書
画合巻」に依頼した跋文と作品本体が送達される（H︲
2︲5）。N160「明陳道復書画合巻」、N389「又〔陳白陽〕
大画合巻」を指すか。

李流芳書画巻
明（1575︲1629）

大正５年（1916）３月15日、博文堂より「李流芳巻」
に依頼した跋文と作品本体が送達される（H︲2︲5）。
大正６年（1917）3月12日、「李流芳書画巻」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N44「李流芳書画合巻 三百元」、N73「李流芳書画巻 
二百五十元」を指すか。

清人書画冊
清

明治44年（1911）11月28日、博文堂に「清人画帖［王
石谷〔翬〕／賈鉝／唐岱］の購入依頼をし（H︲3︲13）、
明治45年（1912）１月18日、博文堂に「清人書画冊」
の代金250円を支払っている（H︲3︲21）。N194「清人
書画冊［王翬／唐岱〔朱で罫線〕／賈鉝／銭朝鼎／沈
獅峯／馬扶曦］」を指す。

扇面帖一帖
不明

西備銀行破産管財人に引き渡された作品。大正６年
（1917）３月15日、博文堂を介して山本二峯へ「扇面
帖 壱帖」が売却された（B︲10︲37︲1）。羅目録になし。

『澄懐堂目録』の解説だけでは当該作品を同定するこ
とができない。

碑帖

宋拓孔子庿堂碑 大正6年（1917）３月12日、「宋拓孔子庿堂碑帖」と
題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲
2︲29）。羅目録にないが、遠藤昌弘解題『羅振玉審
定 至精宋拓 孔子庿堂碑 唐 虞世南』（現代書研究社、
2005）と判断される。宝熙の代售して羅振玉が日本に
もたらし、久野錦浦、そして吉田成堂氏の所蔵となっ
た。同書収載羅振玉壬子（1912）五月跋参照。

明拓多宝塔碑 大正６年（1917）３月 12 日、「明拓顔真卿多宝塔
帖」と題され、西備銀行破産管財人へ引き渡されて
いる（H︲2︲29）。N323「明拓多宝塔碑［翁覃谿跋］
一百五十元」とあるが同定することはできない。
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麻姑仙壇記 明治45年（1912）３月23日、博文堂から「麻枯仙壇記」
の返却を受けている（H︲3︲9）。N300「南宋拓大字麻
姑山仙壇記［張叔未跋］四百元」を指すか。

郭氏家庿碑 明治45年（1912）３月23日、博文堂から「郭氏家庿碑」
の返却を受けている（H︲3︲9）。羅目録になし。西泠
印社2012年春季拍売会古書籍善本専場に、「阮元、羅
振玉題宋拓郭氏家庿碑」として出品された。

明拓李思訓碑 大正５年（1916）６月27日、「明拓雲輝〔麾〕将軍
壱帖」を博文堂に「金百参拾円」で売却した（H︲3︲
32）。N333「明拓雲麾将軍碑［韓桂舲 湯雨生題跋］
一百五十元」を指すか。

宋拓二種 明治45年（1912）３月8日、「宗〔宋〕拓二種」を博
文堂と内藤湖南の仲介で入手した（H︲2︲27）。具体的
な内容は不明である。

甲秀堂周秦篆譜 明治45年（1912）３月23日、「甲秀堂周秦篆譜」を博
文堂から返却を受けている（H︲3︲9）。N349「明拓甲
秀堂帖（周秦篆譜）［曹□□蔵］一百元」を指すか。

史岑出師頌 明治45年（1912）３月23日、博文堂より「史孝山出
師頌」の送達を受けている（H︲3︲9）。羅目録になし。
西泠印社2016年秋季拍売会吉金嘉会・金石碑帖専場
に、「羅振玉等題宋拓出師頌」として出品された。

宋拓黄庭経 大正６年（1917）３月12日、「宋拓黄庭経」と題され
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
N296「宋拓黄庭経［楊大瓢諸家題跋］七百元」は大
西見山の所蔵で本件とは異なる。『唐橅宋拓黄庭経』

（油谷博文堂、1914）参照。

宋拓十七帖 明治44年（1911）８月22日、博文堂より「十七帖」
を入手し、内藤湖南の題跋を求めている（H︲3︲12）。
大正５年（1916）６月27日、博文堂に「金壹阡五拾円」
で「宋拓十七帖」を売却している（H︲3︲32）。N301「宋
拓十七帖残本［唐鷦安蔵］一百五十元」を指すか。
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宋拓神龍蘭亭序 木雞室所蔵。『宋拓神龍本蘭亭叙』（油谷博文堂、1913）
所収羅振玉壬子（1912）九月中澣跋末に「……錦浦先
生以為何如。」とあり、この頃に羅振玉から久野錦浦の
有に帰している。羅目録になし。

宋拓書譜 大正６年（1917）３月12日、「宋拓書譜」と題され、
西備銀行破産管財人へ引き渡されている（H︲2︲29）。
羅目録になし。

争坐位帖 明治45年（1912）３月23日、博文堂から「争坐位帖」
の返却を受けている（H︲3︲9）。N303「宋拓争坐位帖

［臨川李公博蔵］一百五十元」を指すか。なお、大西
見山旧蔵の『南宋拓論坐帖』（油谷博文堂、1914）と
は異なる。

明拓法帖二種（川口）明治45年（1912）３月８日、久野錦浦が博文堂へ川
口棲隺の代わりに「明拓法帖弐種」の代金を支払い、
内藤湖南跋を要請する（H︲2︲27）。具体的な内容は不
明である。

過雲楼蔵帖 明治45年（1912）４月15日、博文堂より「過雲楼蔵
帖八冊」が送達され、帙箱と題跋を依頼する（H︲3︲4）。
当該法帖は光緒９年（1883）に顧文彬が編纂した全８
巻の法帖である。羅目録になし。
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ま
ま
記
し
、
消
印
や
内
容
か
ら
判
断

で
き
る
場
合
は
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
記
し
た
。

・ 

封
筒
は
読
む
際
に
切
り
取
ら
れ
、
封
書
も
サ
イ
ズ
が
一
定
で
な

い
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
「
封
筒
外
寸
」、「
封
書
本
紙
外
寸
」

は
残
長
と
し
た
。

１ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
二
二
日
（H

-3-12

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
六
セ
ン
チ
×
横
八
・
三
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／44.8.23

／
后9︲11

大
阪
川
口
／44.8.24

／
后
□︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
Ｔ
Ｓ
」
は
シ
ー
ル
、
他
は
墨
書
〕
Ｔ
Ｓ
／

備
後
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
八
月
廿
三
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
〇
四・
七

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
呈
残
炎
難
去
候
処
／
益
御
清
祥
奉
賀

候
／
陳
者
十
七
帖
之
義
／
色
々
御
手
数
相
煩
シ
／
奉
謝
候
内

藤
〔
湖
南
〕
博
士
／
秋
涼
之
頃
御
認
め
／
被
下
候
趣
相
承
仕
候
／

其
際
又
々
御
送
可
申
候
間
／
何
卒
御
取
謀
之
程
／
願
上
候
／

〔
貫
名
〕
翁
レ
菘
手
紙
之
件
／
御
来
示
了
承
仕
候
／
御
差
支
な

く
バ
／
拝
見
仕
度
候
代
価
／
幷
セ
テ
御
報
相
／
願
度
候
／
右
貴

報
旁
如
此
ニ
／
御
座
候
／
拝
具
／
八
月
廿
二
日
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕
／
博
文
堂
御
主
人
〔
原
田
大
観
〕

２ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
一
月
二
八
日
（H

-3-13

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ
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・ 
消
印　

 

広
島
・
三
原
／44.11.28

／
后7︲9

大
阪
川
口
／44.11.29

／
前9︲10

・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
封
」
は
シ
ー
ル
、
他
は
墨
書
〕
封
／
備

後
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
十
一
月
廿
八
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
九
セ
ン
チ
×
横
一
三
五
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
仕
候
昨
日
ハ
御
多
用
中
／
態
々
御
出

張
被
下
且
ツ
／
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
御
意
見
／
一
々
御
説
明
被

下
大
ニ
／
快
感
相
覚
急
申
候
／
何
等
の
御
構
も
不
仕
／
終
始
欠

礼
仕
候
何
卒
／
御
海
容
被
成
下
度
候
／
祝
允
明
書
巻
及
清
人
／

書
画
帖
壱
冊
ハ
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
ヨ
リ
／
返
送
致
さ
る
べ
く
候

同
時
／
同
氏
所
蔵
之
枝
山
〔
祝
允
明
〕
書
簡
御
手
元
迄
送
ら

れ
可
申
候
／
間
宜
敷
御
依
頼
申
上
存
候
／
清
人
画
帖
﹇
王
石
谷

〔
翬
〕
／
賈
鉝
／
唐
岱
﹈
等
の
分
／
小
生
御
譲
受
け
申
度
存
居

候
／
乍
御
手
数
先
日
の
目
録
ニ
／
記
入
ア
リ
シ
人
名
（
画
冊
の

分
）
／
御
知
被
下
度
候
尚
人
物
伝
／
御
序
ニ
内
藤
〔
湖
南
〕
博

士
ニ
御
尋
／
御
知
被
下
候
ハ
ヾ
幸
甚
ニ
存
候
／
何
れ
ハ
右
画
冊

ニ
伝
記
／
御
記
入
方
〔
内
藤
湖
南
〕
博
士
ニ
相
願
／
度
存
居
候

御
含
み
置
被
下
度
候
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
羅
飯
牛
〔
牧
〕
山

水
／
巻
望
ま
れ
居
候
間
／
同
方
へ
御
送
り
被
下
度
候
／
右
要
旨

申
上
存
候
／
拝
具
／
十
一
月
廿
八
日
夜
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

／
博
文
堂
主
人
〔
原
田
大
観
〕

３ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
二
日
（H

-3-24

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／ 44.12.2 

／ 

后 3︲5

大
阪
川
口
／44.12.3

／
前0︲5

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、「
〆
」、
日
付
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
〆
／

明
治
四
拾
四
年
十
二
月
二
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸
〔
一
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横

一
二
〇
・
五
セ
ン
チ　
〔
二
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
七
・
八
セ
ン
チ
×

横
三
七
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
宮
崎
文
庫
／
旧
蔵
巻
幷

手
簡
／
巻
等
御
送
被
下
正
ニ
／
到
着
仕
候
何
連
〔
れ
〕
後
／
便

御
様
子
可
申
上
存
候
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
届
け
品
ま
ゝ
／
差

出
置
申
候
同
氏
／
両
三
日
他
行
ニ
付
／
此
義
御
含
み
被
下
度
候

／
先
日
一
寸
申
上
置
候
／
羅
飯
牛
〔
牧
〕
山
水
巻
／
（
羅
振
玉
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氏
旧
蔵
先
日
拝
見
／
致
候
分
）
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
所
望
ニ
付

同
方
へ
／
向
け
小
包
便
ニ
テ
御
／
発
送
願
上
候
／
御
取
替
被
下

候
〔
集
字
〕
聖
教
序
／
只
今
着
旧
分
御
返
／
送
申
上
候
御
査
収

被
下
度
候
一
部
ハ
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
為
持
置
候
／
○
／
御
序

之
際
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
／
御
送
り
の
通
り
の
白
／
画
帖
弐
冊

御
送
り
／
被
下
度
願
上
候
／
右
御
報
旁
如
此
ニ
／
御
座
候
／
拝

具
／
十
二
月
二
日
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
博
文
堂
／
御
主
人

〔
原
田
大
観
〕〔
二
枚
目
〕
副
啓
／
羅
振
玉
氏
旧
蔵
中
／
書
幅
代

価
百
円
以
内
／
の
も
の
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生
ト
御
／
申
合
さ
れ

引
受
置
／
候
て
宜
敷
も
の
御
御
座
候
ハ
ヾ
／
御
送
り
被
下
度
御

依
／
頼
申
上
候
也

４ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
一
二
日
（H

-2-23

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
四
セ
ン
チ
×
横
九
・
三
セ
ン
チ

・ 

消
印　
〔
な
し
〕

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／

八
十
番
地
／
油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
備
後
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕
／
竹
部
秀
松
〔
半
野
〕
持
来

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
一
セ
ン
チ
×
横
九
〇
・
四

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
先
日
ハ
御
来
原
〔
三
原
〕
／
被
下

候
処
終
始
欠
礼
仕
候
／
其
際
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
宅
ニ
於
テ
／
御

紹
介
申
上
候
竹
部
／
〔
竹
部
〕
秀
松
〔
半
野
〕
君
今
一
度
／
拝

見
相
願
度
且
ツ
／
二
三
点
御
譲
受
／
申
度
旨
有
之
候
／
御
差
支

無
之
限
り
／
可
然
御
便
宜
御
与
へ
／
被
下
度
候
自
然
品
物
／
持

帰
リ
度
旨
申
出
候
共
／
其
辺
ハ
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
等
ニ
於
テ

／
御
引
受
可
申
候
間
御
心
置
な
く
御
思
召
被
下
度
候
／
右
御
依

頼
旁
如
此
御
座
候
／
拝
具
／
極
月
〔
一
二
月
〕
十
二
日
／
久
野

元
吉
〔
錦
浦
〕
／
博
文
堂
主
人
〔
原
田
大
観
〕
／
御
中

・ 

備
考　

内
容
よ
り
判
断
し
て
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
と
推

定
し
た
。

５ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
一
九
日
（H

-3-23

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広 

島
・
三
原
／44.12.19

／
后7︲9

大
阪
川
口
／44.12.20

／
前9︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
、「
封
」
は
シ
ー
ル
、
日
付
は
墨
書
、
他
は
印

字
〕
封
／
明
治
四
拾
四
年
十
二
月
十
九
日
／
備
後
国
三
原
町
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
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・ 
封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
一
二
九
・
三

セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
呈
張
宗
蒼
画
冊
及
山
水
幅
御
送
相
成
／

正
ニ
入
手
仕
候
御
来
示
之
／
通
り
如
何
ニ
モ
珍
幅
之
／
様
被
存

申
候
／
〔
貫
名
〕
菘
翁
鑑
定
書
御
返
送
被
下
御
手
数
之
段
謝
上

候
／
御
示
之
通
巻
首
か
巻
末
へ
／
張
〔
貼
〕
込
み
可
申
候
／
竹

部
〔
半
野
〕
事
八
点
引
受
け
／
申
候
趣
了
承
仕
候
代
金
ハ
／
取

約
め
送
付
為
致
可
申
候
」
／
羅
〔
振
玉
〕
氏
蔵
幅
中
の
／
朱
之

蕃
墨
竹
／
御
差
支
無
之
候
ハ
ゞ
拝
見
／
相
願
度
候
他
へ
御
見

せ
／
被
成
候
御
妨
げ
尓
〔
に
〕
も
相
成
／
不
申
候
ハ
ゞ
御
送
被

下
度
候
」
／
祝
允
明
書
巻
分
弐
品
の
／
義
ニ
付
色
々
御
手
数
相

煩
／
奉
多
謝
候
／
先
日
御
送
相
願
可
申
候
書
翰
／
巻
仕
立
料
御

序
ニ
／
御
知
被
下
度
候
／
右
要
耳
如
此
ニ
御
座
候
／
頓
首
／

十
二
月
十
九
日
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
博
文
堂
御
主
人
〔
原

田
大
観
〕
様
／
書
巻
十
八
巻
箱
入
／
只
今
到
着
（
十
九
日
午

後
／
七
時
比
）
／
緩
ニ
拝
見
可
仕
可
申
候
／
明
日
何
分
の
義
御

報
／
可
申
上
存
候
也

６ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
二
二
日
（H

-3-22

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／44.12.22

／ 

后 

□︲

□

大
阪
川
口
／44.12.23

／
前9︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
〆
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
四
年
十
二
月
廿
二
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
六
四
・
六

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
御
送
付
の
書
翰
拝
／
見
仕
候
如
何

ニ
モ
珍
敷
／
殊
ニ
多
数
相
纏
ま
り
居
候
／
事
故
御
譲
受
け
申
度

ハ
／
存
候
得
共
先
般
来
／
格
別
の
奮
発
尓
〔
に
〕
て
／
乍
遺
憾

御
返
送
／
申
置
候
間
当
分
ハ
／
他
へ
御
向
け
被
下
度
候
／
頓

首
／
十
二
月
廿
二
日
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
博
文
堂
御
主
人

〔
原
田
大
観
〕
殿

７ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
二
六
日
（H

-3-17

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 
消
印　

 

広
島
・
三
原
／44.12.26

／
后3︲5

大
阪
川
口
／44.12.27

／
前0︲5

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中
／
急
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・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
封
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
四
年
一
二
月
廿
六
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
一
七・
三

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
昨
夜
書
面
ヲ
以
テ
／
川
口
〔
棲
隺
〕

氏
へ
／
豊
南
禺
〔
坊
〕
書
巻
か
／
王
履
吉
〔
寵
〕
石
湖
八
絶
句

書
冊
〔
行
書
琴
操
十
首
〕
／
の
内
／
又
小
生
へ
画
冊
の
内
／
御

送
付
方
御
依
頼
申
上
／
置
候
処
今
朝
竹
／
部
〔
半
野
〕
帰
来
／

（
毛
意
香
〔
懐
〕
書
巻
／
湯
貞
愍
〔
貽
汾
〕
山
水
巻
／
川
口
〔
棲

隺
〕
氏
／
（
陳
燠
〔
煥
〕
山
水
冊
／
陳
元
素
書
巻
／
王
文
治
行

書
∨
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
／
右
之
通
り
引
受
申
候
間
／
前
記
御

依
頼
之
分
ハ
／
送
付
方
御
見
合
被
下
度
候
／
只
今
電
報
ヲ
以
テ

／
サ
ク
ヤ
テ
ガ
ミ
ノ
シ
ナ
／
オ
ク
ル
ニ
オ
ヨ
バ
ズ
／
ア
ト
フ
ミ

／
ト
申
上
置
候
御
承
引
被
下
度
候
／
右
要
耳
／
匆
々
頓
首
／
朧

月
念
六
〔
一
二
月
二
六
〕
／
元
〔
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕〕
／
油

谷
博
文
堂
様

８ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
三
〇
日
（H

-2-26

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／44.12.30

／
前11 

后1 
大
阪
川
口
／44.12.31

／
前7︲8

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中　
「
書
留
」
朱
文
印　
「
表
番
号
／
三
原
局
／

貳
九
六
」

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
印
字
、
日
付
の
み
墨
書
〕
備
後
三
原
町
／

﹇
株
式
／
会
社
﹈
西
備
銀
行
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
明
治
四
拾

四
年
十
二
月
三
十
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
二
七
八
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
年
末
愈
切
迫
／
御
繁
用
察
入
申
候
／

川
口
〔
棲
隺
〕
氏
蔵
祝
允
明
書
巻
御
来
旨
之
趣
了
承
／
御
書
翰

仝
氏
へ
相
示
し
申
候
／
偽
物
を
珍
蔵
せ
し
愚
さ
／
せ
尓
〔
に
〕

ハ
随
分
此
謝
多
々
／
可
有
之
候
得
共
今
更
／
な
が
ら
両
人
大
笑

ニ
／
御
座
候
落
担〔
胆
〕所
か
至
／
極
平
気
ニ
御
座
候
小
生〔
久

野
錦
浦
〕
分
／
冷
か
さ
る
ゝ
ニ
閉
口
仕
候
ニ
御
座
候
／
九
友

帖
〔
画
中
九
友
集
冊
〕
ハ
神
品
之
趣
／
之
れ
尓
〔
に
〕
て
埋
合

相
付
き
申
候
／
此
内
偽
物
ハ
張
〔
貼
〕
替
之
上
／
題
跋
御
願
ひ

可
被
申
候
／
尤
も
疑
ハ
シ
ト
心
得
居
候
／
文
総
〔
楊
文
驄
〕
が

非
常
の
上
出
来
／
随
分
面
白
き
事
ニ
御
座
候
／
明
人
書
帖
全
部

真
／
筆
の
由
相
承
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
一
人
／
大
勝
利
ニ
御
座

候
／
御
同
慶
被
下
度
候
／
伝
記
御
取
調
べ
跋
文
／
等
之
事
宜
敷
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御
願
申
上
候
／
竹
部
〔
半
野
〕
持
帰
り
の
陳
燠
〔
煥
〕
／
山
水

冊
値
段
御
書
誤
り
の
／
趣
き
仝
冊
ハ
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
引
／

受
居
申
候
折
角
張
宗
蒼
冊
ニ
比
較
シ
／
安
過
ぎ
ハ
せ
ぬ
か
位

の
／
感
ハ
御
座
候
得
共
／
支
那
ニ
テ
持
て
ぬ
人
か
／
と
存
居
可

申
候
画
の
出
／
来
尓
〔
に
〕
於
テ
ハ
中
々
／
楽
し
め
申
候
張

宗
／
蒼
画
冊
と
共
ニ
／
毎
夜
机
上
ニ
展
／
観
致
居
候
就
テ

ハ
／
不
足
額
加
付
差
出
／
申
候
間
宜
敷
御
取
斗
被
下
度
候
／
跡

〔
後
〕
倉
庫
ニ
残
品
真
／
筆
分
相
分
リ
次
第
目
録
御
示
シ
被
下

度
候
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
祝
枝
山
〔
允
明
〕
の
／
代
リ
ニ
書

巻
何
か
／
相
勧
め
可
申
候
豊
南
禺
〔
坊
〕
書
巻
／
丁
度
宜
敷
か

と
存
候
／
文
徴
明
と
同
時
代
ニ
モ
／
有
之
墨
竹
の
画
ニ
／
対
シ

書
巻
取
合
セ
／
至
極
と
存
候
相
／
勧
度
存
居
候
／
此
書
面
此
度

迄
書
き
て
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
相
見
セ
申
候
／
枝
山
〔
祝
允

明
〕
の
代
リ
尓
〔
に
〕
書
巻
／
置
受
け
ハ
大
賛
成
／
ニ
有
之
存

候
間
豊
南
禺
〔
坊
〕
書
／
巻
ニ
テ
モ
何
ニ
テ
モ
内
藤
〔
湖
南
〕

／
先
生
の
御
指
図
通
リ
ニ
／
可
致
旨
ニ
御
座
候
／
乍
御
手
数

〔
内
藤
湖
南
〕
先
生
へ
／
御
相
談
相
願
度
候
／
前
後
不
揃
尓

〔
に
〕
／
乱
筆
御
推
読
被
下
度
候
／
頓
首
／
極
月
〔
一
二
月
〕

三
十
日
／
元
〔
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕〕
／
油
谷
〔
達
〕
翁
／
追

而
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
ハ
一
月
四
日
／
迄
在
宅
五
日
ヨ
リ
／
十

日
比
他
行
可
致
候
／
可
相
成
候
ハ
四
日
比
迄
ニ
／
御
返
書
願
度

候
／
御
返
送
の
枝
山
〔
祝
允
明
〕
書
／
巻
ハ
着
致
候
由
ニ
／
御

座
候
也

９ 

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
二
月
三
〇
日
（H

-2-30

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広 

島
・
三 

原 

／44.12.30

／
前
□︲

□

大
阪
川
口
／44.12.31

／
前10︲11

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
様
／
急
々

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
封
緘
」
は
シ
ー
ル
、
日
付
は
墨
書
、
他

は
印
字
〕
封
緘
／
明
治
四
十
四
年
十
二
月
三
十
日
備
後
国
三
原

町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
六
八
・
六

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
前
便
ヲ
以
テ
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ

祝
枝
山
〔
允
明
〕
／
代
り
の
書
巻
之
事
ニ
付
／
申
上
置
候
通
仝

氏
／
非
常
ニ
代
り
品
の
／
着
ヲ
楽
し
み
尓
〔
に
〕
隺
首
致
居
ら

れ
／
候
間
御
含
み
ニ
テ
／
可
相
成
早
く
御
／
送
り
被
下
度
候
／

草
々
／
三
十
日
夜
／
元
〔
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕〕
／
油
谷
〔
達
〕

翁
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10 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
二
日
（H

-3-18

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 
消
印　

 
広
島
・
三 

原
／45.1.2

／
后 7︲9

大
阪
川
口
／45.1.3

／
后2︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、「
封
緘
」
は
シ
ー
ル
、
日
付
は
墨
書
、
他

は
印
字
〕
封
緘
／
明
治
四
拾
五
年
一
月
二
日
／
備
後
国
三
原

町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
一
〇
五
・
七

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
一
陽
来
復
慶
賀
〳
〵
候
／
旧
臘
ハ
度
々

御
手
配
相
煩
／
恐
縮
仕
候
豊
南
禺
〔
坊
〕
／
書
巻
相
届
き
申
候

出
来
／
幷
ニ
伝
来
御
申
分
無
之
／
候
得
共
伝
記
取
調
べ
候
処
／

人
格
ニ
於
テ
如
何
敷
辺
／
有
之
候
様
被
存
候
川
口
〔
棲
隺
〕
氏

／
躊
躇
之
気
味
有
之
可
申
候
／
可
相
成
ハ
祝
允
明
の
／
失
策
ニ

対
シ
テ
何
か
／
総
而
の
点
ニ
於
テ
快
感
を
／
覚
ゑ
ら
る
ゝ
様
の

も
の
／
相
勧
め
申
度
不
得
止
／
画
の
方
に
致
寿
〔
す
〕
べ
く
か

と
／
申
居
ら
れ
可
申
候
要
ス
ル
ニ
／
跡
〔
後
〕
品
御
送
付
被
下

趣
／
き
ニ
付
拝
見
之
上
何
か
／
御
勧
め
可
申
候
／
右
要
耳
如
此

ニ
御
座
候
／
頓
首
／
一
月
初
二
／
元
〔
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕〕

拝
／
博
文
堂
様
／
桑
名
〔
鐵
城
〕
先
生
へ
御
紹
介
被
下
候
趣
奉

大
謝
候

11 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
七
日
（H

-3-19

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
六
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広 

島
・
三
原
／ 4  5.1.8

／
前11︲

后1 

大 

阪
川
口  

／ 4  5.1.8

／
后11︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
め
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
書
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
封
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
五
年
一
月
八
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・一
セ
ン
チ
×
横
一
〇
七
・
〇

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
年
首
早
々
御
多
繁
之
際
罷
出
種
々
／

御
高
配
ニ
預
リ
以
御
蔭
／
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生
の
御
高
話
／
拝

聴
益
寿
〔
す
〕
る
所
不
尠
／
習
字
の
心
得
等
ハ
実
ニ
／
得
る
所

多
々
有
之
存
候
／
翌
日
ハ
又
桑
名
〔
鐵
城
〕
先
生
、
／
御
紹
介

被
下
御
親
切
な
る
／
御
指
導
ニ
預
リ
両
日
共
／
誠
尓
〔
に
〕
愉

快
尓
〔
に
〕
相
過
し
／
申
候
全
く
貴
下
〔
原
田
大
観
〕
／
御
高

配
之
給
物
と
／
厚
く
〳
〵
奉
感
佩
可
申
候
／
両
先
生
〔
内
藤
湖
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南
、
桑
名
鐵
城
〕
へ
貴
下
ヨ
リ
／
宜
敷
御
挨
拶
成
置
／
被
下
度

候
／
右
不
取
敢
御
礼
／
旁
如
此
ニ
御
座
候
／
拝
具
／
正
月
七
日

／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
油
谷
〔
達
〕
大
人
／
侍
史

12 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
九
日
（H

-3-20

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

  

広 

島
・
三
原
／45.1.10

／
前
□︲

□

大 

阪
川
口 

／45.1.10

／
后2︲

□

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
め
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
封
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
五
年
一
月
九
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
九
〇
・
二

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
弊
屋
床
の
／
寸
法
／
折
釘
ヨ
リ
下
／

〔
折
釘
の
図
省
略
。
横
に
「
七
尺
四
寸
」
と
あ
り
〕
／
幅
の
長

サ
／
七
尺
三
寸
ナ
レ
バ
／
至
極
適
当
／
右
ニ
御
見
計
被
下
度

候
／
六
書
通
／
漢
印
分
韻
／
続
斎
魯
古
印
攈
／
右
御
送
り
御
手

数
謝
／
上
候
代
金
ハ
後
便
ニ
／
御
送
可
申
存
候
也
／
右
要
耳
／

頓
首
／
正
月
九
日
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
油
谷
〔
達
〕
翁

13 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
一
二
日
（H

-2-32

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／45.1.122

／
〔
判
読
不
能
〕

大
阪
川
口
／44.12.31

／
前10︲11

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
貳
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
一
月
十
二
日
／
備
後
三
原
／

川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
三
枚
〕
縦
二
二
・
六
セ
ン
チ
×
横

一
二
・
六
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
謹
啓
愈
御
安
康
奉
大
賀
候
陳

者
祝
枝
山
〔
允
明
〕
／
書
巻
之
儀
度
々
御
厄
介
相
供
〔
共
〕
恐

縮
仕
候
何
／
卒
宜
敷
願
上
候
写
真
之
儀
更
ニ
御
遠
慮
／
無
御

座
候
間
御
撮
影
被
為
成
度
候
／
箱
ハ
裏
面
ニ
○
〔
ま
ろ
〕
き
穴

者
〔
ハ
〕
至
極
便
宜
ニ
御
座
／
候
間
何
卒
御
明
け
可
被
下
候
紐

者
〔
ハ
〕
小
生
〔
川
口
棲
隺
〕
之
分
／
無
御
座
方
便
利
ニ
奉
存

候
如
仰
箱
相
重
／
収
候
節
不
便
ニ
奉
存
候
〔
二
枚
目
〕
拙
宅
床

内
ノ
リ
を
金
尺
七
尺
ニ
御
座
候
間
／
掛
物
之
格
好
ニ
モ
相
依
リ

可
申
候
得
共
六
尺
／
八
寸
位
ニ
御
切
リ
縮
可
被
下
願
上
候
万
々

事
／
御
手
数
而
巳
相
煩
恐
入
候
得
共
宜
敷
願
上
候
／
内
藤
〔
湖

南
〕
博
士
之
御
面
会
之
節
可
然
御
手
数
之
／
御
礼
御
鳳
声
奉
願
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上
候
尚
従
来
所
蔵
／
祝
允
明
近
日
相
送
候
間
何
卒
宜
敷
／
願
上

候
〔
三
枚
目
〕
申
後
れ
失
礼
之
至
ニ
御
座
候
得
共
先
日
参
／
堂

仕
御
地
走
二
相
成
候
段
可
然
／
御
令
閨
様
御
一
同
様
へ
御
礼
御

伝
声
奉
／
願
上
候
右
要
領
耳
如
此
御
座
候
／
敬
具
／
一
月
十
二

日　

川
棲
鶴
〔
川
口
棲
隺
〕
／
油
谷
博
文
堂
様
侍
史

14 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
一
八
日
（H

-3-21

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
六
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・ 

三
原
／45.1.1 8 
／
后1︲3

大
阪
川
口
／33.1.1 9 
／
前0︲5

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中　
「
書
留
」
朱
文
方
印　
「〔
表
番
号
〕
三 

原
局　

六
参
八
」

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
封
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
五
年
一
月
十
八
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
九
一
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
／
呉
歴
山
水
350
／
清
人
書
画
冊
250
／

祝
允
明
書
巻
300
／
王
夢
楼
〔
文
治
〕
書
60
／
劉
石
菴
〔
墉
〕
80
／

梁
山
舟
〔
同
書
〕
40
／
閻
竹
賓
70
／
石
濤
250
／
㔁
〔
鄧
〕
完
白

〔
石
如
〕
50
／
計
千
四
百
五
拾
円
／
右
乍
延
引
御
送
／
申
上
存

候
御
査
／
収
被
下
度
候
也
／
一
月
十
八
日
／
元
〔
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕〕
／
博
文
堂
殿

15 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
一
九
日
（H

-3-26

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
九
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／45.1.20

／
前0︲5

大
阪
川
口
／45.1.20

／
后3︲4

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
御
中

・ 

封
書
裏
書　
〔
以
下
、「
封
」
は
シ
ー
ル
、
日
付
は
墨
書
、
他
は

印
字
〕
封
／
明
治
四
拾
五
年
一
月
十
九
日
／
備
後
国
三
原
町
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
一
三
・
〇

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
万
事
御
手
数
／
相
備
へ
大
謝
候
／
桑

名
〔
鐵
城
〕
翁
の
御
刻
の
／
印
誠
尓
〔
に
〕
難
有
存
候
／
謝
儀

之
事
御
来
示
／
了
承
何
連
〔
れ
〕
二
三
／
月
又
々
上
京
其
際
／

持
参
可
致
御
含
み
／
置
被
下
度
候
御
序
の
／
節〔
桑
名
鐵
城
〕先

生
へ
可
然
／
御
礼
御
伝
置
被
下
度
候
／
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
御

注
意
／
難
有
存
候
／
印
台
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
非
／
常
ニ
満
足
刻
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り
／
用
の
刃
至
急
御
／
送
被
下
候
様
依
頼
ニ
／
御
座
候
何
卒
／

御
運
の
程
願
上
候
／
御
送
付
の
品
何
れ
も
／
着
仕
候
／
右
御
礼

旁
書
外
拝
眉
ニ
譲
り
申
候
／
頓
首
／
一
月
十
九
日
／
〔
久
野
〕

錦
浦
／
博
文
堂
御
主
人
〔
原
田
大
観
〕
様

16 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
二
〇
日
（H

-3-14

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
六
セ
ン
チ
×
横
七
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

  

広
島
・ 

三 

原 
／45.1.20

／
后9︲11

大
阪
川
口
／45.1.21
／
后2︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
封
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
五
年
一
月
廿
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
一
六
・
三

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕拝
啓
／
乍
御
手
数
／
漢
篆
千
字
文
／
北
宋

拓
聖
教
序
第
三
版
分
／
智
永
千
字
文
／
王
右
軍
書
記﹇
折
本
／
仕

立
分
﹈
右
備
後
国
御
調
／
田
熊
村
／
村
上
春
谷
へ
／
―
○
―
／

北
宋
拓
聖
教
序
第
三
版
分
／
智
永
千
字
文
／
王
右
軍
書
記
﹇
折

本
／
仕
立
分
﹈
／
右
備
後
国
三
原
町
／
隅
田
吉
衛
へ
／
御
送

本
被
下
度
候
／
代
金
ハ
夫
々
計
筭
／
書
本
人
へ
御
送
り
／
被
成

度
候
尚
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
ヨ
リ
注
文
致
候
旨
御
書
加
へ
／
置

被
下
度
候
／
右
要
耳
／
匆
々
不
一
／
一
月
廿
日
／
〔
久
野
〕
錦

浦
／
博
文
堂
様

17 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
八
日
（H

-3-16

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
一
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／ 45.2.8

／  

后 

□︲

□

大
阪
川
口
／45.2.9

／
前0︲5

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、
日
付
、「
封
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
封
／

明
治
四
拾
五
年
二
月
八
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
一
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・
一
セ
ン
チ
×
横

一
一
八
・
三
セ
ン
チ
、〔
二
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・一
セ
ン
チ
×

横
三
七
・
四
セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
桑
名
〔
鐵
城
〕
先
生
／

御
急
病
之
趣
き
／
驚
入
申
候
御
全
快
／
祈
上
候
千
代
松
〔
久
野

錦
浦
夫
人
〕
上
阪
／
急
ニ
御
厄
介
相
備
へ
／
恐
縮
此
事
ニ
御
座

候
／
万
事
御
指
示
願
上
候
／
表
装
直
ニ
納
幷
ニ
／
桑
名
〔
鐵
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城
〕
先
生
へ
贈
物
／
不
容
易
御
手
数
／
相
煩
シ
難
有
謝
上
候
／

御
送
り
の
荷
物
参
／
個
正
ニ
到
着
仕
候
／
御
安
神
〔
心
〕
被
下

度
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
の
表
題
／
幷
ニ
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生

の
／
帙
及
箱
書
等
誠
尓
〔
に
〕
／
見
事
の
出
来
ニ
テ
／
珍
襲

可
致
存
居
候
／
右
御
礼
旁
要
旨
／
申
述
度
如
此
ニ
御
座
候
／
拝

具
／
二
月
八
日
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／

侍
史
〔
二
枚
目
〕
国
朝
書
人
輯
略
ハ
／
文
求
堂
ヨ
リ
取
寄
セ
申

候
／
竹
部
半
野
非
常
の
／
熱
心
ニ
テ
桐
陰
論
画
／
書
人
輯
略
等

ニ
依
り
／
研
究
唐
画
趣
／
味
皷
吹
の
積
リ
ニ
テ
／
大
ニ
策
戦
計

画
／
中
ニ
御
座
候
也

18 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
一
五
日
（H

-3-15

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

神 

戸 

下
関
間 

／45.2.16

／
前
□︲

□

大
阪
川
口
／45.2.16

／
后11︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
封
入
」
は
シ
ー
ル
、
日
付
、「
夜
」
は
墨

書
、
他
は
印
字
〕
明
治
四
拾
五
年
二
月
十
五
日
夜
／
備
後
国
三

原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
五
六
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
昨
日
ハ
電
報
／
電
話
ニ
テ
欠
礼
仕

候
／
御
送
付
の
三
点
正
ニ
／
入
手
仕
候
／
右
三
点
ハ
買
約
相

調
／
ひ
申
候
其
外
／
沈
石
田
〔
周
〕
風
樹
巻
／
陸
包
山
〔
治
〕
山

水
幅
／
羅
牧
〃
〔
山
水
幅
〕
／
陸
銕
蕭
〔
鼎
〕
〃
〔
山
水
幅
〕
／

沈
宗
敬
山
水
巻
／
文
寿
承
〔
彭
〕
書
画
帖
／
外
三
四
点
ハ
／
大

略
左
付
き
申
候
／
尚
貴
方
〔
原
田
大
観
〕
御
預
り
の
品
／
ニ
付

当
方
へ
向
き
の
好
き
も
の
も
可
有
之
／
其
他
御
打
合
セ
度
／
趣

き
ニ
付
両
三
日
の
／
〔
竹
部
〕
半
野
上
阪
可
致
／
様
申
居
候
其

際
／
仝
人
持
帰
り
希
／
望
の
品
ハ
何
卒
／
御
渡
被
下
度
候
／

万
事
ハ
仝
人
直
接
／
可
申
上
存
候
／
○
／
外
箱
之
義
御
配
意
／

多
謝
〻
〻
可
然
御
／
取
斗
希
上
候
／
○
／
広
島
県
世
羅
郡
東
大

田
村
／
田
村
良
一
／
法
書
会
へ
入
会
希
望
／
ニ
付
書
苑
第
一
号

／
ヨ
リ
直
接
御
送
付
／
被
成
下
度
候
／
○
／
右
要
耳
／
匆
々
／

二
月
十
五
日
夜
／
〔
久
野
〕
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
油
谷
〔
達
〕
大
人

19 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
二
月
二
〇
日
（H

-2-21

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 
消
印　

 

広
島
・
三
原
／45.1.21

／
前
□︲

□

大
阪
川
口
／45.1.21

／
后
□︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／
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油
谷
博
文
堂
御
中

・ 
封
書
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
一
月
廿
日
夜
／
「
備
後
三
原

川
口
国
次
郎
電
話
二
番
」
朱
文
住
所
印

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
二・
六
セ
ン
チ
×
横
一
二
・

五
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
先
日
者
〔
ハ
〕
桑
名
〔
鐵

城
〕
先
生
御
篆
刻
早
速
／
御
調
送
被
為
下
御
手
数
奉
多
謝
候
美

事
ニ
春
来
大
ニ
喜
申
居
候
御
面
会
／
之
節
可
然
御
礼
御
伝
声
奉

願
候
印
／
臺
御
下
送
被
為
下
是
亦
大
ニ
喜
申
居
候
／
何
卒
印
刀

書
籍
粗
印
材
少
許
乍
／
此
上
奉
願
上
候
小
生
〔
川
口
棲
隺
〕
モ

御
弟
子
入
ニ
相
／
成
春
ニ
モ
相
成
候
得
共
一
勉
強
仕
／
〔
二
枚

目
〕
度
楽
居
候
万
々
事
宜
敷
奉
願
上
候
／
千
字
文
御
送
附
被
下

正
ニ
到
達
仕
候
／
色
々
御
手
数
相
供
〔
共
〕
恐
縮
之
至
ニ
御
／

座
候
右
要
領
耳
如
此
御
座
候
／
敬
具
／
二
月
廿
日
／
〔
川
口
〕

棲
隺
／
博
文
堂
主
人
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

20 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
四
日
（H

-2-28

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
一
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
／45.3.4

／
后3︲5

大
阪
川
口
／45.3.5

／
前0︲5

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
め
／
油　

谷
博
文
堂
／
御
中
／
急
々

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉　

〔
錦
浦
〕
／
三
月
四
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
六
セ
ン
チ
×
横
二
一
四
・
六

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
冠
省
御
免
可
被
下
候
／
只
今
ハ
電
話
ニ

テ
欠
礼
仕
候
／
御
書
面
幷
ニ
電
話
ニ
テ
御
／
申
聞
の
趣
了
承

仕
候
／
竹
部
〔
半
野
〕
君
今
夜
行
ニ
テ
上
／
阪
可
致
候
同
人
ヨ

リ
／
前
ニ
文
徴
明
、
董
其
昌
／
等
書
帖
拝
見
仕
度
ニ
付
／
電
話

ニ
テ
申
上
存
候
処
／
早
速
御
承
引
被
下
／
〔
竹
部
〕
半
野
ハ
上

阪
行
違
ニ
神
品
ハ
／
客
車
便
ニ
テ
明
朝
着
／
可
致
丁
度
都
合
宜

／
敷
候
／
川
口
棲
鶴
翁
昨
暁
／
帰
原
〔
三
原
〕
羅
〔
振
玉
〕
氏

／
訪
問
の
事
相
咄
シ
申
候
／
残
念
〳
〵
〳
〵
と
申
候
／
勝
木
筆

ハ
売
切
れ
ニ
／
相
成
居
存
候
事
情
勝
／
木
へ
相
咄
申
候
処
／
売

り
先
き
へ
相
渡
候
得
共
／
已
ニ
使
用
后
の
由
ニ
候
／
依
テ
調
製

方
依
／
頼
致
置
存
候
約
六
ヶ
月
／
か
ゝ
り
可
申
旨
ニ
候
／
御
序

ニ
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
ヨ
リ
も
／
御
催
促
被
下
候
ハ
ゞ
／
好
都

合
ニ
御
座
候
／
○
／
本
日
朝
日
新
聞
／
秋
野
先
生
観
鵞
会
／
参

考
展
覧
の
項
中
／
最
后
ニ
明
末
四
大
家
の
／
内
董
華
庭
〔
亭
〕

を
欠
ぐ
〔
く
〕
を
／
憾
み
と
す
る
様
の
／
記
事
有
之
候
／
○
／

内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
御
渡
清
ハ
／
神
戸
ヨ
リ
御
乗
舩
ニ
ヤ
／
若
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シ
馬
関
広
島
等
ヨ
リ
御
乗
舩
な
れ

者□ズ〔
バ
〕
／
当
地
方
汽
車
ニ

テ
／
御
通
過
の
時
刻
／
御
報
相
願
度
候
／
○
／
其
外
先
日
来
の

／
御
配
意
万
謝
〳
〵
〳
〵
候
／
何
連
〔
れ
〕
拝
眉
万
〔
々
〕
／

可
申
上
存
候
／
拝
具
／
三
月
四
日
午
后
四
時
／
尾
道
出
先
ニ
テ

／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

21 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
八
日
（H

-2-27

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
九
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／
〔
判
読
不
能
〕
／
前7︲9

大
阪
川
口
／45.3.8

／
后11︲12

裏
面
に
は
「
大
阪
川
口
／45.3.8

／
后11︲12

」
と
あ
り
。

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
御
中
／
急
々

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
封
」
は
篆
書
の
シ
ー
ル
、
日
付
、「
朝
」

は
墨
書
、
他
は
印
字
〕「
封
」
／
明
治
四
拾
五
年
三
月
八
日
朝
／

備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
六
九
・
四

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
昨
夜
計
筭
御
引
合
セ
／
相
願
置
度
ニ
付

不
取
敢
／
計
筭
書
差
出
置
申
候
／
処
今
朝
行
違
ニ
／
川
口
〔
棲

隺
〕
氏
明
拓
法
帖
弐
／
種
の
代
価
御
知
被
下
／
拝
承
仕
候
昨
夜

ニ
／
速
筭
五
拾
円
増
／
加
之
上
持
参
可
仕
候
／
其
他
も
思
違
致

居
／
候
ハ
ゞ
御
報
相
願
／
度
候
／
宗
〔
宋
〕
拓
二
種
ハ
実
ニ
／

絶
品
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
幷
ニ
／
貴
大
人
〔
原
田
大
観
〕
の
御

親
切
ニ
テ
／
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
の
手
ニ
入
リ
申
候
段
／
厚
ク

〳
〵
奉
感
謝
可
申
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
篆
書
三
種
／
之
義
了

承
是
又
／
御
手
数
謝
上
候
殊
尓
〔
ニ
〕
／
最
初
御
揮
毫
の
分
／

小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
等
ニ
御
送
リ
被
下
候
趣
／
難
有
謝
上
候
／

謝
儀
御
注
意
被
下
存
候
通
／
取
斗
上
阪
の
節
／
持
参
可
仕
候
／

○
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
幷
ニ
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
／
重
も
ニ
小

生
〔
久
野
錦
浦
〕
の
噂
而
巳
／
被
成
下
候
趣
尓
〔
に
〕
難
有
／

存
候
／
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
へ
多
少
気
兼
の
辺
も
／
有
之
一
々
御

書
面
ヲ
同
氏
ニ
／
見
セ
兼
居
候
就
テ
ハ
／
宗
柘
〔
宋
拓
〕
も
同

氏
ヘ
ハ
相
段
〔
談
〕
の
事
／
申
さ

須□ズ〔
ず
〕
居
存
候
只
々
／
其

後
法
帖
弐
種
／
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生
の
撰
拔
〔
跋
〕
ヲ
／
願
ひ

候
位
の
事
申
居
存
候
／
御
含
み
置
被
下
度
候
／
匆
々
／
三
月
八

日
朝
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

22 
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
一
三
日
（H

-3-10

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 
広 
島
・
三 

原
／45.3.13

／
〔
判
読
不
能
〕

大
阪
川
口
／45.3.13

／
后11︲12
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・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
殿

・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
封
／
三
月
十
三
日
／
「
備
後
国
三

原
町
久
野
元
吉
」
朱
白
住
所
印

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
八
セ
ン
チ
×
横
一
一
一・
七

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
冠
省
御
免
可
被
降
〔
下
〕
候
先
日
上
阪

の
／
際
携
帯
方
失
念
致
候
四
点
／
別
客
車
便
ニ
テ
御
送
申
上
候

間
／
乍
御
手
数
／
文
徴
明
詩
帖
／
董
其
昌
千
文
／
右
弐
点
ハ
羅

〔
振
玉
〕
先
生
へ
表
題
跋
等
／
御
依
頼
被
成
下
度
候
／
画
冊
弐

点
ハ
／
帙
縦
横
ニ
仕
立
替
へ
方
／
御
命
被
下
度
候
／
表
題
の
張

〔
貼
〕
紙
ハ
可
成
前
の
分
其
儘
／
使
用
候
様
御
命
被
下
度
候
／

張
篁
邨
〔
宗
蒼
〕
画
冊
／
〔
下
部
に
見
取
図
。
省
略
。
縦
「
一

尺
〇
二
分
五
厘
〕、
横
「
一
尺
三
寸
七
分
」
と
記
す
〕
／
陳
堯

峯
〔
煥
〕
画
冊
〔
下
部
に
見
取
図
。
省
略
。
縦
「
九
寸
八
分
」、

横
「
一
尺
二
寸
三
分
」
と
記
す
〕
／
右
ハ
何
連
〔
れ
〕
も
箱
内

側
の
寸
法
ニ
御
／
座
候
間
此
寸
以
内
ナ
レ
バ
宜
敷
候
／
○
／
義

之
〔
王
羲
之
〕
半
截
帖
〔
興
福
寺
断
碑
〕 

五
部
／
文
徴
明
千
字

文　

二
部
／
米
芾　

二
部
／
右
御
序
の
時
ニ
テ
宜
敷
候
間
御
送

り
被
下
度
候
／
右
ハ
御
依
頼
迄
／
草
々
／
三
月
十
三
日
／
黄
裳

簃
元
吉
〔
久
野
錦
浦
〕
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

23 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
三
日
（H

-3-9

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・ 

三
原
／45.3.23

／ 

前 

□-

□

大
阪
川
口
／45.3.23

／
后2-3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
二
ノ　

八
〇
／
油
谷
博
文
堂
殿

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
、「
緘
」、
日
付
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
緘
／

明
治
四
拾
五
年
三
月
廿
三
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙　
〔
便
箋
七
枚
〕
縦
二
二
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
二
・
六

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
観
鵞
会
審
査
ニ
就
テ
ハ

色
々
／
御
繁
用
奉
察
可
申
候
／
兼
而
御
依
頼
申
上
／
居
候
墨
蹟

法
帖
等
御
返
送
被
下
／
是
ニ
テ
一
先
づ
相
済
み
候
事
と
存
候
／

誠
尓
〔
に
〕
御
多
端
の
場
合
を
も
不
顧
／
〔
二
枚
目
〕
無
遠
慮

ニ
御
手
数
相
備
へ
以
御
蔭
／
何
連
〔
れ
〕
も
都
合
克
く
相
調
ひ

申
候
／
厚
く
御
礼
申
上
存
候
／
王
履
吉
〔
寵
〕
詩
帖
〔
行
草
琴

操
十
首
〕
跋
文
中
隅
田
〔
吉
衛
〕
云
々
と
／
有
之
候
処
右
ハ
小

生
引
受
け
居
存
候
／
〔
三
枚
目
〕
品
ニ
御
座
候
間
序
の
節
に
一

応
／
差
出
可
申
候
其
際
ハ
御
改
め
／
被
下
候
様
御
取
斗
被
下
願

上
候
／
生
〔
久
野
錦
浦
〕
等
所
持
の
印
押
捺
差
出
方
御
来
／
示

─ 79 ─
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了
承
仕
候
近
日
差
出
可
申
候
／
〔
四
枚
目
〕
御
含
み
置
被
下
度

候
／
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生
へ
文
通
方
御
注
意
被
下
／
難
有
奉
謝

存
候
折
角
御
尋
ね
／
申
上
度
存
居
存
候
好
都
合
ニ
存
候
／
〔
竹

部
〕
半
野
堂
持
帰
り
品
目
録
御
送
／
〔
五
枚
目
〕
付
被
下
御
手

数
謝
上
候
／
小
生
先
日
来
風
邪
ニ
テ
引
籠
り
居
申
候
／
最
早
全

快
致
候
ニ
付
十
分
〔
竹
部
〕
半
野
堂
／
督
励
致
可
申
候
／
目
録

末
尾
ニ
御
記
載
の
九
点
／
〔
六
枚
目
〕
御
序
ニ
代
価
御
知
被
下

度
候
現
品
ハ
／
更
ニ
申
上
存
候
際
御
送
付
被
下
候
ハ
ヽ
宜
敷
候

／
右
御
受
旁
如
此
ニ
御
座
候
頓
首
／
三
月
廿
二
日
／
〔
久
野
〕

錦
浦
／
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
侍
史
／
〔
七
枚
目
〕
画
中

九
友
神
品
〔
画
中
九
友
集
冊
〕
／
王
履
吉
〔
寵
〕
詩
帖
〔
行
書

琴
操
十
首
〕
／
麻
枯
〔
姑
〕
仙
壇
記
／
海
屋
〔
貫
名
菘
翁
〕
書

／
史
孝
山
〔
岑
〕
出
師
頌
／
董
〔
香
〕
光
〔
其
昌
〕
墨
眇
／
甲

秀
堂
周
秦
篆
譜
／
争
坐
位
帖
／
郭
氏
家
廟
碑
／
文
徴
明
詩
帖
／

陳
堯
峯
〔
煥
〕
画
冊
／
董
其
昌
文
〔
千
〕
字
文
／
張
宗
蒼
画
冊

／
松
花
堂
〔
昭
乗
〕
一
羽
雀
／
右
無
事
着　

箱
弐
個

24 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
二
八
日
（H

-3-7

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
九
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

神
戸
広
島
線
／
上
便
／45.3.28

／
糸
広
間
／
〔
三
字

程
度
判
読
不
能
〕
前10︲

□

大
阪
川
口
／45.3.28

／
后11︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
二

ノ
八
〇
／
油
谷
博
文
堂
殿

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
封
／
三
月
廿
八
日
／
備
後
三
原
町
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
〇
・
七

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
先
般
来
御
出
版
相
成
申
候
／
墨
蹟
批
評

朝
日
〔
新
聞
〕
毎
日
〔
新
聞
〕
／
共
拝
読
致
候
也
／
拝
啓
益
御

多
祥
／
奉
賀
候
陳
者
／
法
帖
現
在
残
り
／
居
候
分
の
目
録
／

乍
御
手
数
御
写
／
取
り
御
送
り
被
下
度
／
御
依
頼
申
上
候
／
拝

具
／〔
久
野
〕錦
浦
／
拝
／
蘭
亭
翁〔
原
田
大
観
〕／
侍
史
／〔
竹

部
〕
半
野
堂
引
続
き
／
活
動
致
居
存
候
／
詳
細
ハ
時
々
本
／
人

可
申
上
存
候
也

25 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
〇
日
（H

-3-6

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 
消
印　

 

広
島
・
三
原
／45.4.10

／
后
□︲

□

大 

阪
川
口 

／45.4.11

／
前9︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
殿
／
急

─ 80 ─
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・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
〆
」
と
日
付
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
〆
／

明
治
四
拾
五
年
四
月
十
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
一
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横

一
一
九
・
七
セ
ン
チ　
〔
二
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・一
セ
ン
チ
×

横
三
一
・
七
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
復
文
徴
明
山
水
書
幅
／
幷

ニ
千
字
文
之
義
ニ
付
御
納
／
書
被
下
拝
読
仕
候
／
千
字
文
之
方

御
譲
受
け
／
出
来
候
ハ
ゞ
至
極
結
／
構
ニ
御
座
候
何
卒
宜
／
敷

願
上
候
／
兼
而
御
噂
申
上
居
候
通
／
花
井
〔
卓
蔵
〕
選
挙
準
備

ニ
取
掛
り
昼
夜
兼
行
／
実
ニ
閉
口
致
候
／
来
ル
廿
四
五
日
比
ニ

ハ
／
花
井
〔
卓
蔵
〕
モ
御
地
へ
参
り
／
可
申
候
ニ
付
小
生
〔
久

野
錦
浦
〕
上
阪
／
可
仕
候
其
際
是
非
／
差
繰
一
寸
ニ
テ
モ
御
／

伺
ひ
可
申
候
／
書
外
拝
眉
ニ
譲
り
申
候
／
拝
具
／
四
月
十
日
／

〔
久
野
〕
錦
浦
／
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史
／
甲
秀

堂
法
帖
ハ
／
実
ニ
見
事
ニ
出
来
／
書
苑
第
六
号
広
／
告
ニ
テ
博

文
堂
の
／
名
声
揚
ク
ヿ
〔
コ
ト
〕
／
数
千
丈
ニ
御
座
候
／
〔
二

枚
目
〕
千
字
文
が
六
ツ
ケ
敷
候
ハ
ゞ
／
山
水
画
幅
ニ
テ
モ
／
何

連
〔
れ
〕
か
一
品
是
非
／
御
譲
り
受
け
願
上
候
／
只
々
財
政
上

（
貧
生
の
／
事
故
）
／
直
〔
値
〕
段
之
低
き
方
が
／
宜
敷
候

26 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
一
日
（H

-3-8

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
一
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／ 45.4. 11

／ 

后 

□︲

□

大
阪
川
口
／45.4.12

／
前9︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油　

谷
博
文
堂
／
御
中
／
急

・ 

封
書
裏
書　
〔
以
下
「
封
」
は
シ
ー
ル
、
日
付
は
墨
書
、
他
は

印
字
〕
封
／
明
治
四
拾
五
年
四
月
十
一
日
／
備
後
国
三
原
町
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
一
五
二
・
三

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
呈
文
徴
明
の
／
事
ニ
付
御
細
書
拝
／

読
多
忙
中
不
取
敢
返
事
差
出
／
置
申
候
何
卒
何
連
〔
れ
〕
か
の

壱
品
ハ
／
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
へ
譲
り
受
け
／
度
希
望
ニ
不
堪

存
候
／
可
相
成
ハ
千
字
文
の
／
方
ニ
願
上
度
候
／
廿
四
日
前
后

上
阪
の
／
事
申
上
置
候
処
／
花
井
〔
卓
蔵
〕
と
御
地
ニ
テ
／
会

合
候
義
ニ
付
緩
ニ
／
貴
家
〔
博
文
堂
〕
へ
御
伺
ひ
／
存
候
ハ
六

ツ
ケ
敷
と
／
存
居
候
間
／
羅
〔
振
玉
〕
氏
御
蔵
品
の
／
義
ハ
矢

張
書
面
ニ
テ
／
御
通
知
願
上
候
／
竹
部
〔
半
野
〕
君
目
下
／

広
島
方
面
へ
／
活
動
致
居
候
／
其
後
近
々
売
約
／
済
の
も
の

御
座
候
／
田
村
〔
良
一
〕
氏
へ
の
御
回
報
も
可
成
同
人
の
／
手
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を
経
る
様
御
取
／
斗
遣
ハ
し
被
下
度
候
／
選
挙
事
務
中
モ
／
竹

部
〔
半
野
〕
君
の
事
ハ
／
無
油
断
督
励
／
致
居
候
ニ
付
安
／
神

〔
心
〕
被
下
度
候
／
匆
々
／
四
月
十
一
日
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／

拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

27 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
五
日
（H

-3-4

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／45.4.16

／
前0︲5

大
阪
川
口
／45.4.16
／
后2︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
殿

・ 

封
筒
裏
書　
「
備
後
国
三
原
町
久
野
元
吉
」
朱
白
住
所
印

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
六
二
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
文
徴
明
千
字
文
／
御
譲
被
下
候
趣

き
御
高
／
配
奉
多
謝
候
／
過
雲
楼
蔵
帖
八
冊
／
御
添
へ
被
下
候

趣
大
慶
／
此
事
ニ
御
座
候
／
帙
箱
等
夫
々
御
地
ニ
テ
／
御
納
製

願
上
候
／
諸
大
家
〔
先
朝
宝
翰
〕
跋
文
之
義
／
宜
敷
願
上
候
／

書
論
額
寸
法
大
略
／
左
の
通
り
位
ニ
願
上
候
／
〔
額
の
図
あ
る

が
省
略
。
縦
「
一
尺
二
三
寸
」、横
「
六
七
尺
位
」
と
あ
り
〕
／

右
ハ
大
略
の
寸
法
申
上
候
／
義
ニ
付
御
見
合
被
下
度
候
／
博

物
場
預
り
証
加
付
返
／
上
仕
候
／
○
／
一
昨
日
田
中
文
求
堂
添

書
／
ヲ
以
テ
同
人
弟
在
京
都
／
寸
紅
堂
常
太
郎
ナ
ル
人
／
羅

〔
振
玉
〕
先
生
所
蔵
の
内
／
宗
〔
宋
〕
元
書
画
十
点
計
り
と
／
外

ニ
文
求
堂
南
清
ニ
テ
／
手
ニ
入
れ
候
品
四
五
点
／
携
帯
一
見
致

候
／
様
ニ
と
の
事
ニ
テ
参
り
申
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
の
も
の

ハ
／
菅
〔
管
〕
夫
人
墨
竹
巻
／
梅
道
人
〔
呉
鎮
〕〃〔
墨
竹
巻
〕
／

米
芾
書
巻
／
趙
子
昻
〔
孟
頫
〕
書
巻
／
其
外
宗
〔
宋
〕
元
の
書
幅

ニ
御
座
候
／
実
ニ
絶
品
ニ
有
之
存
候
／
右
ハ
秘
密
之
事
故
御
含

／
み
迄
申
上
存
候
／
右
要
耳
多
忙
中
ニ
付
／
余
ハ
拝
眉
ニ
譲
り

申
候
／
匆
々
／
四
月
十
五
日
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
拝
／
蘭
亭
翁

〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

・ 

附
属
品
一　

内
封
筒　

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
二
セ
ン
チ

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
久
野
錦
浦
殿

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
黒
印
〕
府
立
大
阪
博
物
場

・ 

付
属
品
二　

陳
列
証

・ 

外
寸　

縦
一
九
・
一
セ
ン
チ
×
横
二
七
・
四
セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
記
入
箇
所
の
み
墨
書
〕第
六
八
号
／
陳
列
証
／

取
扱
主
任
印　
「
大
槻
芳
印
」
朱
文
方
印
／
品
目　

・
清
毛

南
周
〔
毛
懐
を
指
す
か
〕
書
巻
／
数
量　

壱
巻
／
摘
要　

箱

壱
／
計
壱
点
／
右
本
場
規
則
ニ
基
キ
出
品
相
成
候
間
陳
列
可
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致
候
也
／
明
治
四
十
五
年
二
月
廿
八
日
／
府
立
大
阪
博
物
場

長
田
村
太
兵
衛　
「
府
立
大
阪
博
物
塲
長
印
」
朱
文
方
印
／

久
野
錦
浦
殿

・ 

付
属
品
三　

特
別
券

・ 

外
寸　

縦
一
〇
・
〇
セ
ン
チ
×
横
六
・
六
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
表
面
〕〔
以
下
、
日
付
、
氏
名
は
墨
書
、
他
は
印

字
〕﹇
自
明
治
／
至
仝
﹈
四
十
五
﹇
年
三
月
一
日
／
年
仝
月

廿
七
日
﹈
効
用
／
特
別
券
／
久
野
錦
浦
殿　
「
府
立 

大
阪

博
物 

塲
割
印
」
朱
文
楕
円
印

・ 

本
文　
〔
裏
面
〕〔
以
下
番
号
の
み
墨
書
、
他
は
印
字
〕
第

三
四
号
／
出
入
塲
ノ
節
此
券
門
衛
ニ
示
サ
ル
ベ
シ
／
但
此
券

壹
人
ニ
限
ル
／
府
立
大
阪
博
物
塲　
「
府
立
大
阪
博
物
塲
」

朱
文
方
印

28 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
一
八
日
（H

-2-22
）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／45.4.18

／
〔
判
読
不
能
〕

大
阪
川
口
／45.1.19

／
前9︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
達
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
○
／
備
後
三
原
町
／
川
口
国
次
郎

〔
棲
隺
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
六
〇
・
一

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
一
筆
啓
上
仕
候
承
候
得
共
／
御
老
親
様

〔
原
田
み
よ
、
大
観
の
母
〕
御
病
気
被
為
／
在
候
処
薬
石
無
其

効
／
遂
ニ
御
永
眠
被
為
遊
候
間
／
驚
愕
仕
候
／
御
満
堂
様
御

悲
嘆
之
至
／
奉
送
察
居
候
早
速
御
吊
／
詞
可
仕
候
之
処
親
籍

〔
戚
〕
病
人
／
有
之
其
方
ニ
参
リ
帰
来
／
承
知
仕
候
様
之
次
第

ニ
御
座
候
／
延
引
之
段
御
宥
免
可
被
為
下
／
奉
願
候
右
乍
畧

儀
／
謹
可
申
候
吊
詞
奉
置
仕
候
／
恐
懼
頓
首
／
川
口
国
次
郎

〔
棲
隺
〕
／
油
谷
達
様
／
参
る
人
々
御
中

・ 

備
考　

差
出
年
月
日
は
消
印
に
よ
る
。

29 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
一
日
（H

-3-2

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／ 45  .4.17

／ 

后 3︲

□

大
阪
川
口
／45.4.18

／
前0︲5

・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
ノ
／
八
〇
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
〆
」、
日
付
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
〆
／

明
治
四
拾
五
年
四
月
十
七
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
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〔
錦
浦
〕

・ 
備
考　

封
筒
の
み
現
存
。
差
出
年
月
日
は
消
印
に
よ
る
。

30 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
一
日
（H

-3-3

）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
六
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島 
・
三 
原 

／ 45  .4.21

／
前1︲9

大
阪
川
口
／45.4.21

／
后11︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
ノ
八
〇
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
日
付
と
「
〆
」
は
墨
書
、
他
は
印
字
〕
〆
／
明

治
四
拾
五
年
四
月
廿
一
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
六
八
・
〇

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
事
／
明
廿
二

日
夜
出
立
／
廿
三
日
朝
京
都
／
由
夜
か
廿
四
日
朝
／
か
／
大
阪

着
／
廿
三
日
朝
七
時
前
后
／
大
阪
駅
ニ
テ
御
面
会
／
出
来
候

ハ
ゞ
至
極
／
好
都
合
ニ
御
座
候
／
匆
々
／
廿
一
日
／
元
〔
久
野

元
吉
〔
錦
浦
〕〕
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

31 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
七
日
（H

-3-1

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／45.4.27

／
后3︲5

大
阪
川
口
／45.4.28

／
□3︲5

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
ノ
八
〇
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
「
〆
」
と
日
付
は
墨
書
、他
は
印
字
〕
〆
／

明
治
四
拾
五
年
四
月
廿
七
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
二
五
九
・一

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
先
日
上
阪
の
節
ハ
／
不
容
易
御
厄

介
／
相
備
へ
何
時
も
乍
ら
／
御
厚
情
感
謝
ニ
不
堪
候
／
帰
来
直

チ
ニ
戦
陣
ニ
／
相
立
チ
御
無
沙
汰
／
致
候
〔
竹
部
〕
半
野
君
へ

も
／
面
会
の
期
な
く
心
／
掛
リ
ニ
存
居
候
処
／
今
朝
同
人
大
阪

ゟ
／
帰
来
拙
宅
へ
／
参
り
寸
閑
ヲ
得
／
先
日
来
田
村
〔
良
一
〕

君
の
／
行
為
承
知
如
何
／
ニ
モ
憤
慨
ニ
堪
へ
／
不
申
候
直
接
／

貴
臺
〔
原
田
大
観
〕
へ
御
依
／
頼
申
上
秘
蔵
／
品
ヲ
引
出
シ
／

難
癖
ヲ
付
ケ
テ
／
返
ス
ハ
如
何
ニ
モ
／
言
語
道
断
／
如
此
人
ニ

是
迄
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
の
旧
蔵
／
品
ヲ
譲
リ
タ
ル
ガ
／
残
念

ニ
御
座
候
／
就
テ
ハ
此
度
〔
竹
部
〕
半
野
／
持
帰
り
候
／
〔
文
〕
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徴
明
山
水
幅
／
及
沈
周
〔
文
〕
徴
明
／
合
巻
外
壱
二
／
品
是
非

何
と
／
か
処
置
可
仕
候
／
然
ラ
ザ
レ
バ
貴
／
翁〔
原
田
大
観
〕へ

対
シ
テ
モ
／
相
済
不
申
又
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
へ
対
シ
テ
モ
／

日
本
人
の
面
汚
シ
ニ
相
成
／
可
申
上
と
存
候
／
詳
細
ハ
〔
竹

部
〕
半
野
／
兄
ニ
申
上
べ
く
候
／
御
了
承
願
上
候
／
匆
々
／
四

月
廿
七
日
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／

侍
史
／
戦
陣
多
忙
／
乱
筆
御
海
／
容
被
成
下
度
候
／
兎
角
御
無

沙
／
汰
勝
是
又
御
／
含
み
置
被
下
候
／
印
御
篆
刻
之
／
義
宜
敷

願
上
候
／
此
君
軒
額
／
〔
川
口
〕
棲
隺
兄
大
満
足
〳
〵
〳
〵

・
附
属
品　

紙
片

・
外
寸　

縦
一
五
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・
紙
片
表
書　
〔
以
下
原
田
大
観
墨
書
〕
久
野
元
吉
氏
／
関
係

文
書

・
紙
片
裏
書　
〔
以
下
日
付
、
氏
名
の
み
万
年
筆
、
他
は
印
字
〕

大
正
二
〔
あ
る
い
は
三
〕
年
八
月
十
三
日
／
大
阪
市
北
区
上
福

嶋
中
一
丁
目
五
百
羅
漢
直
北
／
黒
川
医
院
／
油
谷
御
令
嬢
殿

32 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
二
八
日
（H

-2-20

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
八
・
一
セ
ン
チ

・ 

消
印　

神
戸
下
関
線
／45.4.28

／
糸
下
間
／
下
関
発
前930 

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
四
月
廿
八
日
／
備
後
三
原
町
／

川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕　
「
宝
墨
竹
居
」
朱
文
印

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
三
セ
ン
チ
×
横
九
六
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
謹
啓
仕
候
其
后
御
無
音
打
／
過
候
処
愈
御

安
康
／
奉
恭
賀
候
先
日
〔
久
野
〕
錦
浦
先
生
／
上
阪
之
砌
／
羅

〔
振
玉
〕
先
生
御
恵
与
被
為
下
候
／
此
君
軒
〔
川
口
棲
隺
の
斎
号
〕

之
額
御
托
送
被
為
／
下
難
有
慥
ニ
拝
受
仕
候
是
迄
既
ニ
墨
竹
之

軸
御
厚
／
配
ニ
テ
拝
受
其
後
文
求
堂
／
伝
ニ
墨
竹
之
巻
拝
受
小

包
ニ
／
〔
羅
振
玉
〕
先
生
之
御
割
愛
相
願
居
候
／
折
柄
今
回
特

ニ
右
額
御
恵
／
賜
ニ
相
接
何
登
〔
ト
〕
無
申
上
様
／
非
常
ニ
相

喜
申
居
候
誠
ニ
／
是
ニ
テ
小
生
ハ
無
上
之
冨
栄
／
ヲ
博
シ
タ
ル

盛
致
一
生
之
幸
／
福
愉
快
ニ
御
座
候
何
登
〔
と
〕
／
無
申
様
禧
敷

至
極
ニ
御
／
座
候
間
何
卒
／
尊
下
〔
原
田
大
観
〕
ヨ
リ
モ
御
直

接
／
〔
羅
振
玉
〕
先
生
ニ
御
礼
詞
御
鳳
声
／
奉
願
上
候
小
生
ヨ

リ
モ
不
取
敢
／
以
書
中
御
礼
申
上
置
／
候
得
共
猶
心
ニ
足
リ
不

／
申
候
間
其
御
含
被
為
下
／
万
々
深
ク
厚
ク
御
礼
乍
／
失
礼

御
伝
達
奉
願
上
候
／
右
御
礼
迄
如
此
御
座
候
／
敬
具
／
四
月

二
十
八
日
／
此
君
軒
／
主
人
〔
川
口
棲
隺
〕
／
蘭
亭
大
人
〔
原

田
大
観
〕
／
侍
史
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33 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
五
日
（H

-2-18

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 
消
印　

 
広
島
・
三 

原
／ 4  5.5.5

／
前11︲

后1 
大
阪
川
口
／45.5.5

／
后11︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
ノ
八
〇
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
備
後
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
八
セ
ン
チ
×
横
一
二
二・
三

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
尊
書
拝
誦
候
／
忙
中
の
快
／
感
五
月
蠅
／

云
々
ハ
少
々
う
ら
め
／
し
く
候
尤
も
／
小
生
返
書
認
め
の
／
余

裕
無
之
／
御
宿
被
下
度
候
／
夏
仲
昭
〔
㫤
〕
／
墨
竹
巻
ハ
／

此
君
軒
／
主
人
〔
川
口
棲
隺
〕
へ
御
勧
／
め
居
申
候
／
名
人
墨

妙
／
垂
涎
禁
ズ
ル
／
不
能
候
兵
／
站
部
大
苦
心
／
御
同
情
願
／

上
候
品
ハ
即
日
／
閑
ヲ
ヌ
ス
ミ
／
拝
見
仕
候
／
匆
々
／
五
日
／

〔
久
野
〕
錦
浦
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史

34 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
八
日
（H

-2-16

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
判
読
不
能
〕
／45.5.8

／
□7︲9

大
阪
川
口
／45.5.8

／
后11︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
二
ノ
八
〇
／
油

谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
備
後
三
原
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
二
セ
ン
チ
×
横
五
九
・
一

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
夏
仲
昭
〔
㫤
〕
墨
竹
／
巻
ハ
此
君
軒
／

主
人
〔
川
口
棲
隺
〕
へ
是
非
勧
め
／
可
申
候
委
曲
〔
竹
部
〕
半

野
生
近
日
上
阪
／
御
報
可
申
候
／
匆
々
／
陣
中
／
〔
久
野
〕
錦

浦
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕

・ 

備
考　

差
出
年
は
消
印
に
よ
る
。

35 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
一
三
日
（H

-2-17

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
八
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・ 

三
原
／ 45  .5.13

／
后3︲5

大
阪
川
口
／45.5.14

／
前0︲5

・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
／
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
五
月
十
三
日
「
備
後
三
原
川
口
国

次
郎
〔
棲
隺
〕
電
話
二
番
」
朱
文
住
所
印
）　
「
宝
墨
竹
居
」
朱
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文
方
印

・ 
封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横
六
六
・
〇

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
羅
〔
振
玉
〕
先
生
可
然
御
鳳
／
声
奉
願

上
候
／
謹
啓
仕
候
時
下
愈
御
／
安
康
可
被
為
在
奉
賀
候
扨
而

毎
々
不
容
易
御
高
／
配
相
蒙
奉
拝
謝
候
／
内
藤
〔
湖
南
〕
先
生

も
近
日
帰
／
国
被
為
遊
候
由
奉
賀
候
／
汽
車
ニ
テ
御
帰
ニ
相
成

候
／
得
共
予
当
地
之
時
間
乍
御
手
数
御
一
報
奉
／
願
候
／
村
上

一
笑
君
上
阪
被
致
／
貴
家
〔
博
文
堂
〕
御
訪
問
被
致
候
様
／
被

申
居
候
万
事
宜
敷
／
奉
願
上
候
／
右
要
領
耳
敬
具
／
五
月
十
三

日
／
此
君
軒
〔
川
口
棲
隺
〕　
「
宝
墨
竹
居
」
朱
文
方
印

36 

明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
二
月
三
〇
日
（H

-3-5

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
九
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・ 

三 

原 

／44.12.30

／
前1︲

□

大
阪
川
口
／44.12.31

／
前10︲11

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
御
中

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
極
月
〔
一
二
月
〕
卅
日
／
備

後
三
原
町
／
川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
九
・
七
セ
ン
チ
×
横
九
二
・
一

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
仕
候
愈
御
安
康
被
為
在
／
奉
賀
候

先
達
ハ
結
構
之
帖
／
御
恵
与
被
為
下
難
有
奉
拝
／
謝
候
／〔
頼
〕

山
陽
先
生
之
手
簡
早
速
表
／
装
被
為
調
御
送
附
被
下
正
ニ
到
／

着
仕
候
御
手
数
多
謝
ニ
候
／
祝
枝
山
〔
允
明
〕
ニ
ハ
恐
入
候
如　

何
ニ
モ
／
閉
口
仕
候
得
共
是
ニ
テ
退
ク
可
ラ
ス
／
更
ニ
勇
ヲ
鼓

シ
度
存
候
間
／
貴
下
〔
原
田
大
観
〕
及
内
藤
〔
湖
南
〕
博
士
之

御
／
高
助
ニ
テ
羅
〔
振
玉
〕
氏
之
御
所
有
／
中
一
品
御
撰
択
／

被
為
下
候
得
共
一
生
之
幸
栄
／
奉
存
候
何
卒
宜
敷
御
／
願
奉
申

上
候
／
九
友
帖
〔
画
中
九
友
集
冊
〕
ハ
案
外
之
成
跡
〔
績
〕
／

ニ
テ
及
第
仕
候
是
ハ
亦
非
／
常
ニ
仕
合
ニ
喜
申
候
／
万
事
御
高

配
ニ
テ
判
明
／
仕
大
ニ
御
厚
誼
難
有
奉
万
／
謝
候
深
ク
御
礼
申

上
候
乍
此
／
上
宜
敷
御
願
奉
申
上
候
／
敬
具
／
十
二
月
三
十

日
／
川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕
／
博
文
堂
御
中
／
多
忙
中
乱
筆
御

推
読
奉
願
候

37 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
二
四
日
（H

-2-14

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
九
×
横
七
・
一
セ
ン
チ

・ 
消
印　

 

広
島
・
三
原
／2.7.24

／
前0︲8

大
阪
川
口
／ 2  .7.24

／
后2︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油
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谷
博
文
堂
様

・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
緘
／
備
後
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
一
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×
横

一
三
八
・
〇
セ
ン
チ　
〔
二
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
七
・
四
セ
ン
チ
×

横
二
〇
・
三
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
呈
酷
暑
難
堪
候
処
／
御
高

堂
皆
様
御
障
り
／
無
之
候
也
伺
上
候
／
先
般
ハ
東
京
幷
ニ
／
京

都
御
親
族
御
病
人
御
養
生
不
相
叶
／
御
長
逝
被
遊
候
趣
／
御
愁

傷
察
入
申
候
／
偖
傅
山
書
幅
御
送
り
／
被
下
正
ニ
入
手
仕
候
／

見
事
之
表
装
ニ
テ
／
満
足
仕
候
／
王
〔
国
維
〕
氏
ヨ
リ
壬
癸
詩

集
御
恵
贈
被
下
難
有
／
拝
受
仕
候
／
先
日
来
他
行
ニ
テ
御
挨
拶

延
引
／
不
悪
御
承
引
被
下
／
度
候
王
〔
国
維
〕
氏
／
へ
も
礼
状

差
出
置
申
候
／
右
不
取
敢
御
礼
申
／
述
度
書
外
後
便
ニ
／
可
申

上
存
候
／
頓
首
／
七
月
廿
三
日
／
〔
久
野
〕
元
吉
〔
錦
浦
〕
／

拝
／
〔
原
田
〕
大
観
亭
大
翁
／
侍
史
／
先
日
之
国
民
新
聞
／
徳

富
蘇
峯
／
大
西
見
山
氏
ヲ
訪
ヒ
／
漢
印
幷
ニ
黄
道
／
周
楷
書
巻

ニ
感
／
服
致
候
記
事
／
有
之
申
候
〔
二
枚
目
〕
再
白
／
八
月
中

旬
旧
盆
ニ
相
当
／
彼
是
多
忙
極
居
申
候
／
盆
過
ニ
ハ
又
々
御
伺

ひ
申
度
存
居
候

38 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
二
五
日
（H

-2-12

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
一
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広 

島
・
三
原 

／ 2  .7.26

／ 

前 0︲8

大
阪
川
口
／2.7.26

／
后2︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
封
／
七
月
廿
五
日
／
備
後
三
原
町
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
六
セ
ン
チ
×
横
七
九
・
八

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕炎
熱
難
堪
候
処
愈
／
御
清
祥
奉
恭
賀
候
／

先
日
来
他
行
之
為
／
御
無
音
ニ
打
過
候
処
／
病
気
等
ニ
ハ
無
之

也
と
／
御
心
ニ
懸
け
ら
れ
御
／
尋
被
下
候
御
芳
情
／
奉
感
謝
候

実
ハ
／
各
支
店
巡
回
致
居
／
不
図
滞
在
ニ
相
成
申
候
／
先
日
来

小
閑
ヲ
得
／
揮
刀
別
印
影
差
／
出
申
候
御
批
評
願
上
候
／
右
迄

如
此
ニ
御
座
候
／
頓
首
／
七
月
念
五
〔
二
五
〕
日

39 
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
三
〇
日
（H

-2-11

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
〇
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 
広
島
・
三
原
／2.7.30

／
后4︲6

大
阪
川
口
／2.7.31

／
前0︲7
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・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様
／
急
恵
展

・ 
封
筒
裏
書　
「
古
硯
生
雲
」
白
文
方
印
／
〔
以
下
墨
書
〕
備
後

国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
一
四
・
四

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
呈
昨
日
ハ
御
邪
魔
／
仕
候
奉
多
謝
候
／

偖
御
咄
有
之
候
貴
堂
〔
博
文
堂
〕
／
御
発
行
和
漢
名
蹟
／
出
版

目
録
御
印
刷
／
相
成
候
内
／
神
龍
蘭
亭
〔
序
〕
ハ
最
早
／
新
聞

紙
広
告
ニ
モ
黄
／
裳
簃
〔
久
野
錦
浦
〕
蔵
本
ト
出
で
／
候
事
故

此
分
の
み
ハ
／
矢
張
黄
裳
簃
〔
久
野
錦
浦
〕
蔵
本
／
ト
シ
其
他

之
分
全
部
内
藤
〔
湖
南
〕
氏
蔵
本
ト
相
願
／
候
方
宜
敷
か
と
存

候
／
神
龍
モ
其
他
も
内
藤
〔
湖
南
〕
氏
／
蔵
本
ト
ア
ル

印㐄牛ほト□キは懆忡忄〔
ト

キ
〕
ハ
其
他
の
／
分
も
矢
張
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
等
の
／
も
の

と
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
君
ニ
／
観
察
せ
ら
れ
可
申
と
存
候
／
已
ニ

印
刷
済
ナ
レ
バ
何
連
〔
レ
〕
ニ
／
相
成
居
存
候
共
差
支
無
之
存

候
／
余
ハ
御
賢
考
ニ
任
セ
申
度
存
候
／
仰
尓
〔
ニ
〕
従
ヒ
先
日

の
印
影
差
出
申
候
／
本
日
ハ
明
治
天
皇
御
／
一
周
年
祭
ニ
付
終

日
／
家
居
古
硯
生
雲
、
鵬
南
詩
画
、
二
枚
拙
刻
／
試
み
候
御
笑

艸
迄
ニ
／
差
出
申
候
／
右
迄
頓
首
／
〔
久
野
〕
元
吉
〔
錦
浦
〕

／
拝
／
〔
原
田
〕
大
観
亭
翁
／
侍
史

・ 

附
属
品
一　

巻
紙

・ 

外
寸　

縦
一
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
七
・
一
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕﹇
大
観
／
蘭
亭
﹈
の
二
枚
幷
ニ
／
〔
内
〕

藤
〔
湖
南
〕
博
士
分
も
追
而
／
差
出
可
申
候

・ 

附
属
品
二　

印
箋
二
枚

・ 

外
寸　

縦
二
四
・
四
セ
ン
チ
×
横
三
四
・
五
セ
ン
チ

・ 

印
文　
「
洒
〔
洗
〕
硯
魚
呑
墨
亯
〔
煮
〕
茶
鶴
避
煙
」
朱
文

方
印　
「
游
戯
翰
墨
」
白
文
方
印　
「
園
日
渉
以
成
趣
」
白
文

長
方
印　
「
笑
而
不
答
」
白
文
方
印　
「
以
画
説
法
」
白
文
方

印　
「
棲
隺
過
眼
」
朱
文
方
印

・ 

備
考　

差
出
年
は
消
印
及
び
内
容
に
よ
る
。

40 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
三
日
（H

-2-13

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
〇
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三
原
／2.8.4

／
前10︲12

大
阪
川
口
／2.8.4

／
后10︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
様

・ 
封
筒
裏
書　
「
古
硯
生
雲
」
白
文
方
印
／
〔
以
下
墨
書
〕
八
月

三
日
／
備
後
国
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
一
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
七
・
九
セ
ン
チ
×
横

─ 89 ─
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四
七
・
七
セ
ン
チ　
〔
二
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
七
・
九
セ
ン
チ
×

横
八
〇
・
八
セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕

拝
呈
出
版
目
録
／
御
印
刷
之
義
ニ
付
／
又
々
勝
手
申
上
／
御
手

数
相
備
へ
恐
々
縮
々
／
右
御
礼
申
上
候
／
頓
首
／
八
月
三
日
／

〔
久
野
〕
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
蘭
亭
大
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍
史
〔
二

枚
目
〕
拝
呈
炎
熱
難
堪
候
／
高
堂
御
揃
愈
／
御
清
祥
恭
賀
候
／

陳
者
別
便
粗
酒
／
暑
中
御
見
舞
の
／
印
迄
て
差
出
申
候
／
御
笑

味
被
下
候
ハ
ゞ
／
幸
甚
之
至
ニ
御
座
候
／
敬
具
／
八
月
三
日
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
／
川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕
／
油
谷
博
文
堂

様
／
追
而
羅
〔
振
玉
〕
王
〔
国
維
〕
藤
〔
内
藤
湖
南
〕
三
先
生

へ
粗
品
差
出
／
可
申
候
之
レ
ハ
荷
造
／
の
都
合
上
両
三
日
／
相

後
れ
可
申
候
直
／
接
小
包
便
ニ
托
シ
候
／
御
含
み
置
被
下
度
候

頓
首

41 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
八
月
五
日
（H

-2-10

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
二
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

□
□
／2.8.5 

／
前
□︲

□

大
阪
川
口
／2.8.6

／
后2︲3

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様
／
恵
展

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
備
後
三
原
町
／
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
一
枚
〕
縦
二
二
・
八
セ
ン
チ
×
横
一
二
・

五
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
呈
文
〔
徴
明
〕
沈
〔
周
〕
合
巻
御
送

被
下
正
ニ
／
入
手
仕
候
御
入
用
之
節
ハ
何
時
／
ニ
テ
御
申
聞
被

下
拝
送
可
仕
候
／
右
御
報
迄
頓
首
／
八
月
五
日　

元
〔
久
野
元

吉
〔
錦
浦
〕〕
拝
／
〔
原
田
〕
大
観
亭
大
翁
／
研
北

42 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
三
月
一
五
日
（H

-2-5

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
一
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
・
三 

原 

／45.3.15

／
前5︲

□

大
阪
川
口
／45.3.16

／
前9︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
殿

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
封
／
「
備
後
国
三
原
町
久
野
元
吉
」

朱
白
住
所
印

・ 
封
書
本
紙
外
寸　
〔
一
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横

三
六
一・
二
セ
ン
チ　
〔
二
枚
目
、
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×

横
九
二・
二
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
冠
省
御
免
可
被
下
候
／
内
藤
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─ 71 ─

〔
湖
南
〕
博
士
御
出
発
ニ
就
テ
ハ
／
万
事
御
配
意
引
続
き
／
御

斡
旋
御
疲
労
の
御
事
と
／
奉
察
存
候
／
当
度
又
々
羅
〔
振
玉
〕

先
生
ヨ
リ
珍
品
御
贈
与
ニ
預
り
／
貴
下
〔
原
田
大
観
〕
御
執
成

被
下
存
候
給
物
と
厚
く
〳
〵
奉
感
謝
存
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生

ヘ
ハ
早
速
礼
状
／
差
出
置
申
候
御
序
の
節
／
宜
敷
御
挨
拶
願
上

候
／
川
口
〔
棲
隺
〕
隅
田
〔
吉
衛
〕
両
君
へ
も
早
／
速
相
届
け

置
申
候
／
両
君
共
大
満
足
ニ
御
座
候
／
品
物
ハ
荷
造
御
注
／
意

被
成
下
候
為
め
／
更
ニ
無
状
無
之
御
安
／
神
〔
心
〕
被
下
度
候

／
田
村
〔
良
一
〕
氏
残
念
云
々
の
義
ハ
／
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕

へ
も
度
々
文
通
／
有
之
候
得
共
同
氏
ハ
／
比
較
的
今
日
迄
ニ
幸

／
福
を
得
ラ
レ
居
リ
候
名
幅
ヲ
／
先
取
ら
れ
云
々
ハ
董
其
／
昌

山
水
の
分
の
事
ニ
御
座
候
／
之
レ
ハ
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
分
ハ

最
初
之
事
ニ
／
有
之
只
々
川
口
〔
棲
隺
〕
氏
か
／
先
般
御
送
付

の
内
ヲ
／
引
受
ら
れ
候
分
ニ
シ
テ
／
抽
籤
抔
ニ
可
致
も
の
ニ
ハ

／
無
之
存
候
強
而
御
所
／
望
な
れ

者□ズ〔
バ
〕
川
口
〔
棲
隺
〕
氏

の
／
分
を
譲
ら
れ
存
候
様
相
運
／
び
可
申
か
と
も
〔
竹
部
〕
半

野
と
／
申
合
候
得
共
其
れ
ハ
／
田
村
〔
良
一
〕
氏
が
今
少
シ
外

品
ヲ
引
受
ら
れ
て
／
後
の
事
ニ
致
度
候
／
同
氏
ハ
今
迄
自
分
勝

／
手
の
品
の
み
引
抜
か
れ
／
居
候
事
ニ
テ
决
〔
決
〕
し
て
／
残

念
と
申
さ
れ
候
程
の
／
事
ハ
無
之
存
候
／
沈
石
田
〔
周
〕、
陸

治
、
／
祝
枝
山
〔
允
明
〕
等
ニ
テ
満
足
／
致
さ
れ
て
結
構
ニ
御

座
候
／
呵
々
／
例
の
仇
英
唐
美
人
／
何
義
門
〔
焯
〕
の
楷
書
幅

／
銭
叔
美
〔
杜
〕
墨
梅
等
／
未
た
決
定
致
さ

寿□グ〔
ず
〕
候
／
而

シ
テ
他
人
の
物
を
／
恙
〔
羨
〕
み
居
ら
れ
候
之
れ
等
ヲ
／
引
受

ら
れ
た
上
ニ
テ
／
董
其
昌
も
譲
方
相
運
び
試
み
可
申
候
／
要
寿

〔
す
〕
る
ニ
田
村
〔
良
一
〕
氏
今
日
迄
の
／
遣
り
方
ハ
羅
〔
振
玉
〕

氏
へ
の
／
同
情
よ
り
自
己
本
位
／
ニ
付
今
少
シ
勤
〔
努
〕
め
て

／
自
分
が
引
受
ら
る
ゝ
か
／
他
ニ
周
旋
で
も
出
来
／
候
上
ニ
テ

同
氏
の
満
足
／
致
さ
れ
存
候
様
運
び
候
て
も
遅
か
ら

須□ズ〔
ず
〕

と
存
候
／
御
一
笑
可
被
下
存
候
／
万
々
一
文
徴
明
千
字
本

（
マ
マ
）

〔
文
〕
／
御
割
愛
ニ
も
相
成
可
申
候
／
様
ナ
レ
バ
小
生
兵
站
部

の
／
宥
寿
〔
す
〕
範
囲
内
ナ
レ
バ
／
頂
戴
仕
度
候
是
レ
ハ
／
急

ヲ
要
シ
存
候
事
ニ
ハ
／
無
之
寧
ロ
羅
〔
振
玉
〕
氏
／
御
珍
蔵
の

方
残
／
念
が
少
な
く
て
／
宜
敷
候
／
呵
々
／
田
村
〔
良
一
〕
氏

が
取
ら
る
れ

者□ズ〔
ば
〕
／
猶
更
残
念
ニ
御
座
候
／
王
履
吉
〔
寵
〕

跋
文
へ
小
生
／
珍
蔵
之
義
御
書
加
へ
／
被
下
候
趣
難
有
存
候
／

○
／
先
日
来
表
題
跋
文
等
／
御
願
申
上
置
存
候
／
文
徴
明
大
字

巻
／
祝
枝
山
〔
允
明
〕
詩
帖
／
董
其
昌
詩
帖
／
陳
白
陽
〔
淳
〕

書
画
合
巻
／
李
流
芳
巻
／
豊
南
禺
〔
坊
〕
書
巻
／
唐
伯
虎
〔
寅
〕

采
菜
巻
／
陳
孔
彰
〔
嘉
言
〕　

花
鳥
図
／
右
無
事
到
着
仕
候
／

〔
王
〕
義

（
マ
マ
）〔

羲
〕
之
半
截
帖
〔
興
福
寺
断
碑
〕　

五
／
〔
文
〕
徴

明
千
字
本

（
マ
マ
）〔

文
〕　

二
／
米
芾
評
紙
帖　

二
／
到
着
入
手
仕
候
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／
○
／
先
日
〔
竹
部
〕
半
野
上
阪
の
節
／
持
帰
り
居
候
目
録
／

御
序
ニ
御
写
取
り
／
御
送
り
被
下
度
候
／
同
人
監
督
上
必
要
ニ

／
御
座
候
御
含
み
被
下
度
候
／
右
要
耳
／
匆
々
不
一
／
三
月

十
五
日
／
〔
久
野
〕
錦
浦
／
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田
大
観
〕
／
侍

史
〔
二
枚
目
〕
追
啓
仕
候
／
羅
〔
振
玉
〕
先
生
へ
礼
状
差
出
の

／
序
ニ
先
日
御
願
申
上
置
存
候
／
額
面
御
揮
毫
之
義
／
御
依
頼

申
上
置
存
候
／
詳
細
ハ
貴
下
〔
原
田
大
観
〕
ヨ
リ
／
可
申
上
候

様
申
上
置
候
間
／
御
序
の
節
宜
敷
／
御
取
謀
被
成
下
度
／
奉
希

上
候
／
拝
具
／
黄
裳
簃
／
〔
久
野
〕
錦
浦
拝
／
蘭
亭
翁
〔
原
田

大
観
〕
／
可
成
為
書
御
加
筆
願
／
上
度
候
／
黄
裳
簃
〔
久
野
錦

浦
〕
の
方
宜
敷
か
と
／
存
候
尤
モ
羅
〔
振
玉
〕
先
生
ハ
／
久
野

〔
錦
浦
〕
の
方
よ
く
分
り
／
居
候
故
久
野
〔
錦
浦
〕
ニ
テ
モ
／

宜
敷
其
辺
御
便
／
宜
ニ
任
セ
度
候
／
御
含
み
置
被
下
度
候

43 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
六
月
二
七
日
（H

-3-32
）

・ 

領
収
証
外
寸　

縦
二
三
・
八
セ
ン
チ
×
横
三
二
・
七
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
、
原
田
大
観
の
墨
書
〕
第
一
回
御
報
告
／
記
／

一
、
金
百
参
拾
円　

明
拓
雲
輝
〔
麾
〕
将
軍
〔
李
思
訓
碑
〕
壱

帖
／
一
、
金
壹
阡
五
拾
円　

宋
拓
十
七
帖
／
合
計
金
壹
阡
百
八

拾
円
也
／
内
金
百
拾
八
円　

右
二
点
販
売
壱
割
手
数
料
／
内
金

五
百
円　

正
金
御
取
換
／
内
金
六
円
九
十
五
銭　

別
紙
商
品

代
／
内
金
壱
円
弐
拾
銭
﹇
印
譜
冊
弐
冊
／
諸
名
賢
壱
冊
大
判

〔
先
朝
宝
翰
〕（
三
冊
帖
（
新
帙
）
／
表
紙
直
シ
）﹈
／
内
金
拾
円

﹇
西
村
天
囚
先
〔
生
〕
へ
清
名
賢
詩
解
跋
文
／
謝
儀
﹈
／
内
金
拾

円
﹇
長
尾
雨
山
先
生
張
舩
山
〔
問
陶
〕
箱
書
／
及
諸
名
賢
詩
翰

〔
先
朝
宝
翰
〕
題
簽
謝
儀
／
但
シ
別
冊
目
録
共
一
拾
弐
冊
﹈
／

内
金
拾
五
円
﹇
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
様
／
耶
馬
渓
巻
﹈
／
差
引
金

五
百
八
拾
八
円
八
拾
五
銭
／
右
本
日
仕
送
金
仕
候
間
御
改
入
御

領
収
／
可
被
下
候
以
上
／
大
正
五
年
六
月
廿
七
日
／
「
博
文
堂

合
資
会
社
」
青
印
／
黄
裳
簃
〔
久
野
錦
浦
〕
様
／
〔
以
下
久
野

錦
浦
の
墨
書
〕
前
証
計
筭
差
引
金
正
ニ
受
領
候
也
久
野
元
吉

〔
錦
浦
〕　
「
黄
裳
簃
」
白
文
方
印　
「
久
野
」
朱
文
円
印

44 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一
月
二
一
日
（H

-3-27

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
七
・
九
セ
ン
チ
×
横
二
〇
・
二
セ
ン
チ

・ 

消
印　
〔
な
し
〕

・ 

封
筒
表
書　
〔
原
田
大
観
の
墨
書
〕
十
一
月
廿
一
日
／
広
嶋
〔
島
〕

検
事
送
り
書
留
／
領
収
書
在
中

・ 
封
筒
裏
書　
〔
原
田
大
観
の
墨
書
、「
〆
」、「
日
付
」
以
外
は

印
字
〕
〆
／
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
拾
六
番
地
／
博
文

堂
合
資
会
社
／
電
話
長
土
佐
堀
七
八
四
番
／
振
替
口
座
大
阪

一
二
〇
一
五
番
／
大
正
五
年
十
一
月
廿
一
日
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・ 
備
考　

未
開
封
に
つ
き
本
紙
の
内
容
は
不
明
。

45 
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一
月
二
三
日
（H

-2-2

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
三
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

神 
戸
下
関
間
／5.

□.

□
／
〔
判
読
不
能
〕

大
阪
川
口
／5.11.24

／
前0︲7

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博
文

堂
／
原
田
大
観
様
／
親
展

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
土
手
町
廿
七
／
福
光
弥
太
郎

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
二
セ
ン
チ
×
横
一
三
四
・
〇

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
此
度
之
一
件
／
貴
方
へ
御
心
配
相
／

備
へ
何
と
も
申
訳
／
無
之
恐
縮
〳
〵
／
研
旅
先
生
度
嶺
巻
〔
石

濤
黄
研
旅
度
嶺
図
巻
〕／
ハ
付
落
ト
ノ
事
拝
承
／
是
レ
ハ
当
方
ニ

在
リ
シ
／
事
可
致
候
又
董
／
其
昌
艸
書
千
字
文
ハ
／
書
付
ニ
記

入
ア
レ
バ
／
宜
布
候
董
其
昌
の
／
分
の
草
書
詩
冊
と
／
艸
書
千

字
文
と
／
両
冊
ニ
有
之
候
様
／
存
居
候
尤
モ
当
方
ハ
／
何
の
書

付
も
無
之
／
只
々
数
ガ
大
略
／
符
合
致
候
ハ
ゞ
／
其
れ
ニ
テ
宜

布
候
／
何
連
〔
れ
〕
万
事
之
事
情
も
／
申
上
且
ツ
親
敷
御
／
挨

拶
も
可
申
上
機
／
有
之
候
得
共
此
上
／
貴
方
の
御
心
配
／
万
々

無
之
候
小
生
も
／
昨
夜
帰
宅
致
候
／
事
件
ハ
大
略
左
／
付
可
申

候
／
右
要
耳
／
頓
首
／
廿
三
日
／
元
吉
〔
久
野
錦
浦
〕
拝
／

〔
原
田
〕
大
観
様

46 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一
月
二
五
日
（H

-2-4

）  

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
一
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 

広
島
／5.11.26

／
前10︲12

大
阪
川
口
／5.11.27

／
前0︲7

・
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
／
原
田
大
観
様

・
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
緘
／
広
島
／
福
光
弥
太
郎

・
封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八・〇
セ
ン
チ
×
横
五
六
セ
ン
チ

・
本
文　

拝
啓
／
研
旅
先
生
度
／
嶺
図
巻
〔
石
濤
黄
研
旅
度
嶺
図

巻
〕
／
右
御
送
被
下
正
ニ
／
入
手
仕
候
／
御
安
神
〔
心
〕
被
下

度
候
／
頓
首
／
廿
五
日
／
元
吉
〔
久
野
錦
浦
〕
拝
／
〔
原
田
〕

大
観
様

47 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
一
月
二
六
日
（H

-2-3

）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
三
セ
ン
チ
×
横
七
・
九
セ
ン
チ

・
消
印　

 

神 

戸
下
関
間
／5.11.26

／
糸
・
神
／
三
上

大
阪
川
口
／5.11.27

／
前9︲10

・
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
靱
上
通
二
丁
目
／
博
文
堂
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合
資
会
社
／
原
田
大
観
様
／
御
親
展

・
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
備
後
三
原
町
／
鎖　

十
一
月
廿
六

日
竹
部
半
野
拝

・
封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
九
セ
ン
チ
×
横
六
一
・
二

セ
ン
チ

・
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
／
過
日
柴
原
様
御
許
の
事
ハ
／
貴

下
〔
原
田
大
観
〕
御
申
出
之
通
り
尓
〔
に
〕
て
／
差
支
無
之
候

此
段
御
／
安
心
被
下
度
候
就
而
ハ
小
生
〔
竹
部
半
野
〕
／
他
の

要
件
あ
り
昨
日
上
阪
可
仕
心
筭
有
之
右
御
事
附
／
の
為
御
伺
申

上
べ
き
の
処
／
上
阪
の
義
少
し
延
引
仕
候
間
乍
略
書
右
御
通
知

迄
／
柴
原
様
よ
り
宜
敷
御
伝
一
言
呉
れ
と
の
事
ニ
御
座
候
／
不

日
御
面
□
を
期
可
申
上
候
／
頓
首
／
十
一
月
廿
六
日
／〔
竹
部
〕

半
野
拝
／
原
田
大
観
様
／
座　

下

48 

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
二
月
一
四
日
（H

-2-19
）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
二
セ
ン
チ
×
横
八
・
五
セ
ン
チ

・
消
印　

 

広
島
／5.12.14

／
后0︲2

大
阪
川
口
／5.12.15

／
前0︲7

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
／
原
田
大
観
様
／
親
展

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
緘
／
広
島
市
段
原
町
／
一
〇
六
七

／
久
野
一
男

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・一
セ
ン
チ
×
横
一
五
七
・
一

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
尓
来
御
無
／
音
多
々
謝
々
小
生
義
／

其
後
不
相
変
無
／
事
消
光
罷
在
／
候
間
御
放
念
被
下
／
度
候
偖

福
光
弥
太
郎
／
事
他
へ
転
居
仕
候
間
／
此
後
御
通
信
ハ
／
広
島

市
段
原
町
／
千
六
十
七
／
久
野
一
男
／
宛
ニ
願
上
候
／
尤
も
此

際
之
事
故
／
秘
密
ニ
関
ス
ル
事
ハ
／
御
通
信
御
見
合
／
置
被
下

度
候
／
予
而
御
願
申
上
居
／
候
売
却
物
之
義
も
／
追
々
都
合
よ

く
進
／
行
何
連
〔
れ
〕
其
筋
の
／
許
諾
ヲ
得
テ
御
／
周
旋
願
上

候
事
ニ
／
相
成
可
申
義
と
存
／
候
御
含
み
置
被
下
／
度
候
／
○

／
木
堂
翰
墨
談
御
発
行
之
由
新
／
聞
ニ
テ
承
知
仕
候
／
乍
御
手

数
二
部
／
前
記
へ
御
郵
送
願
上
候
／
右
要
耳
頓
首
／
十
二
月

十
四
日
／
元
吉
〔
久
野
錦
浦
〕
／
拝
／
原
田
大
観
翁

49 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
一
二
日
（H

-2-29

）
封
筒

・ 

封
筒
外
寸
…
縦
一
九
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 
消
印　
〔
判
読
不
能
〕
／45.3.4

／
后3︲5

・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
原
田
大
観
の
墨
書
〕
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
氏

代
（
大
正
六
年
三
月
十
五
日
）
／
株
式
会
社
西
備
銀
行
破
産
管

財
人
／
﹇
篠
原
迪
／
井
前
正
﹈
両
氏
領
収
証
入
／
両
氏
来
簡
／
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外
二
電
信
入

・ 
封
筒
裏
書　
〔
特
殊
（
通
常
小
包
）
郵
便
物
受
領
証
貼
付
に
つ

き
一
部
分
の
み
翻
刻
。「
博
文
堂
合
資
会
社
」
の
封
筒
と
見
ら

れ
る
〕
…
…
会
社
／
…
…
堀
七
八
四
番
／
…
…
一
二
〇
一
五
番

「
原
田
」
朱
文
円
印
二
顆

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
二
三
・
八
セ
ン
チ
×
横
三
二
・
六

セ
ン
チ

・
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
予
而
御
預
ケ
致
居
候
書
画
／
都
今

般
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
へ
引
渡
候
事
ニ
致
候
間
／
右
管
財
人

ヨ
リ
貴
殿
〔
原
田
大
観
〕
へ
御
照
／
会
之
節
の
御
引
渡
被
下
致

候
／
猶
又
御
売
却
ニ
係
ル
分
ハ
／
小
生
〔
久
野
錦
浦
〕
へ
対
シ

御
取
替
金
幷
ニ
／
御
約
束
の
手
数
料
御
引
去
／
リ
残
額
モ
同
様

御
引
渡
／
被
下
度
候
／
右
得
貴
意
候
／
大
正
六
年
三
月
十
二
日

頓
首
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿
／
久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕　

拇
印

・ 

附
属
品
一　

篠
原
迪
名
刺

・ 

外
寸　

縦
八
・
七
セ
ン
チ
×
横
四
・
八
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
印
字
〕
広
島
地
方
裁
判
所
／
破
産
管
財
人
篠

原
迪

・ 

付
属
品
二　

井
前
正
名
刺　

・ 

外
寸　

縦
九
・
八
セ
ン
チ
×
横
六
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
印
字
〕﹇
弁
護
士
／
従
五
位
﹈
井
前
正
／
広
島

市
上
柳
町
七
／
電
話
四
六
一
番

・ 

附
属
品
三　

特
殊
（
通
常
小
包
）
郵
便
物
受
領
証

・ 

外
寸　

縦
八
・
六
セ
ン
チ
×
横
一
五
・
七
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
、
受
取
印
宿
所
氏
名
、
差
出
人
宿
所
氏
名
、

郵
便
料
の
み
手
書
〕
受
取
印
宿
所
氏
名　

広
島
市
小
町
／
篠

原
迪
／
差
出
人
宿
所
氏
名　

靱
上
通
弐
丁
め
／
原
田
庄
左
衛

門
〔
大
観
〕
／
郵
便
物
区
別
「
□
書
留
□
□
」
朱
文
印
／

引
受
番
号
「
389
」
青
印
／
引
受
主
任
印　
「
石
丸
」
朱
文
楕

円
印
／
郵
便
料　

拾
三
銭
／
日
附
印　

大
阪
京
町
堀
上
／

6.3.15

／
后1︲2

／
摘
要　
「
配
達
証
明
」
朱
文
長
方
印

・ 

付
属
品
四　

電
報
送
達
紙

・ 

外
寸　

縦
二
一
・
六
セ
ン
チ
×
横
一
二
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　

受
信
人
居
所
氏
名　
〔
以
下
、
記
入
箇
所
の
み
手
書

転
写
〕
ヲ
サ
カ
ニ
シ
／
ウ
ツ
ボ
カ
ミ
ド
ウ
リ
／
ニ
テ
ウ
メ
ジ

ウ
ロ
ク
／
バ
ン
チ
ハ
ラ
タ
セ
ウ
／
ザ
エ
モ
ン
「
三
三
一
二
」

黒
文
印
「
返
信
料
前
納
」
朱
文
長
方
印
／
発
信
者
居
所
氏
名

ヒ
ロ
シ
マ
コ
／
マ
チ
シ
ノ
ハ
／
ラ
／
著
局
日
附
印　

大
阪
中

央
／6.3.14

／
電
信
局
／
発
局　

私
報
／
ヒ
ロ
シ
マ
／
タ
ケ

ヤ
テ
ウ
局
／
第
一
五
九
号
／
受
付
午
ゼ
六
時
三
十
分
／
□
□

三
三
字
／
著
局　

受
付
午
ゼ
七
時
三
十
二
分
／
受
信
常
務
者
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け
／
指
定　

ナ
ツ
「
返
信
料
前
納
」
朱
文
長
方
印
／
ア
ス
ア

サ
ク
ノ
カ
ワ
グ
／
チ
ノ
ア
ヅ
ケ
タ
ル
シ
ナ
／
ヲ
ト
リ
ニ
ユ
ク

オ
ル
〔
リ
〕
カ
ヘ
シ

・ 

付
属
品
五　

受
領
証

・ 

外
寸　

縦
一
六
・
四
セ
ン
チ
×
横
二
三
・
六
セ
ン
チ

・ 

本
文
〔「
靱
紀
伊
国
／
橋
佐
野
印
行
」
用
箋
、墨
書
〕〔
一
丁
表
〕

一　

蕭
尺
木
〔
雲
従
〕
山
水
巻
／
二　

卞
文
瑜
山
水
幅
／

三　

祝
允
明
書
巻
／
四　

尹
西
村
〔
錫
〕
老
猫
軸
／
五　

項
東
井
〔
奎
〕
山
水
巻
／
六　

楊
文
総
〔
驄
〕
山
水
幅
／

七　

魯
治
先
生
書
巻
／
八　

文
嘉
文
従
簡
山
水
巻
／
九　

董

其
昌
正
書
楽
志
論
／
〔
一
丁
裏
〕
十　

劉
石
菴
〔
墉
〕
書

幅
／
十
一　

王
昱
雲
烟
山
水
マ
ク
リ
／
十
二　

張
伯
琮
草
書

幅
／
十
三　

蒋
山
堂
〔
仁
〕
草
書
幅
／
十
四　

王
虚
舟
〔
澍
〕

十
七
帖
／
十
五　

明
拓
顔
真
卿
多
宝
塔
帖
／
十
六　

王
舟
麓

山
水
幅
／
十
七　

徐
晋
斎
〔
用
錫
〕
山
水
幅
／
十
八　

翁
方

綱
書
幅
／
十
九　

張
墨
岑
〔
宗
蒼
〕
山
水
幅
／
〔
二
丁
表
〕

二
〇
文
待
詔〔
徴
明
〕細
楷
千
字
文
冊
／
二
一　

董
文
敏〔
其

昌
〕
草
書
冊
／
二
二　

董
其
昌
草
書
千
字
文
冊
／
二
三　

宋

拓
孔
子
庿
〔
廟
〕
堂
碑
帖
／
二
四　

宋
拓
黄
庭
経
／
二
五　

宋
拓
書
譜
／
二
六　

石
濤
画
冊
／
二
七　

王
蒙
（
黄
鶴
山

樵
）
山
水
幅
／
二
八　

董
其
昌
山
水
幅
／
二
九　

沈
石
田

〔
周
〕
縮
図
幅
／
〔
一
丁
裏
か
ら
二
丁
表
に
か
け
て
「
破
産

管
財
人
篠
原
迪
印
」
朱
文
方
印
、「
破
産
管
財
人
井
前
正
印
」

朱
文
方
印
の
割
印
あ
り
〕〔
二
丁
裏
〕
三
〇　

文
〔
徴
明
〕

沈
〔
周
〕
合
巻
／
三
一　

徐
青
藤
〔
渭
〕
巻
／
三
二　

李
流

芳
書
画
巻
以
上
参
拾
弐
点
﹇
元
川
口
国
次
郎
〔
棲
隺
〕 

久
野

久
吉
〔
錦
浦
〕
／
所
有
品
﹈
／
右
正
ニ
受
領
候
也
／
大
正
六

年
三
月
十
五
日
／
株
式
会
社
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
／
広
島

市
小
町
篠
原
迪
「
破
産
管
財
人
篠
原
迪
印
」
朱
文
方
印
／
仝

市
上
柳
町
井
前
正
「
破
産
管
財
人
井
前
正
印
」
朱
文
方
印
／

原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・
備
考　

封
筒
の
消
印
は
封
書
本
紙
の
差
出
日
と
齟
齬
が
あ
る
た

め
、
差
出
日
は
封
書
本
紙
に
依
拠
し
た
。

50 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
一
五
日
（B

-10-37-1

）

・ 

証
書
写
外
寸　
〔
原
稿
用
紙
〕
縦
二
三
・
九
セ
ン
チ
×
横
三
二
・
九

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
原
田
大
観
の
墨
書
〕〔
欄
外
〕
写
シ
／
証
／
一
✓

王
石
谷
〔
翬
〕
山
水
幅
／
一
✓
清
名
賢
詩
翰
／
一
✓
㔁
〔
鄧
〕

完
白
〔
石
如
〕
書
幅
／
一
〔
董
其
昌
山
水
幅
を
消
し
て
〕
✓
扇

面
帖　

壱
帖
／
一
✓
陸
天
遊
〔
広
〕
山
水
幅
／
一
✓
黄
道
周
書

幅
／
右
六
点
代
金
五
阡
九
百
弐
拾
円
也
ニ
テ
東
京
／
山
本
悌
二
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郎
〔
二
峯
〕
氏
へ
売
却
致
置
候
同
氏
目
下
／
台
湾
出
張
中
ニ
付

本
年
四
月
十
五
日
迄
ニ
／
右
代
金
受
取
久
野
〔
錦
浦
〕
氏
へ
御

立
換
金
及
手
数
／
料
引
去
り
残
額
御
送
金
可
仕
候
也
／
大
正
六

年
三
月
十
五
日
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕  

印
／
株
式
会
社

西
備
銀
行
破
産
管
財
人
／
篠
原
迪
殿
／
井
前
正
殿

・ 

付
属
品
一　

包
紙　

・ 

外
寸　

縦
三
一
・
三
セ
ン
チ
×
横
三
二
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
原
田
大
観
の
墨
書
〕
大
正
六
年
五
月
廿
日
／

久
野
元
吉
〔
錦
浦
〕
氏
関
係
／
篠
原
迪
氏
／
井
前
正
氏
／
書

類
入
／
〆

51 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
一
六
日
（H

-3-25

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・ 

消
印　
〔
な
し
〕

・ 

封
筒
表
書　
〔
原
田
大
観
の
墨
書
〕
株
式
会
社
西
備
銀
行
破
産

管
財
人
／
篠
原
迪
殿
領
収
書
弐
通
／
入
／
大
正
六
年
三
月
十
七

日
・ 

封
筒
裏
書　
〔
な
し
〕

・ 

附
属
品
一　

原
田
大
観
宛
篠
原
迪
葉
書

・ 

葉
書
外
寸　

縦
一
四
・
〇
セ
ン
チ
×
横
九
・
〇
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／6.3.16

／
后10︲12

・ 

葉
書
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
二
丁
目
／

原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿
／
株
式
会
社
西
備
銀
行
／
管
財

人
篠
原
迪

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
昨
日
参
上
早
速
御
／
引
渡
被
下

厚
く
御
礼
申
上
候
／
御
送
附
ノ
荷
物
参
個
本
日
／
無
事
到
着

仕
候
附
御
放
／
念
被
下
度
候
先
ハ
不
取
敢
／
右
申
上
候
頓

首
・
付
属
品
二　

郵
便
物
配
達
証
明
書

・ 

外
寸  

縦
一
三
・
九
セ
ン
チ
×
横
九
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
記
入
箇
所
の
み
墨
書
〕
引
受
局　

当
方
参

八
九
／
引
受
番
号　

□
□
大
阪
京
町
堀
上
／
郵
便
物
区
別　

「
第
一
□
□
□
通
常
」
朱
文
長
方
印
／
引
受
月
日　
〔
大
正
〕

六
年
三
月
十
五
日
／
受
取
人
宿
所
氏
名　

広
島
市
小
町
／
篠

原
迪
／
前
記
郵
便
ハ
六
年
三
月
十
六
日
配
達
ヲ
了
シ
候
／
広

島
郵
便
局
／
消
印　

広
島
／6.3.16

／
后0︲2

〔
裏
面
、
墨

書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
り
二
丁
目
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
殿　
「
通
信
事
□
」
朱
文
印

52 
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
二
八
日
（B

-10-37-3

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
三
セ
ン
チ
×
横
八
・
〇
セ
ン
チ

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
原
田
庄
左
衛
門
の
墨
書
〕
大
正
六
年
三
月

廿
八
日
／
篠
原
迪
氏
ヘ
送
ル
書
留
証
入
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・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
印
字
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
拾
六

番
地
／
博
文
堂
合
資
会
社
／
電
話
長
土
佐
堀
七
八
四
番
／
振
替

口
座
大
阪
一
二
〇
一
五
番
／
大
正　

年　

月　

日

・ 

備
考　

未
開
封
に
つ
き
内
容
は
不
明
。

53 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
九
日
（B

-10-37-5

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
九
セ
ン
チ

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
原
田
大
観
の
墨
書
〕
大
正
六
年
六
月
九
日
／

篠
原
迪
氏
電
報
正
写
入
／
返
信
料
付

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
印
字
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
拾
六

番
地
／
博
文
堂
合
資
会
社
／
電
話
長
土
佐
堀
七
八
四
番
／
振
替

口
座
大
阪
一
二
〇
一
五
番
／
大
正　

年　

月　

日

・ 

附
属
品
一　

電
報
頼
信
紙

・ 

外
寸　

縦
二
一
・
六
セ
ン
チ
×
横
一
三
・
一
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
記
入
箇
所
の
み
墨
書
〕
郵
便
切
手
〔
貼
附
及
日

附
印
〕
押
捺
場
所
「
正
写
」
朱
文
印　

大
阪
靱
／6.6.9
／
前

10
―
11　

六
月
九
日
／
受
信
人
居
所
氏
名　

ヒ
ロ
シ
マ
シ
／

コ
マ
チ
／
シ
ノ
ハ
ラ
テ
キ
／
指
定　

ナ
ツ
／
発
信
人
の
居
所

氏
名
を
受
信
人
に
知
／
ら
す
る
必
要
あ
る
と
き
は
此
処
又

は
／
本
文
の
終
へ
片
仮
名
に
て
記
す
こ
と　

ハ
ラ
ダ 

シ
／

ヨ
ウ
ザ 

ヱ
／
モ
ン
／
私
報
／
第
八
七
号
／
受
付
午
前
十
時

二
五
分
／
一
二
ノ
二
七
字
／
著 

ヒ
ロ
シ
マ
局
／
サ
ル
ニ
ニ

ヒ
／
カ
ネ
フ
リ
カ
／
ヱ
コ
ウ
ザ　

オ
ク
ツ
タ
ツ
／
イ
タ
カ
ヘ

ン
〔
以
下
日
付
の
み
墨
書
〕「
六
月
九
日
正
写
交
付
」
朱
文　

印
〔
以
下
鉛
筆
〕（
正
写
）
／
発
信
人
は
自
己
の
居
所
氏
名

を
成
る
べ
く
本
字
に
て
此
処
に
記
す
こ
と
〔
以
下
鉛
筆
〕
靱

上
通
弐
丁
目
原
田
〔
大
観
〕

54 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
一
〇
日
（B

-10-37-4

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
〇
セ
ン
チ
×
横
八
・
〇
セ
ン
チ

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
原
田
大
観
の
墨
書
〕
大
正
六
年
六
月
十
日
／

篠
原
迪
氏
ヨ
リ
之
返
電
文

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
印
字
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
拾
六

番
地
／
博
文
堂
合
資
会
社
／
電
話
長
土
佐
堀
七
八
四
番
／
振
替

口
座
大
阪
一
二
〇
一
五
番
／
大
正　

年　

月　

日

・ 

備
考　

未
開
封
に
つ
き
内
容
は
不
明
。

55 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
二
二
日
（H

-2-25

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 
消
印　
〔
な
し
〕

・ 

封
筒
表
書　
〔
原
田
大
観
の
墨
書
〕
久
野
元
吉
氏
分
／
大
正
六
年

五
月
廿
二
日
／
﹇
篠
原
迪
氏
／
井
前
正
氏
﹈
へ
振
替
送
金
証
入
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・ 
封
筒
裏
書　
〔
記
載
な
し
〕

・ 
封
書
本
紙
外
寸　

縦
一
五
・
二
セ
ン
チ
×
横
七
・
一
セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
記
入
箇
所
の
み
墨
書
〕
受
領
票
／
口
座
番
号 

大

阪
一
六
二
八
五
番
／
加
入
者
氏
名 

篠
原
迪
／
一
金
四
阡
八
百

弐
拾
壹
円
五
拾
壱
銭
也
／
払
込
人
氏
名 

原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
殿
／
受
付
局
日
附
印　
〔
判
読
不
能
〕
／6.5.22

／
ゑ
遍

〔
へ
〕

56 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
二
二
日
（B
-10-37-2

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
九
セ
ン
チ

・ 

消
印　
〔
な
し
〕

・ 

封
筒
表
書　

広
島
市
／
大
正
六
年
六
月
廿
二
日
篠
原
迪
氏
へ
／

催
促
状
扣
〔
控
〕
入

・ 

封
筒
裏
書　
〔
な
し
〕

・ 

封
書
本
紙
外
寸　

縦
二
四
・
三
セ
ン
チ
×
横
三
三
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔「
板
野
法
律
事
務
所
」
原
稿
用
紙
に
墨
書
〕
拝
啓
久
野

元
吉
〔
錦
浦
〕
氏
書
／
画
代
金
領
収
／
書
御
送
付
被
下
度
得
／

貴
意
候
頓
首
／
六
月
廿
二
日
原
□
―
―
〔
氏
名
の
省
略
の
印

か
〕
／
□
―
―
〔
氏
名
の
省
略
の
印
か
〕
／
株
式
会
社
西
備
銀

行
／
破
産
管
財
人
／
篠
原
迪
殿

57 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
二
六
日
（H

-2-24

）

・ 

封
筒
外
寸　
〔
封
筒
一
〕
縦
一
九
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン

チ　
〔
封
筒
二
〕
縦
一
九
・
七
セ
ン
チ
×
横
八
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

 〔
封
筒
一
〕　
〔
な
し
〕

〔
封
筒
二
〕 〔
封
筒
表
は
ヤ
ブ
レ
〕

大
阪
川
口
／6.6.27

／
前9︲10

・ 

封
筒
一
表
書　
〔
以
下
原
田
大
観
の
墨
書
〕
大
正
六
年
六
月
廿

七
日
／
﹇
篠
原
迪
／
井
前
正
﹈
両
氏
領
収
証
入

・ 

封
筒
一
裏
書　
〔
以
下
印
字
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
拾

六
番
地
／
博
文
堂
合
資
会
社
／
電
話
長
土
佐
堀
七
八
四
番
／
振

替
口
座
大
阪
一
二
〇
一
五
番
／
大
正　

年　

月　

日

・ 

封
筒
一
消
印　
〔
な
し
〕

・ 

封
筒
二
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
拾

六
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・ 

封
筒
二
裏
書　
〔
以
下
差
出
日
、「
〆
」
の
み
墨
書
、
他
は
印
字
〕

〆
／
広
島
市
三
川
町
／
株
式
会
社
西
備
銀
行
管
財
事
務
所
／
破

産
管
財
人
篠
原
迪
／
同
井
前
正
／
大
正
六
年
六
月
二
十
六
日

・ 
封
筒
二
消
印　

 〔
表
面
は
欠
損
で
判
読
で
き
ず
〕

大
阪
川
口
／6.6.27

／
前9︲10

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
西
備
銀
行
便
箋
一
枚
〕
縦
二
三・二
セ
ン
チ
×

横
一
三
・
八
セ
ン
チ
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・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
、「
大
正
」「
年
」「
月
」「
日
」
は
印
刷
〕

大
正
六
年
六
月
二
十
六
日
／
拝
啓
益
々
御
多
祥
奉
賀
候
／
先
般

久
野
〔
錦
浦
〕
氏
書
画
代
金
四
千
八
百
弐
拾
壱
円
五
拾
壱
／
銭

也
ハ
本
年
五
月
弐
拾
弐
日
振
替
口
座
払
ニ
テ
御
送
金
／
被
下
正

ニ
受
領
致
申
候
早
速
返
信
可
致
筈
ノ
／
処
当
方
事
務
ノ
都
合
上

誤
ヲ
生
シ
既
ニ
発
信
済
／
ノ
記
才
〔
載
〕
有
之
従
テ
御
送
附
申

セ
リ
ト
信
シ
遂
ニ
遅
延
／
致
候
段
御
許
容
被
下
度
候
／
先
ハ
右

御
返
事
申
上
候
也
／
「
破
産
管
財
人　

篠
原
迪
」
青
印　
「
破

産
管
財
人　

井
前
正
」
青
印　
「
西
備
銀
行
破
産
管
財
人
之
印
」

朱
文
方
印

58 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月
一
一
日
（H

-3-11

）

・
封
筒
外
寸　

縦
六
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
八
・
八
セ
ン
チ

・
消
印　

 

広
島
／7.5.11

／
前10︲12

大
阪
川
口
／7.5.12

／
前0︲7

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
銷
〔
靱
〕
上
通
／
油

谷
／
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
福
光

方
／
久
野
一
男
／
五
月
十
一
日

・ 

封
書
本
紙　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
〇
セ
ン
チ
×
横
五
二
・
八
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
亡
父
元
吉
〔
久
野
錦
浦
〕
儀
存
／
命

中
は
色
々
御
世
話
様
／
に
相
成
居
候
処
去
二
月
中
旬
来
膓
チ
ブ

ス
と
相
成
り
／
薬
石
の
効
も
な
く
三
月
十
／
八
日
遂
に
死
去
仕
候

全
体
／
早
速
御
通
知
申
す
筈
／
の
処
い
ろ
〳
〵
取
り
ま
ぎ
れ
／

葬
儀
も
五
月
五
日
漸
く
相
／
済
ま
せ
た
る
程
に
候
て
本
意
／
な

ら
ず
も
本
日
ま
で
延
引
仕
候
／
段
何
卒
御
海
容
な
し
下
さ
／
れ

度
候
先
は
甚
だ
延
引
な
／
が
ら
御
通
知
申
上
候
／
草
々
／
五
月

十
一
日
／
久
野
一
男
／
博
文
堂
様

59 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
五
月
一
三
日
（H

-3-28

）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
五
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・
消
印　

 

広
島
／7.5.13

／ 

后 

□︲3

大
阪
川
口
／7.5.14

／
前10︲11

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
／
貳
丁
目
／

油
谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
福
光

方
／
久
野
一
男
／
五
月
十
三
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
一
セ
ン
チ
×
横
六
五
・
七

セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
復
／
先
日
御
通
知
申
上
候
処
／
本
日

早
速
と
御
鄭
重
な
／
る
御
吊
詞
を
賜
は
り
且
つ
／
亦
御
結
構
な

る
霊
前
の
／
供
物
御
恵
与
下
さ
れ
誠
に
有
／
難
く
返
り
て
御
迷
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惑
相
備
へ
恐
縮
の
至
り
に
御
座
候
早
速
御
芳
志
恭
〔
忝
〕
く
仏

前
に
／
手
向
け
候
ま
ゝ
御
安
心
下
さ
／
れ
度
候
就
て
は
御
返
礼

の
／
御
印
ま
で
に
小
包
郵
便
と
／
し
て
粗
品
差
し
お
き
候
／

間
御
受
取
下
さ
れ
度
候
先
／
は
取
り
あ
へ
ず
御
礼
申
上
候
／
敬

具
／
五
月
十
三
日
／
久
野
一
男
／
油
谷
博
文
堂
様

60 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
〇
月
一
六
日
（H

-3-29

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
三
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／7.10.16

／
后6︲8

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様
／
必
親
展

・ 

封
書
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
内
〔
千
代
〕
／
十
月
十
六
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
三
セ
ン
チ
×
横
九
二
・
六

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
／
其
後
者
〔
ハ
〕
久
々
御
無
音
尓

〔
に
〕
打
ち
過
／
き
居
申
候
処
時
節
柄
朝
夕
／
盤
〔
は
〕
よ
ほ

ど
冷
気
越
〔
を
〕
覚
え
ら
れ
候
／
折
柄
御
家
御
一
同
様
尓
〔
に
〕

は
如
何
／
御
起
居
為
〔
？
〕
さ
れ
候
也
御
案
じ
／
申
上
候
過
日

者
〔
は
〕
父
〔
久
野
錦
浦
〕
死
去
ニ
付
／
誠
ニ
御
親
切
様
ニ
香

料
等
御
／
送
附
ニ
預
り
一
方
な
ら

寿□グ〔
ず
〕
恐
縮
／
ニ
存
候
生

前
中
ハ
何
可
〔
か
〕
と
御
／
懇
切
ニ
な
し
被
下
色
々
御
配
意
／

ニ
預
り
誠
ニ
有
難
く
厚
く
御
礼
／
申
上
候
／
就
い
て
ハ
亡
父

〔
久
野
錦
浦
〕
が
無
上
の
楽
と
し
て
／
常
ニ
持
ち
居
り
し
軸
物

或
ハ
巻
物
等
少
々
残
り
居
候
も
何
分
尓
〔
に
〕
も
／
取
る
足
ら

さ
る
物
能
〔
の
〕
み
尓
〔
に
〕
て
候
も
茲
／
ニ
一
つ
「
宋
米
海

嶽
〔
芾
〕
書
巻
／
黄
裳
簃
〔
久
野
錦
浦
〕
蔵 

羅
振
玉
題 

印 

」

／
と
題
寿
〔
す
〕
る
桐
能
〔
の
〕
箱
入
二
重
箱
尓
〔
に
〕
て
巻

／
物
之
有
候
が
右
ハ
時
価
如
何
程
／
能
〔
の
〕
も
の
尓
〔
に
〕

て
御
座
候
也
誠
ニ
失
礼
／
な

可□で〔
が
〕
ら
内
々
尓
〔
に
〕
／
御

尋
ね
申
上
候
間
／
何
卒
御
考
へ
御
も
ら
し
被
下
度
／
都
合
次
第

尓
〔
に
〕
て
御
送
附
申
上
候
／
も
宜
敷
御
手
数
な

可□で〔
が
〕
ら

兎
角
能
〔
の
〕
／
御
返
事
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
／
末
筆
な

可□で

〔
が
〕
ら
御
一
同
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
先
ハ
右
御
伺
ま
で
／

何
分
〳
〵
可
〔
か
〕
し
こ
／
十
月
十
六
日
／
久
野
内
〔
千
代
〕

／
博
文
堂
様

61 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
〇
月
二
五
日
（H

-2-38

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
〇
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 
消
印　

広
島
／7.10.

□
／
后3︲4

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

─ 101 ─



─ 82 ─

・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
／
十
月
廿
五
日

・ 
封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
二
セ
ン
チ
×
横
七
〇
・
三

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
／
先
日
者
〔
は
〕
御
多
忙
中
越
〔
を
〕

早
速
と
／
御
親
切
な
る
御
返
事
被
下
誠
／
ニ
有
難
く
拝
万
〔
ま
〕

仕
候
／
承
者
〔
は
〕
り
候
へ
バ
十
一
月
早
々
わ
ざ
〳
〵
／
御
成

広
〔
広
島
〕
な
し
被
下
登
能
〔
と
の
〕
御
事
／
そ
江
〔
え
〕
誠

ニ
恐
縮
ニ
存
じ
候
／
へ
ど
も
御
折
角
の
御
芳
志
忝
／
希
〔
け
〕

な
く
お
待
ち
申
上
候
／
就
て
ハ
以
前
よ
り
住
所
も
変
り
／
居
候

事
と
て
御
出
発
前
御
／
手
数
な

可□で〔
が
〕
ら
時
日
御
一
報
／
被

下
度
駅
ま
で
お
迎
ひ
し
／
参
上
仕
べ
く
候
何
れ
お
目
／
も
じ
能

〔
の
〕
上
外
尓
〔
に
〕
も
種
々
御
／
目
尓
可
希
〔
に
か
け
〕
御
相

談
申
上
度
／
存
居
候
ニ
付
何
卒
〳
〵
宜
／
敷
お
願
ひ
申
上
候
／

先
ハ
右
点
御
要
用
ま
で
／
申
上
候
／
何
分
〳
〵
／
可
〔
か
〕
し

こ
／
十
月
廿
五
日
／
久
野
内
〔
千
代
〕
／
博
文
堂
様

・
備
考　

封
筒
裏
書
に
「
久
野
一
男
」
と
あ
る
が
、
封
書
本
紙
に

あ
る
よ
う
に
、
久
野
千
代
が
書
い
た
書
簡
で
あ
る
。

62 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
二
月
一
〇
日
（H

-2-15

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／7.12.10

／
□6︲8

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
貳
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様
／
返
信

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
緘
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
／
十
二
月
十
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
六
・五
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

三
セ
ン
チ

・ 

本
文

〔
一
枚
目
〕
先
日
御
送
附
の
品
呉
々
も
秘
密
ニ
な
し
被
下
度
候
／

拝
複
〔
復
〕
先
日
来
寒
一
宋
〔
層
〕
急
ニ
烈
し
く
相
成
候
て
御

容
体
／
如
何
尓
〔
に
〕
亘
ら
せ
給
ふ
や
ら
ん
と
心
尓
〔
に
〕
か

ら
御
見
舞
状
さ
し
上
く
べ
く
／
存
じ
な

可□で〔
が
〕
ら
兎
角
御
無

音
尓
〔
に
〕
打
ち
過
ぎ
失
礼
仕
居
候
処
／
本
日
盤
〔
は
〕
御
尊

書
給
王
〔
わ
〕
り
恐
縮
ニ
存
候
も
早
御
病
気
も
御
全
快
／
之
御

事
と
歳
重
る
も
お
よ
ろ
古
〔
こ
〕
び
申
上
候
／
さ
て
御
申
越
之

儀
仰
せ
之
通
り
印
材
硯
等
ハ
父
事
生
前
／
中
あ
れ
古
〔
こ
〕
れ

と
あ
つ
め
所
持
い
た
し
居
候
ひ
し
も
沢
山
な
印
材
／
ハ
例
之
事

件
の
際
持
ち
出
さ
れ
処
分
せ
ら
れ
し
様
な
次
第
尓
〔
に
〕
て

只
／
〔
二
枚
目
〕
今
尓
〔
に
〕
て
ハ
之
れ
と
申
程
尓
〔
に
〕
も

御
座
な
く
候
へ
ど
も
多
少
残
り
居
る
分
ハ
何
／
れ
御
目
尓
可
希

〔
に
か
け
〕
度
希
望
ニ
御
座
候
亦
硯
と
て
も
種
々
尓
〔
に
〕
事
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情
之
為
め
／
大
半
ハ
失
ひ
居
り
候
も
極
々
小
〔
少
〕
数
御
座
候

ニ
付
之
亦
御
覧
被
下
度
候
／
他
尓
〔
に
〕
も
二
三
点
御
被
見
願

ひ
度
心
組
ミ
居
候
御
手
紙
の
お
も
む
き
ニ
／
よ
れ
バ
近
日
出
広

〔
広
島
〕
被
下
よ
し
あ
ら
か
じ
め
期
日
御
一
報
被
下
度
候
／
何

れ
詳
し
き
事
共
御
目
も
じ
之
上
ニ
ゆ
づ
り
申
可
兎
角
向
寒
く
／

み
ぎ
り
御
用
心
専
一
ニ
祈
り
上
候
先
ハ
取
り
あ
へ

須□ズ〔
ず
〕
右

御
返
事
ま
で
／
何
分
〳
〵
／
可
〔
か
〕
し
こ
／
博
文
堂
様
／
久

野
内
〔
久
野
千
代
〕

・ 

備
考　

封
筒
裏
書
に
「
久
野
一
男
」
と
あ
る
が
、
封
書
本
紙
に

あ
る
よ
う
に
、
久
野
千
代
が
書
い
た
書
簡
で
あ
る
。
差
出
年
月

日
は
消
印
に
よ
る
。

63 

大
正
七
年
（
一
九
一
九
）
一
二
月
一
五
日
（H

-3-30

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
一
セ
ン
チ
×
横
六
・
三
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広 

島
／
□.12.15

／
后6︲8

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
緘
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
／
十
二
月
十
五
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
五
・
八
セ
ン
チ
×
横

一
四
・
三
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
先
日
者
〔
は
〕
御
多
忙

中
越
〔
を
〕
わ
ざ
〳
〵
御
越
被
下
何
可
〔
か
〕
ら
／
何
ま
で

御
親
切
ニ
仰
せ
被
下
且
つ
種
々
と
好
都
合
な
る
御
取
／
は
可

〔
か
〕
ら
ひ
ニ
預
り
何
と
も
御
礼
之
申
上
様
も
無
之
実
ニ
感
／

謝
之
至
リ
ニ
存
候
／
御
折
角
の
お
古
〔
こ
〕
し
尓
〔
に
〕
も
か
ゝ

わ
ら

寿□グ〔
ず
〕
只
／
々
何
の
御
愛
想
も
不
仕
重
々
能
〔
の
〕
失

礼
何
卒
あ
し
可
〔
か
〕
ら

寿□グ〔
ず
〕
／
お
許
志
〔
し
〕
被
下
度

候
さ
て
先
日
お
話
之
机
本
日
荷
造
り
／
い
た
し
御
発
送
申
上
候

間
何
卒
〳
〵
宜
敷
御
願
ひ
申
上
候
／
〔
二
枚
目
〕
永
楽
大
典
ハ

宇
都
宮
叔
父
〔
讜
蔵
〕
ニ
尋
ね
申
候
処
京
都
の
倉
／
部
様
之
方

ニ
送
り
あ
る
事
ニ
御
座
候
故
最
早
速
当
方
へ
送
り
帰
〔
返
〕
さ

れ
度
旨
申
送
り
候
ま
ゝ
何
れ
帰
〔
返
〕
り
申
候
時
ハ
御
送
附
申

上
可
／
万
々
宜
敷
御
願
ひ
申
上
候
何
も
か
も
御
許
様
之
お
可

希□ズ

〔
か
げ
〕
／
尓
〔
に
〕
て
暗
夜
ニ
灯
大
〔
台
〕
を
得
し
心
地
い

た
し
実
ニ
う
れ
し
く
存
候
／
何
分
尓
〔
に
〕
も
万
事
宜
敷
御
願

ひ
申
上
候
先
ハ
御
礼
可
多
〔
か
た
〕
〳
〵
御
通
知
ま
で
／
十
二

月
十
五
日
何
分
〳
〵
可〔
か
〕し
こ
／
博
文
堂
様
／
久
野
内〔
千

代
〕

・ 
備
考　

封
筒
裏
書
に
「
久
野
一
男
」
と
あ
る
が
、
本
紙
に
あ
る

よ
う
に
、
久
野
千
代
が
書
い
た
書
簡
で
あ
る
。
差
出
年
は
消
印

で
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
封
書
の
内
容
に
よ
っ
て
大
正
七
年

─ 103 ─



─ 84 ─

（
一
九
一
八
）
と
推
定
し
た
。

64 
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
月
一
〇
日
（H

-3-31

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
二
セ
ン
チ
×
横
七
・
九
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広 
島
／8.1.10

／
后0︲2

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
封
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
内
〔
千
代
〕
／
一
月
十
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　

縦
一
五
・
七
セ
ン
チ
×
横
五
五
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
新
玉
能
〔
の
〕
年
の
始
め
の
御
寿
／
歳

千
代
可
希
〔
か
け
〕
て
目
出
度
申
納
候
／
先
以
て
御
一
同
様
御

揃
ひ
御
重
／
歳
為
〔
？
〕
さ
れ
し
御
事
と
御
よ
ろ
古
〔
こ
〕
び

／
申
上
候
降
り
て
当
方
も
お
蔭
さ
ま
／
に
て
加
年
仕
候
間
他
事

な

可□で〔
が
〕
ら
御
休
心
／
被
下
度
候
／
さ
て
昨
年
中
ハ
種
々
御

配
意
ニ
預
／
り
誠
ニ
有
難
く
存
候
就
て
ハ
宇
／
都
宮
〔
讜
蔵
〕

叔
父
尓
〔
に
〕
万
事
能
〔
の
〕
話
い
た
し
／
お
き
候
ま
ゝ
若
し

御
目
も
じ
の
／
節
尓
〔
に
〕
ハ
万
事
お
話
被
下
度
候
然
し
／
な

可□で〔
が
〕
ら
例
の
秘
密
尓
〔
に
〕
願
ひ
し
軸
／
物
丈
け
ハ
何
処

ま
で
も
お
話
し
下
／
さ
る
ま
じ
く
候
其
他
ハ
御
許
様
／
が
一
時

お
と
り
代
へ
被
下
て
又
他
の
／
分
尓
〔
に
〕
て
御
差
引
の
事
等

ハ
私
よ
り
／
も
話
居
候
ま
ゝ
何
卒
お
話
被
下
度
候
／
亦
何
卒
万

事
宜
敷
お
運
び
の
／
程
幾
重
尓
〔
に
〕
も
御
願
ひ
申
上
候
／
先

ハ
新
年
の
御
挨
拶
尓
〔
に
〕
併
せ
て
／
右
御
依
頼
ま
で
／
何
分

〳
〵
可
〔
か
〕
し
こ
／
一
月
十
日
／
久
野
内
〔
千
代
〕
／
博
文

堂
様

65 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
月
二
八
日
（H

-2-40

）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
〇
セ
ン
チ
×
横
八
・
三
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広 

島 

／
□.1.28

／
〔
判
読
不
能
〕

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／

十
六
／
油
谷
博
文
当
〔
堂
〕
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
／
師
範
学
校

前
土
手
／
久
野
千
代
／
一
月
二
十
八
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
四
枚
〕
縦
二
七
・
〇
セ
ン
チ
×
横

一
四
・
三
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
寒
気
き
び
し
く
御
座
候

処
／
御
一
統
様
御
機
嫌
如
何
に
御
座
候
や
／
御
伺
ひ
申
上
候
扨

て
毎
々
売
物
／
の
儀
御
世
話
に
相
成
り
厚
く
〳
〵
御
礼
／
〔
二

枚
目
〕
申
上
候
私
事
此
度
子
供
の
事
に
付
／
金
子
入
用
の
事
出

来
誠
に
困
難
に
／
仕
り
居
り
候
間
御
手
数
に
は
候
へ
ど
も
／
水

晶
の
印
材
と
昨
年
来
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
／
伯
父
事
持
来
仕
り
し
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書
籍
如
何
／
〔
三
枚
目
〕
相
成
り
居
り
申
候
や
未
だ
売
ら
れ
居

り
／
申
さ

須□ズ〔
ず
〕
候
ヘ
ば
あ
つ
か
ま
し
き
御
願
／
ひ
に
は
候

へ
ど
も
御
当
家
へ
お
引
き
受
／
け
下
さ
る
わ
け
に
参
り
申
さ

須□ズ

〔
ず
〕
候
や
／
当
方
事
情
御
推
量
下
さ
れ
何
卒
／
〔
四
枚
目
〕

好
都
合
に
お
取
り
者
〔
は
〕
か
ら
ひ
下
さ
る
様
／
御
願
ひ
申
上

候
先
は
乱
筆
に
て
／
御
願
ひ
申
上
候
時
候
不
順
の
折
か
ら
御
一

統
様
／
御
自
愛
専
一
能
〔
の
〕
程
祈
り
上
げ
候
／
何
分
〳
〵
可

〔
か
〕
し
こ
／
一
月
二
十
八
日
／
久
野
千
代
／
博
文
堂
様

・ 

備
考　

差
出
年
は
消
印
で
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
封
書
の
内

容
に
よ
っ
て
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
と
推
定
し
た
。

66 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
二
月
二
八
日
（H

-3-33

）

・ 

封
筒
外
寸
…
縦
一
九
・
三
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.2.28

／
□
□︲8

・ 

封
筒
表
書　

大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
油
谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　

〆
／
広
島
市
皆
実
町
／
五
〇
久
野
一
男
内
〔
千

代
〕
／
二
月
二
十
八
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
〇
・
九
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

六
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
時
下
餘
寒
な
ほ
去
り
難

く
存
せ
ら
れ
候
処
／
御
家
御
一
同
様
ニ
ハ
御
機
嫌
御
慶
は
し

く
為
〔
？
〕
ら
せ
／
ら
れ
候
御
事
と
賀
し
上
候
／
さ
て
い
つ
も

な

可□で〔
が
〕
ら
何
か
と
要
〔
容
〕
易
な
ら
ぬ
御
配
意
／
ニ
預
り

誠
ニ
有
難
く
喜
び
居
候
／
誠
ニ
お
古
〔
こ
〕
が
ま
し
く
候
へ
ど

も
か
ね
て
お
願
ひ
申
し
上

希□ズ〔
げ
〕
／
し
例
の
品
ハ
如
何
相
成

居
候
也
私
方
尓
〔
に
〕
も
御
承
知
之
通
り
病
人
は
あ
る
し
殊
ニ

主
人
〔
久
野
錦
浦
〕
の
一
週
忌
も
／
近
あ
り
何
か
と
雑
用
の
か

さ
子
〔
ね
〕
候
只
今
之
処
何
も
／
か
も
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
へ
申

出
つ
る
事
ニ
相
成
居
候
も
一
か
ら
／
〔
二
枚
目
〕
十
ま
で
云
ふ

る
も
な
ら

寿□グ〔
ず
〕
殊
ニ
心
苦
し
と
存
／
候
事
と
て
実
ハ
例
能

〔
の
〕
品
越
〔
を
〕
楽
し
く
存
居
候
／
右
様
之
次
第
故
何
卒
あ
し

可
〔
か
〕
ら

寿□グ〔
ず
〕
御
推
察
／
の
上
一
寸
御
様
子
御
通
知
被

下
度
待
ち
居
候
／
先
ハ
取
り
急
ぎ
真
ノ
要
用
ま
で
／
何
分
〳
〵

可
〔
か
〕
し
こ
／
二
月
二
十
八
日
／
久
野
内
〔
千
代
〕
／
博
文

堂
様

67 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
月
五
日
（H

-3-34

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
六
セ
ン
チ

・ 
消
印　

広
島
／8.3.5

／
后2︲4

・ 
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

・ 

封
書
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕〆
／
広
島
市
皆
実
町
／
久
野
千
代
／
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三
月
五
日

・ 
封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
一・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

六
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
先
日
者
〔
は
〕
早
速
と
御
懇

切
な
る
御
書
／
被
下
誠
ニ
有
難
く
拝
見
仕
候
い
つ
ニ
変
ら
ぬ
／

御
厚
情
之
段
深
く
身
ニ
し
ミ
て
嬉
し
く
／
存
候
さ
ぞ
や
仏
も
如

何
様
ニ
か
よ
ろ
古
〔
こ
〕
び
居
候
／
事
あ
ら
ん
と
家
内
一
同
話

居
候
／
御
状
の
お
も
む
き
ニ
よ
れ
バ
御
多
忙
中
ニ
も
／
か
ゝ
王

〔
わ
〕
ら

寿□グ〔
ず
〕
種
々
御
本
意
な
し
被
下
他
品
と
／
取
り
か
へ

下
さ
れ
て
四
百
弐
拾
円
乃
至
四
百
円
／
位
と
能
〔
の
〕
仰
せ
誠

ニ
色
々
と
御
骨
折
り
下
さ
れ
／
候
段
幾
重
に
も
御
礼
申
上
候
／

〔
二
枚
目
〕
さ
り
な

可□で〔
が
〕
ら
只
今
之
処
急
か

寿□グ〔
ず
〕
も

少
し
時
を
／
待
ち
な
バ
或
ハ
今
少
し
ハ
上
価
尓
〔
に
〕
相
成
や

尓
〔
に
〕
お
思
し
召
し
と
能
〔
の
〕
お
も
む
き
ニ
候
ヘ
バ
当
方
／

あ
ま
り
尓
〔
に
〕
お
古
〔
こ
〕
が
ま
し
く
存
候
へ
ど
も
何
と
か

苦
／
心
い
た
し
時
機
を
待
ち
申
／
可
く
そ
の
内
尓
〔
に
〕
／
御

許
様
も
は
や
之
以
上
ハ
倒
〔
到
〕
底
だ
め
だ
と
／
お
思
召
寿

〔
す
〕
御
高
価
を
御
一
報
被
下
度
候
／
あ
ま
り
尓
〔
に
〕
身
勝

手
な

可□で〔
が
〕
ら
何
分
万
事
宜
敷
お
／
願
申
上
候
先
ハ
取
り
あ

へ

須□ズ〔
ず
〕
御
返
事
ま
で
／
二
月
五
日
か
し
こ
／
博
文
堂
様
／

久
野
内
〔
千
代
〕

68 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
四
月
二
九
日
（H

-2-9

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
八
・
八
セ
ン
チ
×
横
五
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　
〔
判
読
不
能
〕
／
□.4 .

□
／
后8︲

□

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様
／
親
展

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
内
〔
千
代
〕
／
四
月
廿
九
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
五
・
八
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

五
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
時
下
晩
春
之
候
ニ
御
座

候
処
貴
家
御
一
統
様
益
々
／
御
清
栄
之
条
奉
賀
候
さ
て
引
続
き

要
易
な
ら
ぬ
御
配
意
ニ
／
預
り
誠
ニ
難
有
く
深
謝
奉
候
兼
て
御

依
頼
申
上
お
き
し
／
机
色
々
御
心
配
被
下
候
ひ
し
も
あ
ま
り
は

か
ば
か
し
か
ら

寿□グ〔
ず
〕
と
や
ら
／
宇
都
宮
叔
父
〔
讜
蔵
〕
よ

り
詳
志
〔
し
〕
き
事
情
承
は
り
誠
ニ
失
望
の
念
に
堪
え
／
不
申

候
只
今
の
処
あ
れ
を
あ
の
ま
ゝ
ニ
放
置
な
寿
〔
す
〕
も
本
意
／

な
ら

寿□グ〔
ず
〕
存
ぜ
ら
れ
候
が
全
体
如
何
程
な
れ
バ
貴
家
様
尓

〔
に
〕
て
お
／
引
受
被
下
事
の
出
来
申
候
也
一
寸
御
一
報
わ
づ

ら
者
〔
は
〕
し
度
存
候
／
〔
二
枚
目
〕
第
二
伸
／
亦
例
の
秘
密

ニ
御
依
頼
の
巻
物
ハ
此
節
如
何
な
る
状
況
ニ
て
候
也
／
何
分
尓

〔
に
〕
も
困
り
候
間
之
れ
も
近
々
の
内
何
と
か
宜
敷
お
片
附
希
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〔
け
〕
／
下
さ
れ
度
と
存
候
処
未
だ
先
ニ
延
し
て
望
ミ
の
御
座

候
も
の
尓
〔
に
〕
か
／
如
何
様
な
事
ニ
御
座
候
也
御
手
数
な

可□で

〔
が
〕
ら
之
亦
一
寸
御
通
／
知
被
下
様
御
依
頼
申
上
候
先
ハ
取

り
急
ぎ
右
要
用
ま
で
／
四
月
廿
九
日　

可
〔
か
〕
し
こ
／
久
野

千
代
／
博
文
堂
様

・
備
考　

差
出
年
は
消
印
で
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
封
書
の
内

容
に
よ
っ
て
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
と
推
定
し
た
。

69 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
一
五
日
（H
-2-6

）

・
封
筒
外
寸　

縦
一
八
・
七
セ
ン
チ
×
横
五
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.6.15

／
后10︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕〆
／
広
島
市
皆
実
町
／
久
野
千
代
／

六
月
十
五
日

・ 

封
書
本
紙
寸
法　
〔
巻
紙
〕
縦
一
八
・
二
セ
ン
チ
×
横
一
五
一・
三

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
啓
／
時
下
う
つ
と
う
し
き
梅
雨
／
能

〔
の
〕
候
に
御
座
候
処
御
一
統
／
様
益
々
御
健
勝
能
〔
の
〕
段

賀
上
候
／
さ
て
引
き
続
き
要
易
な
ら
ぬ
／
御
配
慮
に
預
り
誠
に

有
／
加
〔
か
〕
た
く
厚
く
御
礼
申
上
候
／
此
度
は
誠
に
お
こ
が

ま
し
〔
き
〕
儀
に
候
へ
ど
も
私
方
事
情
承
知
／
の
通
り
の
事
情

か
て
ゝ
加
へ
て
／
長
女
〔
久
野
タ
ミ
〕
病
気
中
の
処
近
頃
に
／

至
り
病
勢
増
悪
い
た
し
／
一
時
ハ
心
配
仕
候
も
仕
合
せ
と
／

昨
今
は
少
々
快
方
に
向
ひ
し
／
様
な
次
第
尓
〔
に
〕
て
そ
れ
や

こ
／
れ
や
と
思
は
ぬ
費
用
も
か
／
さ
み
実
に
困
却
仕
候
／
就
て

は
か
ね
て
御
依
頼
申
／
上
候
品
小
里
寿
〔
こ
り
す
〕
御
申
越
下

さ
／
れ
し
四
百
五
十
円
位
な
ら
と
／
の
お
思
召
尓
〔
に
〕
て
候

ひ
し
越
〔
を
〕
当
方
／
勝
手
を
お
願
ひ
致
し
只
今
／
ま
で
延
び

居
り
候
も
も
早
昨
今
は
気
長
に
待
つ
事
も
出
／
来
申
さ
ぬ
様
な

次
第
尓
〔
に
〕
て
／
御
多
忙
の
処
恐
縮
に
存
じ
候
／
へ
共
以
前

御
申
越
被
下
し
価
格
／
に
て
も
宜
敷
御
座
候
ま
ゝ
／
何
卒
事
情

御
推
察
の
上
至
／
急
御
都
合
御
付
け
被
下
度
／
呉
々
も
御
願
上

候
亦
先
日
／
も
申
上
候
通
り
机
の
儀
は
御
／
返
送
ニ
預
り
し
越

〔
を
〕
驚
き
／
入
り
候
様
な
次
第
尓
〔
に
〕
候
へ
ど
も
当
／
方

尓
〔
に
〕
て
も
何
と
も
い
た
し
方
も
／
御
座
な
く
何
と
申
て
も

御
許
様
が
た
よ
り
に
て
ね
う
ち
／
の
無
き
も
の
越
〔
を
〕
無
理

に
高
／
価
尓
〔
に
〕
と
は
申
さ

寿□グ〔
ず
〕
御
許
様
に
／
て
お
引

受
け
下
さ
る
処
の
／
価
格
お
よ
そ
何
程
位
な
ら
／
と
御
仰
せ
被

下
度
何
卒
〳
〵
／
心
中
御
推
察
の
上
折
り
／
返
し
兎
角
の
御
返

事
被
下
度
／
待
ち
入
り
候
／
先
は
勝
手
な
か
ら
／
右
要
用
ま
で

／
お
願
ひ
申
上
候
／
何
分
〳
〵
可
〔
か
〕
し
こ
／
六
月
十
五
日
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／
久
野
内
〔
千
代
〕
／
博
文
堂
様

70 
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
二
三
日
（H

-2-7

）

・
封
筒
外
寸　

縦
一
八
・
七
セ
ン
チ
×
横
五
・
七
セ
ン
チ

・
消
印　
〔
判
読
不
能
〕
／8.6.

□
／
后4︲8

・
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
弐
丁
目
／
油

谷
博
文
堂
様

・
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野
千
代

拝
／
六
月
廿
三
日

・
封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
四
枚
〕
縦
二
五
・
八
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

五
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
１
／
拝
啓
先
日
は
突
然
と
御

無
理
な
御
願
申
上
候
処
早
速
尓
〔
に
〕
も
／
御
親
切
な
る
御
返

事
被
下
誠
ニ
有
難
く
御
厚
情
之
段
幾
重
ニ
も
／
深
謝
奉
候
さ
て

こ
の
儀
ニ
付
突
然
と
要
易
な
ら
ぬ
事
件
／
出
来
以
多
〔
い
た
〕
し

誠
ニ
当
方
ち
ゆ
う
ち
よ
い
た
し
居
候
／
実
ハ
昨
日
此
ニ
少

者□ズ可

〔
ば
か
〕
り
残
り
居
軸
物
越
〔
を
〕
も
今
度
売
却
／
の
目
的
に

て
一
応
之
れ
も
宇
都
宮
叔
父
〔
讜
蔵
〕
ニ
相
談
い
た
し
て
と
／

存
じ
御
目
に
可
希
〔
か
け
〕
し
処
そ
の
内
ニ
例
の
秘
密
ニ
御
許

様
ニ
／
〔
二
枚
目
〕
２
／
お
預
希
〔
け
〕
い
た
し
今
度
処
置
お

願
ひ
申
上
候
品
の
事
詳
細
ニ
記
／
し
た
る
巻
物
有
之
私
共
ニ
ハ

何
か
何
や
ら
相
な
ク
申
さ
ぬ
事
／
と
て
詳
志
〔
し
〕
き
説
明
を

し
て
聞
か
さ
れ
実
ニ
驚
き
又
々
申
候
／
何
分
大
し
た
代
物
故
ニ

叔
父
上
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
も
一
方
な
ら

寿□グ〔
ず
〕
御
心
配
被
下

あ
ら
／
ゆ
る
方
面
ニ
そ
の
行
衛
〔
方
〕
を
尋
ね
被
下
様
な
御
様

子
尓
〔
に
〕
て
叔
父
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
と
／
の
真
心
あ
り
あ
る

御
親
切
ニ
対
し
て
も
今
更
ら
事
情
を
打
／
ち
明
希
〔
け
〕
る
事

も
出
来
不
申
さ
り
と
て
こ
の
ま
ゝ
秘
密
ニ
通
し
て
も
／
亦
将
来

に
於
テ
御
許
様
ニ
御
迷
惑
相
可
介
〔
か
け
〕
様
ニ
な
り
て
も
／

〔
三
枚
目
〕
３
／
御
申
訳
も
な
き
次
第
さ
り
と
て
最
早
先
の
如

き
勝
手
な
お
／
願
ひ
い
た
せ
し
越
〔
を
〕
御
快
諾
被
下
し
折
柄

と
て
誠
ニ
〳
〵
御
申
訳
／
次
第
も
御
座
な
く
候
へ
ど
も
元
の
品

一
応
御
返
し
下
さ
る
訳
尓
〔
に
〕
ハ
行
き
不
申
候
也
若
し
も
お

き
ゝ
入
れ
被
下
様
な
れ
バ
／
直
ち
ニ
参
上
仕
可
候
実
ハ
私
事
今

尓
〔
に
〕
も
参
上
い
た
し
詳
志
〔
し
〕
き
／
お
話
い
た
し
と
く

と
御
挨
拶
申
上
度
山
々
本
意
ニ
候
へ
ど
も
／
何
分
此
ニ
お
申
上

候
通
り
病
人
を
か
ゝ
へ
し
身
の
自
由
な
ら

須□ズ〔
ず
〕
／
不
本
意

な

可□で〔
が
〕ら
書
中
を
以
て
御
依
頼
申
上
候
段
何
卒
〳
〵
／〔
四

枚
目
〕
４
／
苦
し
き
〳
〵
心
中
御
推
察
被
下
て
何
分
〳
〵
宜
敷

お
願
ひ
申
上
候
／
実
ニ
度
々
と
勝
手
な
事
御
願
ひ
申
上
誠
ニ
御

申
訳
次
第
も
御
座
な
く
候
／
因
ニ
宇
都
宮
叔
父
〔
讜
蔵
〕
本
月

廿
七
日
頃
ニ
ハ
上
阪
い
た
し
何
れ
印
／
材
の
事
ニ
就
き
お
願
ひ
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ニ
出
る
都
合
ニ
相
成
居
候
ニ
付
そ
の
／
節
例
の
話
出
る
や
も
知

れ
不
申
候
ニ
付
何
卒
〳
〵
御
存
／
じ
な
き
様
御
せ
被
下
度
何
れ

あ
ら
た
め
て
御
依
頼
申
上
度
候
／
何
分
印
材
の
事
ハ
宜
敷
お
願

申
上
度
御
手
数
な

可□で〔
が
〕
ら
折
り
返
し
／
御
返
事
被
下
度
幾

重
ニ
も
願
上
候
／
何
分
〳
〵
か
し
こ
／
六
月
廿
三
日
／〔
久
野
〕

千
代
よ
り

71 

大
正
八
年
（
一
九
二
〇
）
六
月
二
九
日
（H

-2-36

）

・ 

領
収
書
外
寸　

縦
一
七
・
八
セ
ン
チ
×
横
二
〇
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
証
／
一
金
五
拾
円
也
／
右
久
野
元
吉
〔
錦

浦
〕
分
銅
器
／
処
分
之
差
金
／
右
領
収
候
也
／
大
正
八
年
六
月

廿
九
日
／
宇
都
宮
讜
蔵
／
博
文
堂
様

72 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
一
五
日
（H

-2-35
）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
〇
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.8.15

／
〔
判
読
不
能
〕

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
主
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
市
段
原
町
三
〇
〇
／
宇
都
宮

讜
蔵
／
「
寸
心
千
里
」
朱
文
長
方
印
二
顆

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
四
・
七
セ
ン
チ
×
横
一
六
・

七
セ
ン
チ

・ 

本
文
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
残
暑
難
退
御
座
候
／
処

不
相
変
御
繁
栄
奉
賀
候
／
陳
ハ
去
月
上
阪
之
際
両
度
／
御
訪
ね

候
処
一
度
ハ
御
上
京
中
／
一
度
ハ
御
入
浴
中
尓
〔
に
〕
て
遺
憾

／
千
万
空
し
く
帰
広
〔
広
島
〕
仕
候
御
配
／
意
御
願
置
き
候
件

久
野
未
亡
人
〔
千
代
〕
／
よ
り
御
無
理
を
願
上
候
趣
ニ
候
処
／

〔
二
枚
目
〕
如
何
御
座
候
哉
小
生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
も
先
／
月

末
来
宿
痾
再
発
到
／
底
月
中
尓
〔
に
〕
て
上
阪
難
出
来
／
存
し

居
候
折
柄
／
一
応
□
様
／
御
伺
ひ
候
昨
日
差
口
故
尓
〔
に
〕
／

任
す
へ
く
存
し
候
間
一
応
ハ
貴
／
意
御
識
し
被
下
置
候
様
願
上

候
不
尽
／
〔
宇
都
宮
〕
讜
蔵
／
博
文
堂
様

73 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
二
七
日
（H

-3-36

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
四
セ
ン
チ
×
横
七
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.8.27

／
后6︲8

・ 

封
書
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
事
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・ 
封
書
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
市
段
原
町
／
宇
都
宮
讜
蔵
／

「
寸
心
千
里
」
朱
文
長
方
印
二
顆

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
三
・
六
セ
ン
チ
×
横
一
六
・

〇
セ
ン
チ
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・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
読
廿
一
日
付
花
墨
正
尓

〔
に
〕
拝
／
見
仕
候
引
続
き
乍
例
御
繁
／
栄
奉
候
重
々
何
角
御

配
慮
千
万
／
難
有
奉
深
謝
候
然
る
尓
〔
に
〕
寸
紅
堂
／
ハ
其
儘

尓
〔
に
〕
て
何
等
申
越
呉
れ
／
す
候
故
予
て
御
配
慮
被
下
候
通

り
御
／
処
分
相
願
度
候
外
無
之
と
存
し
候
／
印
材
之
方
も
未
亡

人
〔
久
野
千
代
〕
と
も
相
詫
仕
候
／
て
申
越
し
通
り
御
引
受
け

被
下
／
候
様
願
上
度
実
ハ
長
女
〔
タ
ミ
〕
永
々
病
／
〔
二
枚
目
〕

気
之
処
今
朝
九
時
死
去
仕
候
旁
／
色
々
の
失
礼
も
相
嵩
み
閉
口

仕
居
／
候
様
持
入
甚
多
〔
た
〕
御
迷
惑
之
御
願
ひ
候
も
／
印
材

ハ
可
成
早
く
御
処
分
被
下
候
／
様
願
上
候
／
小
生
〔
宇
都
宮
讜

蔵
〕
も
先
日
東
京
よ
り
／
帰
り
候
以
来
痼
疾
之
神
巠
〔
経
〕
痛

／
尓
〔
に
〕
て
今
以
て
執
筆
も
自
由
な
ら
須
〔
す
〕
／
随
て
上

阪
も
致
さ
す
居
候
仕
〔
始
〕
末
御
／
推
恕
願
上
候
先
ハ
右
ハ
願

用
頓
首
／
廿
七
日
／
〔
宇
都
宮
〕
讜
蔵
／
博
文
堂
様

74 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
三
一
日
（H

-2-8

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
×
横
七
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.8.31

／
后2︲

□

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
市
段
原
町
／
宇
都
宮
讜
蔵

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
三
・
四
セ
ン
チ
×
横
一
五
・

九
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
読　

色
々
御
配
慮
ニ
千
万

奉
／
謝
候
別
し
て
久
野
長
女
〔
タ
ミ
〕
死
亡
尓
〔
に
〕
付
／
て

丁
重
な
る
御
吊
詞
を
賜
た
り
且
つ
／
香
花
御
供
被
下
候
等
奉
謝

候
／
御
送
付
被
下
候
三
百
五
拾
円
ニ
正
尓
〔
ニ
〕
入
／
手
未
亡

人
〔
久
野
千
代
〕
よ
り
も
御
挨
拶
可
申
上
と
存
／
し
候
得
共
小

生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
よ
り
も
御
礼
申
上
候
明
／
一
日
出
発
城
崎

温
泉
入
浴
十
日
頃
帰
広
〔
広
島
〕
之
途
御
地
へ
も
参
り
可
申
其

際
／
親
敷
御
礼
可
申
入
候
／
〔
二
枚
目
〕
寸
紅
堂
其
儘
ニ
相
置
居

候
何
分
／
万
事
可
然
御
願
申
上
候
／
草
々
頓
首
／
三
十
一
日
／

〔
宇
都
宮
〕
讜
蔵
／
原
田
老
大
人
〔
大
観
〕
坐
右

75 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
月
三
一
日
（H

-2-37

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
九
セ
ン
チ
×
横
七
・
八
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.8.31

／
后0︲2

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／

﹇
油
／
谷
﹈
博
文
堂
合
資
会
社
／
御
中

・ 
封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野

一
男
／
八
月
卅
一
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
巻
紙
〕
縦
一
七
・
八
セ
ン
チ
×
横
九
五
・
五
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セ
ン
チ

・ 
本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
復
残
暑
の
砌
貴
家
／
御
一
同
様
お
障

御
座
／
な
く
候
や
御
伺
申
上
候
／
さ
て
本
日
は
御
丁
寧
／
な
る

御
吊
詞
加
ふ
る
に
／
御
結
構
な
る
仏
前
供
物
／
賜
り
寔
に
有
難

く
篤
つ
／
く
御
礼
申
上
候
故
人
〔
久
野
タ
ミ
〕
／
も
草
葉
の
蔭

よ
り
感
謝
／
致
し
居
る
事
と
存
候
／
又
印
材
の
事
に
つ
き
候
／

て
は
一
方
な
ら
ぬ
御
配
意
／
に
あ
づ
か
り
之
又
篤
く
／
御
礼
申

上
候
本
日
宇
／
都
宮
〔
讜
蔵
〕
の
方
よ
り
右
印
材
／
の
代
と
し

て
金
参
百
五
十
円
受
取
り
申
候
間
／
何
卒
左
様
御
承
知
被
下
度

候
／
尚
こ
の
上
な
か
ら
／
山
々
よ
ろ
し
く
お
願
申
上
候
／
愚
母

〔
久
野
千
代
〕
よ
り
も
呉
々
よ
ろ
し
く
と
申
／
出
候
時
節
柄
御
／

玉
体
益
々
御
用
心
の
程
／
奉
祈
候
／
草
々
／
八
月
卅
一
日
／

〔
久
野
〕
一
男
／
原
田
〔
大
観
〕
様

76 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
九
月
一
四
日
（H

-2-31
）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
七
・
六
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／8.9.14

／
后8︲10

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・ 

封
書
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
市
段
原
町
／
宇
都
宮
讜
蔵
／

「
寸
心
千
里
」
朱
文
長
方
印
二
顆

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
一
枚
〕
縦
二
三
・
二
セ
ン
チ
×
横
一
六
・

〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕
拝
読
領
収
証
延
引
御
迷
／
惑
千
万
奉
謝

候
未
亡
人
〔
久
野
千
代
〕
へ
申
聞
／
け
置
き
仕
候
為
免
〔
め
〕

已
ニ
相
済
み
候
事
と
存
／
候
小
生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
ハ
去
／
一

日
出
発
城
崎
温
泉
へ
／
入
浴
昨
夕
漸
く
帰
広
〔
広
島
〕
仕
候
次

第
／
不
取
敢
別
帋
差
出
し
仕
候
近
々
上
／
阪
仕
候
其
際
可
申
上

候
頓
首
／
十
四
日
／
〔
宇
都
宮
〕
讜
蔵
／
原
田
大
人
〔
大
観
〕

77 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
一
六
日
（H

-2-33

）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・
消
印　

広
島
／9.7.6

／
□8︲10

・
封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博　

文
堂
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・
封
筒
裏
書　

広
島
市
南
竹
屋
町
土
手
／
宇
都
宮
讜
蔵
／
「
寸
心　

千
里
」
朱
文
長
方
印
二
顆

・
封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
二
枚
〕
縦
二
二・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

七
セ
ン
チ

・
本
文　
〔
以
下
万
年
筆
〕〔
一
枚
目
〕
拝
読
致
候
六
月
三
十
日
及

七
月
五
日
付
両
度
／
御
書
状
正
尓
〔
ニ
〕
到
着
令
被
見
仕
候
水

晶
印
材
／
之
件
御
申
越
被
下
候
儀
ハ
最
前
小
生
よ
り
申
上
候
次
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第
と
王
〔
わ
〕
聊
可
〔
か
〕
相
違
之
趣
も
有
之
／
全
然
小
生
〔
宇

都
宮
讜
蔵
〕
の
記
憶
と
王
〔
わ
〕
相
隔
り
居
候
得
共
今
更
／
強

て
相
争
ひ
し
程
の
事
尓
〔
に
〕
も
無
之
就
て
王
〔
わ
〕
／
小
生

〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
も
甚
多
〔
た
〕
未
亡
人
〔
久
野
千
代
〕
尓
〔
に
〕

対
し
面
目
も
無
之
ニ
付
／
右
水
晶
印
材
の
み
王
〔
わ
〕
御
引
取

被
下
候
価
格
の
金
／
五
拾
円
也
尓
〔
に
〕
て
小
生
〔
宇
都
宮
讜

蔵
〕
へ
御
譲
り
被
下
候
其
上
未
亡
人
〔
久
野
千
代
〕
／
へ
無
償

尓
〔
に
〕
て
一
応
返
却
致
し
候
ハ
ヽ
小
生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
の

面
／
目
も
相
立
ち
貴
下
〔
原
田
大
観
〕
へ
も
多
大
の
御
迷
惑
と

も
／
〔
二
枚
目
〕
申
す
る
無
之
候
間
其
義
御
承
諾
被
下
／
候

ハ
ヽ
幸
甚
ニ
存
し
候
斯
し
て
御
同
様
迷
／
惑
を
一
掃
致
度
存
し

候
先
方
〔
久
野
家
〕
ガ
何
分
／
尓
〔
に
〕
も
寡
婦
孤
児
之
事
ニ

有
之
小
生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
ハ
甚
多
〔
タ
〕
迷
／
惑
千
万
ニ
候

も
此
れ
も
不
得
止
次
第
と
諦
／
免
〔
め
〕
可
申
又
憐
殺
被
下
度

候
／
右
御
返
事
次
第
御
返
金
可
申
上
候
間
／
否
や
御
一
報
願
上

候
／
痼
病
今
以
て
癒
へ
す
罷
出
不
能
閉
口
に
／
御
座
候
／
草
々

不
尽
／
六
日　

宇
都
宮
生
〔
讜
蔵
〕
／
原
田
老
大
人
〔
大
観
〕

殿
・
備
考　

差
出
年
月
は
消
印
に
よ
る
。

78 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
二
日
（H

-2-39

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
三
セ
ン
チ
×
横
八
・
三
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／9.2.2

／
前10︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博

文
堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
皆
実
町
／
県
師
前
土

手
／
久
野
千
代
／
二
月
二
日

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
三
枚
〕
縦
二
六
・
七
セ
ン
チ
×
横
一
四
・

三
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
昨
年
八
月
三
百
五
十
円
受
取

り
居
り
申
候
／
寒
気
き
び
し
く
御
座
候
処
／
貴
家
御
一
統
様

益
々
／
御
健
勝
能
〔
の
〕
段
賀
し
／
上
げ
奉
り
候
毎
々
御
面
当

〔
倒
〕
の
み
申
し
上
げ
／
相
済
ま
ぬ
次
第
に
御
座
候
先
日
は
早

速
／
に
御
返
事
た
ま
わ
り
有
り
が
た
く
存
じ
候
／
〔
二
枚
目
〕

直
ち
に
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
に
持
参
仕
り
申
上
候
／
御
手
紙
の
趣

間
違
の
点
こ
れ
有
り
候
と
の
／
事
に
御
座
候
い
づ
れ
近
々
宇
都

宮
の
伯
父
〔
讜
蔵
〕
事
／
上
阪
の
節
御
立
ち
寄
り
致
し
御
目
も
／

ぢ
の
上
い
ろ
〳
〵
と
お
話
し
う
け
た
ま
わ
る
そ
の
事
／
〔
三
枚

目
〕
に
御
座
候
何
卒
よ
ろ
し
く
く
れ
〴
〵
も
／
御
願
ひ
申
上
候

先
は
右
ま
で
に
／
何
分
〳
〵
可
〔
か
〕
し
こ
／
二
月
二
日
／
久

野
千
代
／
博
文
当
〔
堂
〕
様
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79 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
五
月
三
〇
日
（H

-2-34

）

・ 
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
九
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・ 
消
印　

広
島
／9.5.30

／
后2︲4

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
市
西
区
靱
上
通
り
二
丁
目

一
六
／
博
文
堂
合
資
会
社
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大
観
〕
殿

・ 

封
筒
裏
書　

広
島
市
南
竹
屋
町
土
手
／
（
旧
宅
改
築
中
仮
寓
）

／
宇
都
宮
讜
蔵
／
「
寸
心
千
里
」
朱
文
長
方
印
二
顆

・ 

封
書
本
紙　
〔
便
箋
三
枚
〕
縦
二
二
・
〇
セ
ン
チ
×
横
一
四
・
七

セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕謹
ん
て
御
令
妹〔
山
野
米
子
、梅
逸
二
女
〕

之
御
化
鶴
を
／
御
悔
み
申
上
候
／
小
生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
儀
二

月
以
来
発
／
作
の
宿
痾
神
坙
〔
経
〕
病
ニ
悩
み
四
月
以
来
／
全

然
歩
行
難
致
其
後
別
府
へ
転
地
療
養
中
押
し
て
本
日
漸
く
帰
／

広
〔
広
島
〕
仕
候
も
今
以
て
歩
行
ニ
悩
み
此
処
／
暫
時
外
出
難

致
有
様
ニ
有
之
御
憐
殺
／
願
上
候
／
〔
二
枚
目
〕
右
様
之
事
情

尓
〔
に
〕
て
当
分
上
阪
も
六
ケ
敷
／
甚
多
〔
タ
〕
遺
憾
ニ
存
し

候
在
原
〔
三
原
〕
よ
り
の
端
書
及
廿
八
日
付
ハ
書
面
も
本
日
只

今
同
時
ニ
拝
見
仕
候
次
第
ニ
有
之
就
て
者
〔
は
〕
従
来
／
屢
々

申
上
候
水
晶
印
之
件
未
亡
人
〔
久
野
千
代
〕
へ
親
／
敷
申
聞
か

せ
致
度
候
間
乍
御
迷
惑
前
々
／
よ
り
小
生
〔
宇
都
宮
讜
蔵
〕
申

上
候
事
項
ニ
対
し
御
書
面
尓
〔
に
〕
て
／
一
応
拝
承
致
度
存
し

候
／
〔
三
枚
目
〕
以
上
得
貴
意
書
中
如
此
御
座
候
／
草
々
頓
首
／

三
十
日
／
〔
宇
都
宮
〕
讜
蔵
／
原
田
老
大
人
〔
大
観
〕
／
坐
右

・ 

備
考　

差
出
年
月
は
消
印
に
よ
る
。

80 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
一
〇
日
（H

-2-1

）

・ 

封
筒
外
寸　

縦
一
九
・
八
セ
ン
チ
×
横
七
・
七
セ
ン
チ

・ 

消
印　

広
島
／9.7.10

／
后10︲12

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
〕
大
阪
西
区
靱
上
通
二
丁
目
／
博
文

堂
様

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
広
島
市
皆
実
町
五
〇
／
久
野
一
男

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
半
紙
二
枚
〕
縦
二
四
・
〇
セ
ン
チ
×
横
三
二・

六
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
其
後
永
々
御
無
音
に

打
／
ち
過
き
申
候
処
数
日
来
暑
気
／
頓
に
加
は
り
漸
く
凌
ぎ
難

き
時
／
節
と
相
成
申
候
処
貴
家
／
御
一
統
様
に
は
御
障
御
座
な

く
／
候
也
御
伺
申
上
候
扨
て
／
印
材
の
事
に
つ
き
候
て
は
常
々

よ
り
／
種
々
御
配
意
に
与
り
申
候
段
／
篤
く
御
礼
申
上
候
昨

日
／
宇
都
宮
〔
讜
蔵
〕
の
方
に
て
水
昌
印
材
／
三
個
正
に
受
取

申
候
間
何
卒
御
安
心
被
下
度
候
先
は
／
〔
二
枚
目
〕
取
り
急
ぎ

御
通
知
申
上
候
／
尚
時
節
柄
御
皆
々
様
益
々
／
御
身
体
用
心
の

程
奉
祈
／
候
愚
母
〔
久
野
千
代
〕
よ
り
も
山
々
よ
ろ
し
く
と
／
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申
出
候　

敬
具
／
七
月
十
日
／
久
野
一
男
／
博
文
堂
様

・ 
附
属
品
一　

名
刺

・ 
名
刺
表
書　
〔
以
下
印
字
〕
岩
井
武
俊
／
大
阪
毎
日
新
聞
／

京
都
支
局

・ 

名
刺
裏
書　
〔
原
田
大
観
の
墨
書
〕
久
野
氏
之
書
類

81 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
三
〇
日
（H

-3-35

）

・
封
筒
外
寸　

縦
二
一
・
八
セ
ン
チ
×
横
八
・
四
セ
ン
チ

・
消
印　

広
島
／9.3.30

／
后0︲2

・ 

封
筒
表
書　
〔
以
下
墨
書
、「
書
留
」
だ
け
朱
墨
〕
大
阪
市
西
区

靱
上
通
二
丁
目
／
博
文
堂
合
資
会
社
／
原
田
庄
左
衛
門
〔
大

観
〕
殿
／
書
留 

／
「
番
号
票　

広
島
段
原
局　

八
七
五
」

・ 

封
筒
裏
書　
〔
以
下
墨
書
〕
〆
／
広
島
市
段
原
町
二
〇
〇
／
宇

都
宮
讜
蔵
／
「
寸
心
千
里
」
朱
文
長
方
印
二
顆

・ 

封
書
本
紙
外
寸　
〔
便
箋
三
枚
〕
縦
二
三
・
三
セ
ン
チ
×
横

一
六
・
〇
セ
ン
チ

・ 

本
文　
〔
以
下
墨
書
。
欄
外
に
「
１
．」「
２
．」「
３
．」
と
頁
数

の
記
入
あ
り
〕〔
一
枚
目
〕
拝
啓
永
々
御
滞
京
相
成
趣
／
御
心

労
奉
察
候
陳
者
御
滞
京
中
／
二
書
面
尓
〔
に
〕
て
得
貴
意
候
明

十
二
家
／
書
冊
及
水
晶
印
材
之
件
ニ
就
て
王
〔
わ
〕
／
書
冊
之

件
王
〔
わ
〕
御
回
答
を
得
候
の
み
／
な
ら
須
〔
す
〕
御
返
送
被

下
正
ニ
接
手
／
仕
候
然
る
処
印
材
之
件
ニ
就
て
王
〔
わ
〕
／
御

明
示
を
得
す
去
る
二
月
下
旬
／
上
阪
之
際
電
話
尓
〔
に
〕
て
御

伺
候
処
未
多
〔
た
〕
／
御
帰
阪
不
相
成
其
後
上
阪
之
機
／
〔
二

枚
目
〕
会
も
無
之
／
御
伺
致
両
〔
領
〕
収
居
候
右
ハ
／
前
書
申

上
候
通
り
全
く
雑
印
材
と
て
／
別
箇
之
問
題
と
相
成
居
候
て
貴

下
〔
原
田
大
観
〕
／
の
仰
せ
ら
れ
し
水
晶
印
と
申
す
王
〔
わ
〕

或
王
〔
わ
〕
／
雑
印
中
ニ
混
し
居
候
小
形
〔
印
の
図
あ
り
。
壇

鈕
を
図
示
す
る
。
図
は
省
略
〕
之
分
尓
王
〔
に
わ
〕
／
無
之
哉

大
型
箱
入
之
分
王
〔
わ
〕
其
当
時
堺
ゟ
／
か
の
人
ニ
見
せ
候
旨

を
承
り
候
故
雑
／
印
丈
け
之
御
処
分
を
受
け
候
筈
ニ
有
之
／
候

右
再
応
御
熟
考
被
下
候
様
／
願
上
度
御
多
繁
之
御
身
分
御
忘
／

〔
三
枚
目
〕
れ
御
成
候
事
も
無
理
可
〔
か
〕
ら
ぬ
事
（
乍
失
／
礼
）

と
恐
察
仕
候
久
野
〔
錦
浦
〕
の
遺
族
と
て
も
／
婦
人
小
児
の

み
之
事
ニ
存
候
理
解
致
／
候
様
詳
し
く
説
示
を
要
し
小
生
〔
宇

都
宮
讜
蔵
〕
／
も
頓
と
閉
口
仕
居
候
御
推
察
被
下
／
何
分
之
御

明
示
被
下
候
様
願
上
候
／
先
ハ
右
御
願
用
如
此
御
座
候
不
尽
／

三
十
日
／
〔
宇
都
宮
〕
讜
蔵
／
原
田
尊
大
人
〔
大
観
〕
／
坐
右

・ 
備
考　

差
出
年
月
は
消
印
に
よ
る
。
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